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お断り







　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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第一章　『桜色の恋文』
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　――三月二十五日。

　一行を乗せた車は、京都市を出て『京都縦貫自動車道』を走り、京きょう丹たん波ば町から福ふく知ち山やま市へと入っていた。

　春休みの高速道路は、それなりに混んではいても渋滞するというほどではなく、車は北へと軽快に走り抜ける。




　私・真ま城しろ葵あおいは、大人八人がゆうに乗れる大型ワンボックスカーの二列目席から、そっと運転席に視線を移す。

　そこでは、通称『ホームズさん』こと、家や頭がしら清きよ貴たかさんがハンドルを手にしている。

　彼は私がバイトをしている骨董品店『蔵くら』のオーナーであり国選鑑定人・家頭誠せい司じさんの孫で弟子。類たぐい稀まれな観かん察さつ眼がんと鑑かん定てい眼がん、そして『家頭』という苗みょう字じから『ホームズ』という異名を持つ大学院生だ。

「――運転に疲れたら代わりますよ、清貴」

　助手席には家頭武たけ史しさん――、通称『店長』が座っている。彼はホームズさんの父親で、『店長』と呼ばれているものの、本業は時代小説作家だ。

「大丈夫ですよ、ありがとうございます。みなさん、お手洗いなどでパーキングに立ち寄りたくなりましたら早めに仰おっしゃってくださいね」

　ホームズさんは運転をしながら、バックミラー越しに柔らかな笑みを見せる。

「はい、でもまだ大丈夫です」と私が頷うなずくと、

「わ、私も大丈夫です」

　私の隣で遠慮がちに声を上げたのは、同じ高校の友人・宮みや下した香か織おり。

　そして、後方三列目には……。

「おう、了解した。そして俺も運転代わるからな、いつでも言えよ、ホームズ！」

　今、売り出し中の俳優で、『蔵』とは何かと縁のある梶かじ原わら秋あき人ひとさんだ。

　彼は、立ち上がらん勢いで声を上げた。

「……大丈夫です。お気持ちだけありがたく受け取っておきます」

　ホームズさんは後ろを確認することもなく、冷静な口調で言う。

「……あ、葵、このメンバーで旅行なんて少し緊張やな。ドキドキする」

　香織は静かに言うと、私の袖を引っ張るようにキュッとつかんだ。

　車内には、ホームズさん、店長、香織、秋人さん、そして私の五人。

　そう、この春休み。

　ひょんなことから、このメンバーで旅行に行くという、なんとも奇妙なことになったのだ。

　元々は香織と『二人で行けたらいいね』と言っていた、北近畿小旅行。

　気が付くと、こんな大所帯かつ大ごとになってしまったことに、私は申し訳なさを感じて身を小さくさせた。

「ご、ごめん、なんだか、大変なことになっちゃって」

　香織にしか聞こえないくらいの小声で告げると、彼女は「ううん！」と強く首を振る。

「ちゃうねん、嬉しいの。私は、秋人さんのまあまあファンやし。ホームズさんはちょっと怖くて苦手やけど、やっぱりイケメンやし」

　香織も声を抑えつつ、それでも興奮を隠しきれない様子で拳を握る。

『ファン』というのは、決して大おお袈げ裟さな言葉ではないのだろう。

　実際、秋人さんは、今人気上昇中の俳優だ。そのルックスの良さと、恐れ知らずな傍ぼう若じゃく無ぶ人じんさ。なおかつ、その失礼さをカバーする天てん真しん爛らん漫まんで憎めないキャラが、世間に受けているようだ。たしかに、『まあまあ』とはいえ、応援しているイケメン俳優と個人的に旅行に行けるというのは、悪い話ではないに違いない。ちなみに、そんな感じでなかなかミーハーな香織だけど、鋭すぎるホームズさんのことは苦手に思っているようだ。

　それはさておき、女子二人旅の予定が、こんな大所帯になってしまったけれど、喜んでもらえているなら良かった。

　私は胸を撫で下ろすような気持ちで、窓の外に目を向ける。

　見えてくるのは、のどかな田舎の風景。

　眩しい緑とともに咲き始めた桜がとても美しい。広々としたその景色は、同じ京都府でも北の方にくると雰ふん囲い気きがまるで違う。

　ひとまず、天あまの橋はし立だてに行こうということで、宮みや津づ市へと向かっている。

　その後、観光しつつ、最終的に城きの崎さき温泉の旅館に宿泊するという行程となっていた。

　さて、どうしてこのメンバーで旅行に行くことになったかと言うと……、

　――話は、年末まで遡さかのぼる。
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　十二月三十一日の大おお晦日みそか。

　家頭家で年末年始のホームパーティが開かれた。

　立食形式での豪華な食事を楽しみ、その後に宝探しゲームをして、円えん生しょうが乱入し大わらわとなったのだけど、これは、そんな騒そう動どうになる前のことだ。

　それは皆で、食事を楽しんでいる時、

「お嬢さん、お久しぶりやな」

　オーナーの古い友人であり、鑑定士の柳やなぎ原はら茂しげ敏とし先生が私の許もとに歩み寄ってきた。

「お久しぶりです。柳原先生。先生の誕生日パーティ以来ですね」

　少しの緊張を覚えながら、私は頭を下げる。

　秋に柳原家で八十歳の誕生日パーティが開かれた折、私はホームズさん、秋人さんと、ともに参加していた。

「そやな。真しん贋がんをすべて見み極きわめた、あん時のお嬢さん、たいしたもんやったなぁ」

「そ、そんな。まぐれです」と私は慌あわてて、首を振る。

　そのパーティでは、『真贋判定ゲーム』という、古美術品の真贋を見極める催しがあり、私はそのゲームに勝ち抜き、優勝することができた。

　だけど、それはたまたま見極められたまぐれだと思っている。

　それなのに、時折こうして手放しで褒められることがあり、分不相応な評価をされているようで、居たたまれないような気持ちになることもしばしばあった。

「まぐれであれはでけへんわ。ほんま、たいしたもんやで。あの後も、『あの子は何者や』って聞かれるから、『清貴くんの彼女や』って答えとるんやけど」

　悪いた戯ずらな笑みを見せる先生に、私は弾かれたように顔を上げた。

「い、いえ、ですから、私はただのバイトです。ホームズさんとはなんでもありませんから」

　つい、必死で訴えてしまう。

　この頃、ホームズさんとカップルに間違われてしまうことが多く、周囲に勘違いされることによって、良好な関係が気まずいものになっては困るという懸け念ねんがあったためだ。

　私の反応に、柳原先生は意外とばかりに、ぱちりと目を開く。

「――や、これは失礼した。気のない男と噂うわさになっては、お嬢さんも迷惑やな」

「め、迷惑ということでは……」

　弱りきって目をそらすと、視界の端にホームズさんの姿が入った。

　今の会話が聞こえていたようで、苦笑している。

　あちこちでカップルのように思われて、彼もいいかげんうんざりしているのかもしれない。そう思うと、さらに焦りが募る。

　私にとっては、『気のない男』なんてことは決してなかった。

　むしろその逆だ。本当のところ、この時の私は、ホームズさんに惹ひかれていることを薄々気付いていながらも、失うのが怖くて、それを認めることができずにいた。

「せやせや、真贋判定ゲームで手に入れた『月つき見み屋や』の宿泊券、あれ、使つこうたんか？」

　気まずさを感じたのか、するりと話題を変えた柳原先生に、私は我に返って、「あ、いえ」と首を振る。

　ゲームの優勝賞品として、私は城崎温泉の旅館ペア宿泊券を手にしていた。

　そこは『月見屋』という高級旅館で、柳原先生が館内のプロデュースをしたという懇こん意いの宿だそうだ。

「実はまだ行ってないんです。学校の友達と『一緒に行きたいね』って話をしていて、この冬休みにでも行けたらと思っていたんですが……」

　友人とは、同じ学校の宮下香織。彼女は老舗しにせ呉ご服ふく店てんの娘で同じクラスではないけれど、『斎さい王おう代だい事件』を通して親しくなった。

　理知的な顔立ちをした、なかなかの美人であり、冷静沈着なイメージがあるけれど、実はとてもミーハーという可愛らしい面も持っている。

　そんな彼女は、今や『親友』と言っても良いのかもしれない。ただ、以前に『親友』だと思っていた子に裏切られてしまったことがあり、今は『親友』という言葉は使いたくないような気分でもある。『一番気の置けない友人』、という表現がピッタリくるだろう。

「気が付いたら予約もできないまま、バタバタと時が過ぎてしまいまして……。もう予約をしようとしても無理でしたし、春休みにでもと」

　私はそう続けて、『あの宿泊券の期限はいつまでだっただろう？』と思いながら、バツの悪さに肩をすくめる。

「そやな。けど、春は先のことといえ、桜の時季や、早めに予約せんとすぐ埋まるで」

「は、はい、本当ですね」

「そうや、ワシは年明けにその宿に行くし、なんなら声かけといてやろか？　何日がええ？　四月に入ってからよりも、三月末くらいが取りやすい思うんやけど」

「ちょ、ちょっと、待ってくださいね。香織に……友達に確認してみます」

　慌ててスマホを取り出していると、近くにいた秋人さんがヒョイと顔を出した。

「なぁ、その『香織ちゃん』って、あの呉服屋の娘さんの？」

「あ、はい、そうです」

　そういえば、秋人さんは、香織と会ったことがあった。

　オーナーの誕生日パーティの時だ。

「春に城崎で一泊かぁ。それってすげーいいな。よっしゃ、俺も行こうかな。先生、部屋、もうひとつ取れますかね」

　えっ？　と戸惑う私に構うことなく、秋人さんは柳原先生に尋ねた。

「まだ、先の話やし、二部屋くらいは大丈夫やろ」

「そんじゃあ、葵ちゃん、一緒に行こうぜ」

「ほ、本気ですか？　秋人さん、お仕事は大丈夫ですか？」

「ああ、最近、番組で京都市以外の紹介もしていこうって企画も上がっていたから、城崎をチェックしておきたかったし、『仕事を兼ねての視察旅行に行く』ってマネージャーに伝えたら空けといてくれると思うし。俺としても、どうせ行くなら女の子がいた方が楽しいしよ。葵ちゃんたちも車で行けたら便利だろ。俺、車出すし」

　なっ、と身を乗り出す秋人さんに、圧倒されて言葉を詰まらせた。

　たしかに、車に乗せていってくれるなら、いろいろとありがたい。

　当たり前だけど、秋人さんは別の部屋だから支障はないし、香織はしっかり者だけど、ミーハーなところがあるから、秋人さんと一緒だと知ったら喜んでくれるかも……。

　だけど、私と香織と秋人さんの三人で旅行って、一体どうしたものだろう。

　私が、あれこれと考えて俯うつむいていると、

「……まったく、あなたが同行なんて、いろんな意味で危なげですね」

　話を聞いていたらしいホームズさんがやってきて、呆れたように腰に手を当てた。

「いやいや、大丈夫だって」

「何が、大丈夫だというんですか」

「可愛い女子高生が二人きりで旅行の方が、なんだか危なげだろ？　俺はただの引率みたいなもんで、葵ちゃんと香織ちゃんが危険な目に遭わないように、見守るだけだし」

「……あなたにそんな『大人の素養』があるとは思えませんし、そもそも僕は、そんなあなた自身が危険だと言っているんです」

「って、ひでーな。俺は芸能人だし、『十八歳未満には絶対に手を出すな』って、事務所から耳にタコができるくらい注意されてるんだよ。ってかよ、そんなに心配なら、ホームズ、お前も同行すりゃいーじゃん」と言って秋人さんは、ニッと笑みを見せる。

　その表情から、私たちに『一緒に行こう』と声を掛けた時から、ホームズさんの同行も狙ねらっていたことを感じさせた。

　意外と秋人さんも策さく士しだ。

　ホームズさんもそれを察した様子で、やれやれ、と息をつきつつ頷く。

「……分かりました。それでは、僕も同行しましょう」

「えっ、ホームズさんも一緒に？」と私の口から驚きの声が出た。

「もちろん……葵さんたちがご迷惑でなければの話ですが」

　弱ったように目を細めるホームズさんに、「迷惑だなんて」と首を振る。

「ホームズさんがご一緒してくれるなら安心ですし……う、嬉しいです」

　高揚から声が上ずってしまう私の横で、

「よっしゃ、ホームズＧＥＴだな」と強く拳を握りしめる秋人さん。

「ＧＥＴ、ですか……」

　とホームズさんは、肩を上下させ、

「ですが、それでは、男女二人ずつになってしまい、傍はた目めになんだかいかがわしさを感じさせますね。葵さんたちの親御さんも心配されるでしょうし、芸能活動をしている秋人さんにとっても良くない気がします……」

　腕を組みながら、ぶつぶつ洩らしたかと思うと、振り返って店長を見やった。

「そうだ、お父さん、もし良かったら一緒に行ってもらえませんか？　僕たちのお目付け役として同行していただけると」

　突然話を振られて、店長は虚きょを衝つかれたように瞬またたきながらも、すぐに嬉しそうに微笑ほほえんで頷いた。

「城崎はいいですね。『月見屋』はわたしも贔ひい屓きにしている旅館ですし、たしかに若い男女四人より、わたしが同行した方が親御さんも安心するでしょう。わたしも喜んで同行させてもらうことにします。店番は、たまにはオーナーにお願いすることにしましょう」

「おー、店長も同行してくれるなら、誤解されることはねーな。そんじゃあ、メンバーは五人か。実家のワンボックスカー借りるな」

「ありがとうございます。ですが、運転は僕がいたしますね。あなたの運転に危険を感じずにはいられないので」

「何言ってんだよ、運転にはすげぇ自信あるんだけど。いつかＡ級ライセンスを取りたいと思ってるくらいなのによ」

「そういうことを言い出すところも不安なんですよ。それに『運転には』ということは、他のことには自信がないんですね？」

「ちげーよ！」

　真っ赤になって声を上げた秋人さんに、皆でドッと笑った。

　そうしてその後、私は両親と香織に確認を取った上で、柳原先生に宿のことをお願いし、春休みに入ってすぐの三月二十五日に、部屋を確保してもらえることになった。
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　――こうした経緯で、今に至る。

　予約した部屋は三つ。私と香織の部屋、ホームズさんと秋人さんの部屋、そして、店長が一人で執筆するための部屋。

『宿泊券もらったから、いつか城崎に行こうね』と、私が香織と交わしていた曖あい昧まいな約束は、柳原先生の提案から二転三転し、いつしか、この五人の旅行となった。




「……それにしても、その旅館が、『月見屋』だったなんて奇き遇ぐうやな」

　窓の外を眺めつつ思い出したように笑う香織に、「本当だね」と私も相槌をうつ。

「ん？　何が『奇遇』なんだ？」

　後ろに座る秋人さんがニュッと顔を出したことで、香織は頬を赤らめて俯いた。

　不意に顔を近付けられて、緊張したのだろう。

『代わりに答えて』というように肘ひじで突かれたため、私が口を開く。

「えっと、これから行く旅館の『月見屋』と香織の家の呉服屋さんは昔から付き合いがあるそうで、実は今、香織のお姉さんが社会勉強を兼ねて働いてるそうなんです」

　香織の姉の佐織さんは、家業を継ぐ身。

　学校を卒業してすぐに店に入るのでは世間が狭すぎるからと、修業を兼ねて『月見屋』で働いているそうだ。

　それにしても、柳原先生が懇意にしている旅館と香織の家が親しいなんて、それこそ世間は狭い。京都の老舗にありがちな、いつもの『横のつながり』なのだろう。

　私の言葉に、秋人さんよりもホームズさんの方が、少し驚いたような声を上げた。

「――佐織さんが月見屋に？　ですが、まだ大学生ですよね？」

「は、はい。なので、春休みの間だけのバイトで」と香織がぎこちなく答える。

　秋人さんは「へぇ」と洩らし、首を伸ばして運転席を見やる。

「なぁ、ホームズ。お前、香織ちゃんの姉ちゃんのこと知ってるのか？」

「ええ、まぁ。というか、あなたもご存じのはずですよ、去年の『斎さい王おう代だい』です」

　さらっと言うホームズさんに、秋人さんは「ああ！」と思い出したように手をうつ。

「あの美人斎王代！　そういや、宮下呉服店さんとこの娘さんだったな」

『斎王代』とは、葵あおい祭まつりの主役であり、京の町においては才さい色しょく兼けん備びの代だい名めい詞しでもある。

　佐織さんは去年の斎王代に選ばれ、その美しさから、たちまち話題の人となった。

「すっげー清せい楚そ系美人だったよなぁ。あの子が今から行く旅館で働いているなんて、楽しみが増えたな」

　秋人さんは、ふんふんと鼻歌を歌いながら頭の後ろに手を組んだ。

　……秋人さんも露骨だなぁ、と苦笑しながら、ホームズさんも内心嬉しく思っているのかもしれないと思うと、ほんの少し胸が騒ぐ。

「――葵さん？」

　俯いていると、ホームズさんに声をかけられて、我に返って顔を上げた。

「あっ、すみません、ボーッとしてました。何でしょうか」

「いえいえ、たいしたことを聞いたわけではないんですが、葵さんは天橋立に行ったことがありますか？」

　バックミラー越しに、微笑んでいるホームズさんの顔が見える。

「いえ、天橋立はまだ行ったことがないです。テレビではよく観るんですが」

　日本三景のひとつと言われるほど有名な観光スポットである天橋立は、テレビの旅番組でよく目にしている。

　だから行ったような気持ちになるほど、馴な染じみはあるのだけど……。

「葵、天橋立に行ったことないんや」

　隣で「へぇ」と目を開く香織に、「うん」と頷いた。

「香織は？」

「私は何度か。ほんでも、もう何年も行ってないわ」

「俺もそうだな。小学校の時に行ったきりだ」

　秋人さんがまたニュッと後ろから顔を出したことで、香織は頬を赤らめた。

「……な、なんや、ドキドキしてあかん。イケメンは、少し離れたところから見てる方が、心臓にええわ」と、俯きながらボソボソと洩らす。

　はぁ、と相槌をうつと、香織は苦笑して身を乗り出した。

「葵はよく平気やね。秋人さんもホームズさんもめっちゃイケメンやのに」

　その言葉に、私はあらためて運転席に座るホームズさんと、後方に座る秋人さんを交互に見る。

　たしかにこの二人、タイプは違うけれど眩まぶしいほどの美男子で、最初は緊張していた。

　だけど……。

「……えっと、そのうちに慣れると思うよ」

　静かに告げた私に、香織は「説得力あるわ」と小さく吹き出した。




　京都市から二時間半。

　車は宮みや津づ市に入り、天橋立近くの駐車場に着いたとこで、私たちは車を降りた。

「こっちです」

　先を歩くホームズさんに、皆は「はーい」と園児のように素直に頷いて後に続く。

「天橋立を眺めるには、ケーブルカーもしくはリフトで山頂へと向かうのですが、どちらが良いですか？」

　ケーブルカー乗り場まできた時に、ホームズさんは振り返って尋ねた。

　つい首を伸ばして料金表を確認すると、どうやらどちらも、利用料は同じようだ。

「ケーブルカーとリフトかぁ……、香織はどっちがいいと思う？」

「そやなぁ、私が前に来た時は、家族一緒にケーブルカーやったわ。あらためて聞かれると悩むね。ホームズさんはどう思わはります？」

　問いかけた香織に、ホームズさんは、そうですね、と相槌をうつ。

「僕としては、オススメはリフトですね。それほど怖くもないですし、景色がとてもよく見えるんですよ」

「それじゃあ、リフトで」

　ホームズさんの助言に、皆は迷いもせずに声を揃そろえた。

「わかりました」

　皆はリフト乗り場へと向かい、香織、私、ホームズさん、秋人さん、店長の順に乗りこむ。

　リフトは所いわ謂ゆるスキー場にあるチェアリフト。

　シングルタイプなので、一人ずつ座ることになる。慣れていない私は、やってきたリフトにぎこちなく乗り込み、しっかりと手すりにつかまる。

　リフトは、ゆっくりと斜面を登っていく。

　ホームズさんが言っていた通り、地面からあまり距離はなく、怖さは感じない。

　晴れ渡った空の下、髪をそよぐ爽さわやかな風がとても気持ち良く、リフトにして良かった、と思っていると、

「葵さん、香織さん、後ろを振り返って、景色を見てください」

　背後で声がして、「えっ？」と私たちは振り返った。

　その瞬間、真っ青な海と空の景色、山々の姿が目に飛び込んできた。

「す、すごい、綺き麗れい」

「ほんまやね」

　リフトの手すりをしっかりと掴つかんで背後の景色を眺めていると、ホームズさんが見守るように優しい笑みを見せていた。

「ッ！」瞬時に恥ずかしくなって、前を向く。

　私がホームズさんのことを『好き』だと確信したのは、つい最近のこと。

　本当は、ずっと惹かれていたのだけど、必死に誤魔化していて、ようやく自覚できたのが約二週間前。

　気持ちを認めてしまうと、顔を合わせるだけで、鼓動が強くなって頬が熱くなる。

　こうした時、ゆでだこのようになってしまっているのではないか、と恥ずかしくて仕方なくて、すぐに顔を背そむけてしまう。これじゃあ、感じの悪い子だ。

　嫌な気持ちにさせたかもしれない、と私は苦い気持ちで息をついた。

　やがて頂上に着き、私たちはリフトを降りて、天橋立を一望できる展望台へと向かう。

「葵、あそこが展望台やで」

　早足で歩きながら看板を指差す香織に、私は「うん」と頷く。

　私と香織と秋人さんは、小走りで展望台まで来て足を止めた。

　目の前に広がる景色に、私たちの口から「うわぁ」と感嘆の声が洩れる。

　天橋立の景色は、テレビで馴染みの風景だった。

　だからきっと実際に観ても、『ああ、テレビで観ている通りだなぁ』という気持ちにしかならないのではないか、と思っていた。

　だけど、そうではない。

　実際に目の当たりにすると、こうも感動するものかと、息を呑まされる。

　目に眩しいほどの光に光る海に、海を隔てる松並木。

　緑の橋は、『飛ひ龍りゅう観かん』と呼ばれ、龍が天に昇る姿に譬たとえられている。

　まさに龍の背のようだ。

　海の青と、橋の緑、日の光のコントラストが美しく、神々しさすら感じる。

　まさに、胸を鷲わし掴づかみにされる光景。

　美しさに圧倒されて、しばらく言葉が出ない。

「いやー、なんつーか。子どもの頃、ここに来た時は、特に感動しなかったんだけど、今こうして観るとすげぇな」

　熱っぽく告げた秋人さんに、香織も「ほんまですね」と頷く。

「……私も、こんなに感動するとは、思わなかったです」

　私がぽつりと洩らした時、ホームズさんと店長が「そうですね」と頷いた。

「さすがは『日に本ほん三さん景けい』ですよね」

　本当に、その言葉通りまさに『さすがは日本三景』だ。

「ここは絶対に、テレビで観るよりも、自分の目で観た方が良いところですよね。私、この天橋立に来られて良かったです」

　景色を眺めたままそう言って、胸の前で拳を握った。

　香織と二人きりで城崎温泉に行っていたら、ここには寄れなかっただろう。

　この景色を観られて良かった。

「皆さんに喜んでいただけて良かったですね、清貴」

　そう言って店長は、ポンッとホームズさんの肩に手を乗せた。

「ええ、本当に」

　ホームズさんは柔らかく微笑んで頷く。

　そんな二人の姿に、香織は「へぇ」と洩らした。

「……ホームズさんと店長って『全然似てへんなぁ』って思うてたけど、こうした雰囲気はなんやそっくりやね」

「だよね、私もそう思う」

「店長の方が、毒も棘とげもないイメージやけど」と小声で続けた香織に、「うん、私もそう思う」と小さく笑う。

　すると、秋人さんがはしゃぐように駆け出した。

「なぁ、『股のぞき』しようぜ」

　天橋立は足を開いて股の間から景色を覗のぞくと、まるで天に架かる浮橋のように見えることから、『股のぞき』スポットがあった。

「…………」

　私と香織はスカートではないにしろ、『股のぞき』をすることにためらいを感じ、互いに顔を見合わせて苦笑していると、

「いや、マジで股から覗いたら『天にかかる橋』って感じだ」

　秋人さんが、目をキラキラさせて、顔を上げた。

　年とし甲が斐いもなくここで『股のぞき』をして、無邪気に喜べる。

　こうした天真爛漫さが、彼の人気の秘密なのだろう。

　そう思っていると、秋人さんの隣でホームズさんも『股のぞき』をしていて、私と香織は『ゴホッ』とむせた。

「ホ、ホームズさんも『股のぞき』をするんやね」

　戸惑いに声を上ずらせる香織に、ホームズさんはスッと上体を起こして「ええ」と頷く。

「その地に来て、『こうしたら良い』と言われることは、とりあえずやりますよ」

　胸に手を当てて、にこりと微笑む。

　この上品な笑顔に、さっきの『股のぞき』がミスマッチで、笑いそうになってしまう。

　その一方で、『そんなホームズさんも素敵』などと思ってしまっていたりする、すっかり『恋をしている自分』が、どうにも気恥ずかしい。

　火ほ照てる頬を隠すべく顔を背けた時、

「わ、わあ、梶原秋人……さん、ですよね？」

　近くにいた女性が、驚いたように声を上げた。

　秋人さんは一瞬、間をおいて、「そうだけど？」と笑みを浮かべて振り返る。

　前髪をかき上げる『いかにも』な姿に、私は苦笑してしまったものの、その女性は、頬を赤らめながら、

「あ、握手してもらえますか？」と、おずおずと握手の手を差し伸べた。

「おい、ミーハーなことしてんなよ」

　彼氏らしき男性が背後で、睨むような目で見ている。

「だ、だって、『梶原秋人』だよ？　握手してもらいたいじゃん」

　彼女の方は、口を尖らせながら振り返った。

「いいよ、握手くらい、お安い御用」

　秋人は、ニッと悪戯な笑みを浮かべて握手の手を差し出す。

「あ、ありがとうございます」

　女性は、真っ赤な顔で握手の手を取り、何度も頭を下げた。

「ほら、行くぞ」

　ぶっきらぼうな声を上げて歩き出す彼氏に、「あ、うん」と彼女は、秋人さんに向かって会釈をし、慌てて後を追いかける。

「あんな、外見だけの大根役者に、媚こび売ってんじゃねーよ」

　ヤキモチからなのだろうけれど、遠慮のない言葉に私と香織はギョッとしてしまう。

　たしかに秋人さんは、演技力のある役者とは言い難い。

　それでも、プライベートな時間に、突然握手を求められながら、快こころよく返したというのに、あんなふうに言うなんて。

　恐る恐る秋人さんに視線を移すも、

「やべ、『外見だけ』って。俺、男にまでイケメン認定されてるし」

　秋人さんが、嬉しそうに頬を緩ゆるませていて、私と香織は目を丸くした。

「あ、秋人さん、腹立たへんの？」

「そうですよ。あんな言われ方して」

　思わず身を乗り出した私たちに、秋人さんは「あー、いや」と頭の後ろで手を組む。

「ムカつくし、悔しくもあるけど、実際、俺、『大根役者』だしな。それについては、何言われても仕方ないっつーか」

　ケロリとそんなことを言う秋人さんに、私たちは何も言えなくなった。

　すると背後で話を聞いていたホームズさんが、ええ、と頷いた。

「たしかに、あなたは、『大根役者』ですからね」

「って、追い打ちかけてんじゃねーよ」

「ですが、『猿さる真ま似ね』だけは、たいしたものです」と、すぐにそう続ける。

「なんだよ、さらにひでーな」

「いえ、褒めているんですよ。普段の演技にも、その『猿真似』を応用すれば良いんです」

　秋人さんは「えっ」と目を見開いた。

「その役に合うであろう俳優の演技の『真似』をする。それは未熟なあなたが無理に自分の演技を磨いていくより、ずっと近道でしょう。浮世絵師が、師匠の絵を必死で真似て腕を磨いたように、最初は物真似の域でも、やがて板についてくるでしょうしね」

　ホームズさんの助言に、秋人さんが無言で立ち尽くす。

　その横で、店長が「そうですね」と頷いた。

「わたしも、そう思います。あなたと清貴は真逆のタイプでありながらも、あれほどまでに清貴の真似ができるのですから、その才能を演技に生かすべきですよ」

「そ、そうか、思えば俺、昔から『クラスメイトの物真似』とか『担任の物真似』とか、身近な人間の真似が得意だったんだよ。それを演技に応用すりゃいーわけだ」

　秋人さんは、なるほど、と拳を握り締め、勢いよくホームズさんの肩に手を乗せた。

「マジでサンキュー。さすが、ホームズは、俺の心の師匠だよ」

「……いえ、礼には及びませんし、あなたの師匠は辞退したいです」

　ホームズさんはそっと、その手を取って肩からどかせる。

「またまた、そんなこと言ってよ」

　秋人さんは笑って、パンッとホームズさんの腕を叩く。

「……それはさておき、そろそろランチに行きましょうか」

　叩かれた腕を摩さすりながら言うホームズさんに、私たちは「はい」と元気よく頷いた。





４






　その後、私たちは天橋立近くの海鮮小料理屋に入り、個室でランチを摂った。

「まだ、時間に余裕がありますし、良かったら、この後、『籠この神社』に行きましょうか」

　皆の食事が終わるころ、ホームズさんが湯呑みを手にしながら、そう言う。

「コノ神社？」と声を揃えたのは、私と秋人さん。

　店長と香織は『久しぶりにいいね』という様子を見せている。

「コノ神社って有名なのか？」と秋人さんは首を傾げる。

「どうでしょう？　有名とも言えますし、知る人ぞ知る神社かもしれません。そこは、『元もと伊い勢せ神社』と呼ばれているんです」

「伊勢って、伊勢神宮のことですか？」と私は身を乗り出して尋ねる。

　伊勢神宮は、なんといっても日本で一番有名な神社だ。

　私も一度、祖父母に連れて行ってもらったことがある。

　残念ながら、幼すぎてあまり覚えていないけれど。

「はい。今、伊勢神宮に奉られている天あま照てらす大おおみ神かみ、豊とよ受うけの大おお神かみがその地から伊勢に移されたという故事から『元伊勢神社』と呼ばれているそうです。山さん陰いん道どう唯一の大社であり、最高の社しゃ格かくと由ゆい緒しょを誇っているそうです」と、ホームズさんはいつものように答えてくれる。

「最高の社格って、すげぇ神社ってことだよな？」

「ええ、元伊勢もそうですし、その近くにある真ま名な井い神社もオススメですので、せっかくですから行ってみましょう」

　にこりと微笑むホームズさんに、「はい」と皆は揃って、強く頷いた。




　――そうして、私たちは食事を終えたあと、再び車に乗り込んで、元伊勢神社と言われる『籠神社』へと向かった。

　辿たどり着ついた『籠神社』は、檜ひ皮わだ葺ぶきの歴史のある神社という風ふう格かくであり、背筋が伸びるような、凛りんとした佇たたずまいだ。

　遠巻きに社しゃ殿でんを眺めながら、「へぇ」と息を洩らす。

「ここも、お伊勢さんと同様、白しら木き鳥とり居いなんですよ」

　手水舎ちょうずやで手を洗って軽く口をすすぎ、ハンカチで拭いながら、そう告げたホームズさんの言葉に、

「白木？」と改めて鳥居を見る。

　鳥居と言えば朱色のイメージが強いけれど、ここの鳥居には何も色が塗られていない。

　木の素地、そのままの色。

　そういえば伊勢神宮の鳥居も、こうした木そのままのシンプルなものだった気がする。

「こういうのを『白木鳥居』っていうんですね」

「ええ。そしてここには、伊勢神宮と籠神社にしか祀まつることが許されていない、五色の座すえ玉たまがあるんですよ」

「『五色のスエタマ』って何だ？」と、秋人さんがすかさず尋ねた。

「青・赤・黄色・白・黒の五色の玉なんですが、それは五ご行ぎょうの『木・火・土・金・水』を示し、宇宙の五大要素であり、森しん羅ら万ばん象しょうを示しているものと言われているんです」

「へぇ、なんかよく分からねぇけど、すげえな」

　あっけらかんと言う秋人さんに、店長と香織がくすくすと笑う。

「では、参拝しましょうか」

　私たちは本殿の前で横一列に並び、賽さい銭せん箱ばこにお賽銭を入れて、二礼、二拍手、一礼をする。

　日頃の感謝を伝えて顔を上げると、

「ああ、あれが、五色の座玉ですよ」

　ホームズさんは塀の向こうに見える、本殿に目を向ける。

　そこに飾られている『五色の玉』は、想像していた以上に鮮やかで美しく、

「こんなに綺麗なんですね」と思わず驚きの声が出た。

「ほんま、今まで意識して見たことなかったけど、鮮やかやね」

　隣で香織が、うんうん、と頷く。

「伊勢神宮とここにしかないなんて、貴重なものを見られた感じだな」

「開運やね」

　食い入るように五色の座玉を見ている私たちの姿を、ホームズさんと店長が微笑ましそうな目で見守っていた。やはりこの親子はよく似ている。

「それでは、次は隣接している『真名井神社』に行きましょうか。隣接と言っても五百メートルくらいあるそうなんですが」

「おう、行こうぜ。軽い運動も兼ねて、歩いて行こーぜ」

「そうしましょう」

　強く頷く私たちに、ホームズさんは「こっちです」と歩き出し、そのまま『真名井神社』へと向かうこととなった。




「――い、意外としんどいですね」歩きながら私は額に滲にじむ汗を拭う。

　三月末だというのに、まるで初夏を思わせるような日差し。

　結構な坂道もあって、少し息が上がる。

「葵さん、運動不足ですか？」

　ふふっ、と意地悪な笑みを見せるホームズさんに、ムキになって顔を上げた。

「い、いえ、自転車にも乗ってますし、体育だってしてますし」

「ああ、そうでしたね。『体育』って、なんだか懐かしい響きです」

「ホームズさんこそ、運動は？」

「僕はよく歩いていますからね。家から大学までとか、大学から店までとか、時間さえ許せば、平気で歩きますよ」

「そ、そうなんですね。大学から店までって、結構な距離ですよね？」

「四キロくらいでしょうか？　考えごとをしていたらアッという間ですよ」

　きっとホームズさんみたいな人は、たくさん考えることがあるのだろう。

「ちなみに、父も歩くのは得意なんですよ」

　ホームズさんは、ねっ、と振り返って一歩後ろを歩く店長を見る。

　その地を堪能するように景色を眺めていた店長は、ホームズさんに話しかけられたことで我に返った様子で、「ええ」と頷いた。

「わたしは、こうして歩いている時に、物語を組み立てるものですから」

　店長の言葉に、皆で「へええ」と感心しつつ相槌をうつ。

「あ、ほら、もう着きますよ」と、ホームズさんは鳥居に目を向けた。

　ここは、石の鳥居だ。

　その左右には、狛こま犬いぬならぬ――

「龍、なんですね」

　そう、『狛龍』が鎮ちん座ざしていた。

【写真撮影禁止】という札もかけられている。

　とても静かで、木陰のせいか、ひんやりとしている。

　まるで山に溶け込むような境けい内だい。

　神社であり、特別な『聖域』のようだ。

　凛とした空気に、背筋が伸びるような気がする。

「ここは、『龍の住処すみか』という感じがしませんか？」

　その言葉は、まさに、という感じがした。

　――ここは、龍の棲すまう場所だ。

「本当ですね」

　強く相槌をうつ私に続いて、香織も「ほんまに」と頷いた。

　この地は、ブームに乗っかってミーハー気分で来るようなところではないような気がする。

　それこそ、ミーハー気分で浮かれて来てしまった私は、申し訳なさを感じてしまう。

　実際、ここは人によっては『恐怖』を感じてしまうかもしれない、そんな雰囲気だ。

　敬意を抱いて来なければいけないところ。そんな気がした。

「……なんつーか、パワースポットどころじゃない、エネルギースポットだな」

　いつもは、お茶らけている秋人さんも、この地の特別な雰囲気を感じ取ったのか、真顔を見せている。

　俳優業をやっているだけあって、とても感受性が強いのかもしれない。

「ここは、天照大神、イザナギ・イザナミを祀り、奥の磐座には豊受大御神を祀っているんです。つまり、日本を作ったイザナギ・イザナミとともに伊勢神宮・内ない宮くう外げ宮くうの主しゅ祭さい神しんを祀っているという神社なんですよ。また、ここは太古の昔より祭さい祀し場だとされていまして、まさに『聖地』なんです」

　その地を眺めながら静かに告げるホームズさんに、息を呑んだ。

　そんなにすごい場所だったんだ。

　単純な私は、その言葉にますます、ここの凄すごさを感じてしまう。

「実は僕は、ぜひ、ここに皆さんを連れて来たかったんです。ここの、特別な雰囲気と空気を感じてもらえたらと思いました。皆さんが感じ取ってくれて、嬉しかったですね」

　微笑むホームズさんに、皆は何も言わずに頷いた。

　気を引き締め直して、背筋を伸ばして、柏かしわ手でを打つ。

　はしゃぐこともなく、とても神聖な気持ちで最後の一礼をした。

「それでは、戻りましょうか」

「はい」

　皆で頭を下げて、境内を後にする。

「いや、すごかったな」

「ほんまですね」

「……来られて良かった。ホームズさん、ありがとうございます」

　ハーッと息をつく私に、

「どういたしまして。喜んでもらえて、僕も嬉しいです」

　ホームズさんは嬉しそうに目を弓なりに細めた。





５






　いよいよ柳原先生おすすめで、店長も贔屓にしているという温泉旅館『月見屋』に向かう。

「――ああ、城崎の温泉街が見えてきましたよ」

　ぽつりと零したホームズさんに、皆は一斉に窓の外に目を向けた。

　桜の木々が連なる中、道の中央には小川が流れている。

　続く、アーチ状の石橋。

　軒のきを連つらねる趣おもむきのある温泉宿と、立ち上る湯ゆ煙けむりに、浴衣ゆかたで歩く人たち。

　下駄の音まで聞こえてきそうな、まさに文学的な温泉街だ。

『古き良き温泉地』というのは、こういう街のことを言うのだろう。

　浴衣姿のまま手拭いを首から下げて、散歩する人たちの姿も見受けられる。

「わぁ、素敵な雰囲気」

「ここは、よく旅情ドラマの舞台にもなるんやで」

「そんな感じするよなぁ」

　窓の外を眺めていると、

「『手ぬぐいを 下げて外湯に 行く朝の　旅の心を 駒下駄の音』ですね」

　ホームズさんがそう洩らして、口角を上げたのがミラー越しに見えた。

「へっ？」

　揃って間抜けな顔を見せた私たちに、店長が愉たのしげに笑う。

「与よ謝さ野の鉄てっ幹かんが城崎に訪れた際に、詠よんだ歌ですよ。まさにその情景が今も残されていますよね」

「与謝野鉄幹って誰だ？」

　身を乗り出して尋ねた秋人さんに、ホームズさんがそっと相槌をうつ。

「与謝野鉄幹は、歌人で大学教授、与謝野晶あき子この夫としても知られていて、彼女の才能を見出した人物とも言えます」

「与謝野晶子の旦那って、噂うわさの『バナナの人』か」

　すかさずそう言って手を打つ秋人さんに、ホームズさんは呆れたように眉まゆ根ねを寄せる。

「……あなたは、そうした知識だけはあるんですね」

「えっと、『バナナの人』って何のことですか？」と私が首を傾げると、

「そう、ですね。その質問に答えるだけで、セクハラになりそうなので辞退しますね」

　さらりと言うホームズさんに、私と香織は「へっ？」と瞬またたいた。

「それはさておきまして、城崎は今も昔も多くの作家に愛されし温泉地なんです。この光景は、まさに文学を彷ほう彿ふつとさせますよね」

　車は温泉街をゆっくりと走り、やがて少し奥へと入っていく。

「あそこですね」

【月見屋】という趣のある木の看板が目に入る。

　棟むな門もんという、寺のような門構えと、その向こうには桜の木々。

　門外の駐車場に車を停め、皆はいそいそと棟門へと向かう。

　広い敷地内に、二棟の旅館が隣接していた。

「旅館が二つ……」

「ええ、奥の歴史深い建物が『本館』で、手前の新しい旅館が『新館』です。本館はまさに高級旅館ですが、新館は本館に比べて、リーズナブルで一般的な温泉旅館といえるでしょう。今回、僕たちが宿泊するのは、その『新館』となります」

　ホームズさんの説明通り、新館は本館に比べて近代的で新しくはあるが、お洒落しゃれなだけの宿泊施設とは違う、老舗の色を受け継いだ格式高い雰囲気があった。

「――いらっしゃいませ、お久しぶりです、伊集院先生」

　車が停まるのを見ていたのだろう、扉の前には女将おかみの姿があった。笑みを浮かべて頭を下げている。

「いやいや、ご無沙汰しております」と店長が微笑んで、会釈を返す。

　すると、すぐに旅館から佐織さんが姿を現し、私たちを見るなり深く頭を下げた。

　薄紅色の着物にエプロンと、すっかり仲居さん仕様だ。

「お姉！」香織は、すぐに佐織さんの許もとに駆け寄る。

「香織、元気そうね。良かった」

「お姉こそ、ちゃんとやってる？　女将に迷惑かけてない？　ああ、お姉は見かけによらず、ぼーっとしとるから心配や」

「心配してくれて、ありがとう」

　その言葉遣いに、ほんの少し違和感を覚えた。

　あ、そうだ。関西弁ではなくなってるからだ。

　前の佐織さんなら『おおきに』と言っていたところだろう。

　佐織さんは斎王代に選ばれてから、雑誌に載ったり、テレビ出演もしているらしいから、言葉も標準語を話すようにしているのかもしれない。

　とはいえ、『ありがとう』のイントネーションは、関東のものとは違うのだけど。

　香織はすぐに女将の方を向き、深く頭を下げる。

「お久しぶりです。いつも姉がお世話になっております。ほんま、すみません」

　そんな香織を前に、女将と佐織さんは顔を見合わせて、くすくすと笑った。

「香織ちゃんは相変わらずしっかり者ねぇ。そんな心配しなくても、佐織さんは、とても一生懸命がんばってくれているわよ」

「ああ、良かった。お母ちゃんもほんまに心配してまして。『佐織が大事な壺を割ったらどないしよう』って」

「もう、お母ちゃんも香織も、ひどい」

　頬をほんのり赤らめて、佐織さんは口を尖とがらせる。

　その姿は美しいだけではなく、とても可愛らしく、なんだか以前よりもずっと魅力的になっているように感じた。

　一年間斎王代を務めたことで、さらに磨かれたのかもしれない。そんな彼女の少し抜けている部分も、また魅力のひとつなのだろう。

「それじゃあ、佐織さん、ご案内をお願い」

　そう言った女将に、佐織さんは「はい」と頷き、「どうぞこちらに」と歩き出す。

　私たちは佐織さんに促されるまま、旅館に入った。

　広い玄関。美しい畳の廊下にスリッパが綺麗に並び、大きな花が生けられている。

　ホールには、大きな額に飾られた書や、古美術品。

　一見自由に飾っているようで、すべてが計算しつくされた絶妙な均整は、まるで私設美術館のようだ。

　わあ、と洩らして、私が熱心に館内を見回していると、

「柳原先生は、ここの美術品の監修もされているそうですよ」

　ホームズさんが、そう教えてくれた。

　なるほど、どうりで素晴らしいわけだ。

　オーナーと肩を並べる鑑定士である柳原先生が、監修しているわけなんだから。

　店長が受付を済ませたあと、私たちは再び、佐織さんを含む仲居さんたちの案内に従って部屋へと移動した。

「――真城様と宮下様のお部屋は、こちらでございます」

　扉の前でそう言う佐織さんに、香織は、ぷっと笑った。

「真城様と宮下様って、お姉」

「今の私は、ここの仲居ですから。どうぞ」

　佐織さんは、ふふふ、と笑って扉を開ける。

　案内されたその部屋は、広々とした和室だった。

　光るような畳。和紙で包まれ柔らかな光を灯す照明。

　縁側の大きな窓は、ガラスがないのかと思わせるほどの透明感。

　その向こうには、美しい桜が花びらを散らしている。

「わあ」

　その美しさに、私と香織の口から感嘆の声が洩れる。

「この隣が、清貴さんと秋人さんのお部屋、そしてその隣、突き当たりのお部屋が伊集院先生のお部屋となってます」

　佐織さんはお茶を淹れながら、館内についてあれこれと説明をし、

「それではごゆっくり」と一礼をする。

　その時に、佐織さんの首にきらりと光ったものが見えた。

　ネックレスなのかもしれない。

　そのまま「失礼いたします」と佐織さんは部屋を後にし、私と香織は何となく顔を見合わせた。

「佐織さん、なんだか板についてたね」

「うん、少し安心した。うちでは、ほんまに間の抜けた人やから」

　香織は、心からという様子で胸に手を当てる。

「いずれ、佐織さんは宮下呉服店を継ぐわけだしね」

「とはいえ、店を背負うのは、お婿むこさんになるんやろうけどな」

「あっ、そうか」婿養子に入ってもらうわけだ。

「そやけど、お姉はいい齢としなのに、未だに彼氏がいたことがなくて、お母ちゃんとお父ちゃんがあれこれと、見合い相手を探してて」

「へ、へぇ、佐織さん、あんなに美人さんなのに、彼氏がいたことないの？」

　信じらない、と瞬く私に、香織は頷く。

「お姉は、ちょっと臆病なとこあるし」

「それに美人すぎて、近寄りがたいのかもしれないね」

「うーん、どやろ」と香織は肩をすくめ、

「それにしても、さすが、有名旅館やね」部屋を見回してそう言った。

「うん、すごく素敵。センスがいいよね」

「うんうん、この床とこの間に飾られた花とか、センスがええわ」

　床の間に飾られた、桜をベースとした生け花に目を向ける。

　その上の壁には、大きな書が飾られていた。

「……へぇ、志し賀が直なお哉やの格言やて」

『小説の神様』と呼ばれた昔の文ぶん豪ごうだ。

　そういえば、吉田山荘の『真しん古こ館かん』で、ホームズさんが作家の相笠くりす先生に志賀直哉の言葉を引用して伝えていたことが記憶に新しい。

　ここに飾られた格言は……『過去は、過去として葬ほうむらしめよ。そして、新しくよき運命を拓ひらいて行けばよいのだ――　志賀　直哉』。

　過去を引きずっても仕方のないこと。大切なのはこれから。気持ちも新たに、良い未来を創っていけばいい――という、とても前向きな言葉だ。

「いい言葉だね」

「過去を引きずるなって、なんや、葵に言うとるみたいやな」

「や、やだな、もう過去なんて引きずってないし」

「ほんま？」

「う、うん、それより、ホームズさんたちのお部屋も見せてもらおうか」

　過去の話から、恋話に移るのを防ぐべく慌ててそう言うと、香織は目を輝かせて頷いた。

「うん、行こう。同じような部屋やろか」

「多分ね」

　二人でそそくさと廊下に出ると、ホームズさんと秋人さんの部屋のドアが開放されているのが見える。

　ここの案内は、佐織さんではなく、他の仲居さんがしていた。

　そっと部屋を覗くと、秋人さんが窓の外に張り付くようにして景色を眺め、ホームズさんが仲居さんに何かを手渡している姿が見える。

　なんだろう？　首を伸ばしていると、ホームズさんが私たちに気付くなり、笑顔を見せた。

「葵さん、香織さん、どうぞ。お二人のお部屋はどんな感じでしたか？」

　私たちは、失礼します、と会釈をして、部屋に足を踏み入れる。

「ここと同じタイプの部屋です」そう言って、壁の書に目を留めた。

『幸福というものは受けるべきもので、求めるべき性質のものではない。求めて得られるものは、幸福にあらずして快楽なり――　志賀　直哉』

「――ここも、志賀直哉」

「ほんまや」

「志賀直哉の名作『城きの崎さきにて』は、この城崎温泉の地で生まれたと言われています」

「そうなんですね。どんなお話なんですか？」

「そうですね……。内容は東京の山手線にはねられてケガをした主人公が、城崎温泉に養生に訪れるわけです。そしてこの城崎で小さな虫などの生死を眺めて、生き延びた自分について、そして生死について省みる、というお話ですね」

「へえ、なんだか、深そうなお話ですね」

「うん、それにこの格言も、なんとなく深いし」

　私と香織は、うんうん、と頷き、「――そういえば」と顔を上げた。

「ホームズさん、さっき仲居さんにお手紙みたいなものを渡していましたよね？　あれは、なんだったんですか？」

「ああ、あれは、お心付けですよ」

「お心付け……」ぽかんとする私に、「チップってことだよ、葵ちゃん」と秋人さんがすかさず答える。

「わ、私もそのくらいは、分かってます」

　すると、ホームズさんが腕を組んで、ほんの少し首を傾げた。

「……僕の中では、『チップ』とはまた少しニュアンスが違うんですが」

　こういう高級旅館だと、仲居さんに『お心付け』を渡すものなんだ。

　驚いているのが私だけで、香織も秋人さんも当たり前のような顔をしている。

　思えば秋人さんは大作家の息子で、香織は老舗呉服店の娘さん。

　だから、こうしたところで『お心付け』を渡すことに違和感はないのだろう。

「あ、あの、後学のためにお聞きしたいんですが、そういう『お心付け』って、いくらくらい渡すものなんでしょうか？」

　小声で尋ねると、「後学のためですか」と、ホームズさんは愉しげに口角を上げる。

「そうですね、一般的には、二千円、三千円、五千円と言われています。父や祖父ならこういうところで五千円を渡すでしょうが、僕はまだ学生なので、五千円は逆にいやらしいかと思いまして、仲居さんをお見送りする時に、『本日はよろしくお願いします』と、三千円を包ませて頂きました」

「は、はぁ……」なんだか圧倒されてしまう。

「こういう旅館だと、お心付けを渡さなくてはいけないものなんでしょうか？」

　おずおずと問うと、ホームズさんは「いえいえ」と首を振る。

「そんな決まりはありませんよ。『サービス料を頂いてますので』と、お断りされる場合も多いですし」

「で、ですよね、サービス料払ってますもんね」

「ですが、僕は古い人間に囲まれて育ったので、渡すことが普通に感じているんですよ」

「たしかにオーナーは昔気き質しつのセレブな方だから、それが当たり前なんでしょうね……」

　ぽつりと洩らした私に、ホームズさんは首を振る。

「それは違いますよ、葵さん」

「えっ？」

「オーナーは元々、裕福ではなかったですしね。ですが、昔からよく言っているんです。

『人が金を追いかけるのではなく、金が人について来るんや』と。つまりたとえお金がなくとも、『今はたまたまないだけで、自分はやがて必ず金がついてくる人間だから』と信じて、心付けを渡し、人にご馳ち走そうしと富ふ豪ごうのように振る舞っていたら、そのうちに本当に金がついてくると。豊かな心が、豊かさを呼ぶということですね。それが真実かどうかはさておきまして、自分もそうありたいと思っているんです」

　胸に手を当てて微笑むホームズさんに、心底感心してしまった。

　なるほど、『お心付け』を渡すべきか渡さないべきかではなく、それを自然に渡せるような心の余裕のある者、器のある者に豊かさがついてくる。

　家頭家は、そう信じているわけなんだ。

「つまり、『お心付け』は、回りまわって、『自分が豊かになるため』にやっているということになるわけです。腹黒いでしょう？」

　ニッと悪戯な笑みを浮かべたホームズさんに、笑ってしまう。

「そうですね、『情けは人のためならず』というやつですね」

「そういうことです」

　私たちが、ふふふ、と笑い合っていると、

「なあ、風呂行こうぜ、風呂！」と秋人さんがタオルを手に声を上げた。

「そうですね。それでは、温泉に行きましょうか」

「はい」

　私たちは、部屋に用意されていた浴衣とタオルを手に、いそいそと浴場に向かう。

「それでは、また後で」

　浴場入口にてホームズさんたちと別れて、私と香織は女湯に入った。

「なんか、ドキドキするね」

「修学旅行みたいやね」

「うんうん」

　私たちは気恥ずかしさを感じながら、脱衣所で服を脱いで手拭いを手に、まずは洗い場に向かう。

　髪や体を洗って、しっかりと髪を纏まとめて、露天風呂に向かった。

　東あずま屋やの下にある岩風呂。

　薄暗くなる空の下、立ち昇る湯気と灯とう篭ろうが仄ほのかな明かりを照らす様子が幻想的だ。

　ちょうど今から上がる人たちとすれ違い、ひと気はほとんどなかった。

「空いてる。ラッキーやね」

「うん、本当に」

　桶おけのお湯で体を流して、そっと湯に浸かる。

「ふー、気持ちいい」

　熱すぎないお湯が心地いい。

　柔らかいお湯は、そっと腕に手を触れると、滑るような感触がした。

「すごい、つるつる」

「美肌の湯やね。ここで、すべすべお肌になって、ホームズさん悩殺せな」

「の、悩殺って！　そんなの無理だよ」と私は顎あごまで浸つかって、目を伏せる。

「実際のところ二人はどうなん？　さっき部屋で二人向かい合って話してるところなんて見たら、もうラブラブカップルみたいに見えたんやけど」

「……い、いや、そんなことはなくて」

「まだ、『一線引いてる』とか言うん？」

「う、ううん、それはもうやめたの」

　ぽつりと零した私に、香織が「えっ？」と目を見開く。

「やめたって、どういうこと？」

「私、ようやく気付けたの。自分の本当の気持ちを……」

　恥ずかしさと決まりの悪さに顔を上げられないまま、それでも私はぽつりぽつりと、自分の正直な気持ちを香織に伝えた。

　ずっとホームズさんを好きだったのに、『恋じゃない』と言い聞かせていたこと。

　ようやく自分の気持ちを認めることができたこと。

　すべてを聞き終えて、香織は「そっかぁ」と大きく相槌をうつ。

「やっとやん」

「やっとって」

「だって、葵が自分の気持ちを誤魔化してるのは、気付いてたよ。見え見えやし」と、横目で見る香織に、さらに頬が熱くなる。

「だ、だよね。面目ない」

「ほんで、これからどうするの？」

「ど、どうするって？」

「告白とか」

　その言葉に、重い気持ちになって、私は息をついた。

「……ホームズさんね、彼女はいないんだけど、『彼女にしたい子』はできたみたいで」

「ほ、ほんま？　それはどこの誰？」

「そ、それは分からないけど」

「へ、へぇ、ホームズさんが『彼女にしたい』と思う子って、どんな子やろ」

「きっと、才色兼備だと思う。美意識の高い人だから」

　そう言う私に、香織は「ああ」と相槌をうつ。

「でも、なんで付き合ってへんのやろ。ホームズさんがその気になったら、すぐ付き合えそうな気ぃするけど」

「私もそう思う。けど、ホームズさんも、元々恋愛体質じゃないし、少し慎重になってるのかなって気がした」

　とはいえ、それも時間の問題だと思うけど、と小声で付け加える。

「それじゃあ、葵は告白しないんだ？」

「……ううん、ズルズルするのも嫌だし、告白はしようと思ってる。ただ、その前に、この春休みにたくさん思い出を作って、三年に進級したらしようって決めたの。それでフラれてしまったら、きっぱり諦めてバイトも辞めて、受験勉強に専念しようかなって。失恋パワーを勉強の方に向けられる気がするし……」

　そう言って小さく息をつくと、香織は神妙な面持ちで相槌をうつ。

　二人でしんみりしていると、近くにいた若い女性がくすりと笑ったことで、私たちは驚いて顔を上げた。

「ご、ごめんなさい、つい聞こえちゃって」

　そこにいたのは佐織さんで、私と香織は目を丸くした。

「佐織さん？」

「お姉、なにサボッてんの？」

「サ、サボッてないわよ。今日は五時までで、『せっかくだから妹さんとお風呂に入ってきたら』って女将が言ってくれて」と佐織さんは肩をすくめる。

「そやけど、葵が真剣なのに、笑うのはおかしいやん」

「ご、ごめんなさい。笑ったのは、葵さんがあまりに前向きだから」

　そう続けた佐織さんに、「前向き？」と私はぽかんと口を開いた。

「だって、ダメ元で告白しようと思ってて、それでフラれたら、きっぱり諦めてバイトも辞めて、その失恋パワーを勉強に当てて受験に専念しようとするなんて……なんていうか、どんなふうになっても、前を向いて進もうとする感じがすごいなって。

　私だったら、『失恋したら人生が終わる』ってなりそうだもの。そのエネルギーを他に当てることなんて考えられない。葵さんは前向きで、地に足ついてるなぁって」

　しみじみと言う佐織さんに、香織も「ほんまや」と相槌をうつ。

「たしかに葵は、前向きやし、しっかりしてるというか、落ち着いてはる」

「う、ううん、そんな。しっかり者は香織こそだよ」

「でも、落ち着きは葵の方があると思う」

「……そうかなぁ」

　ずっと、そんなふうに言われたことがなかったのだけど、と私は首を捻ひねる。

　もしかしたら、『蔵』でバイトを始めてから、変わったのかもしれない。

　毎日古美術に囲まれて、ホームズさんや店長のような人と過ごしているから、落ち着きが移ったのかも？

「二人は本当に、『親友』なのね」

　佐織さんは、私たちを見て微笑ましそうに目を細める。

　――親友。

　それは、以前の確執から避けていた言葉。だけど、佐織さんの言葉と、嬉しそうに微笑む香織の姿を見て、胸が熱くなるのを感じた。

　避けていたのではなく、怖かっただけなのかもしれない。

　親友と思っているのが、自分だけなのかもしれないと……。

　今、佐織さんの言葉によって『親友』ということが認にん定ていされた気持ちになり、私が嬉しさを噛みしめていると、

「葵さんは、側にいられていいなぁ」

　佐織さんは独り言のように洩らして、空を仰いだ。

　その声は香織には届かなかったようだけど、私にはしっかり聞こえた。

　私に対して、『側にいられていいなぁ』って、どういうことなんだろう？

　佐織さんもかつて、友人と絶縁した過去を持っているから、親友が側にいる私を羨うらやましく思っているのかな？

　ううん、それだったら『二人ともいいなぁ』って言うだろう。

　その時、不意にかつて香織が言っていた言葉が過よぎる。

『お姉はホームズさんのこと、かっこええって、のぼせあがってたけど……』

　そういえば佐織さんは、ホームズさんのことを『素敵』だと言っていたんだ。

　それは、単純にホームズさんのファンだと思っていたのだけど、そういうことではなく、本当に『好き』ということだったりして。

　それで、バイトとはいえ、いつもホームズさんの側にいられる私を羨ましく思っているのだろうか？

　私は胸が騒ぐのを感じながら、佐織さんの美しい横顔を見詰めていた。





◆　◆　◆






「――女は、本当に風呂好きだよなぁ」

　俺、梶原秋人は、ホームズとともに早々に風呂を出て浴衣に着替え、今はロビーのソファーにどっかりと座って、缶ビールを開けている。

　ちなみにこれで二缶目だ。

　まだ、葵ちゃんと香織ちゃんが出てくる様子はない。

　俺がビールを口に運んでいると、ホームズが少し冷ややかな目を見せて、小さく息をついた。

「あなたが、烏からすの行ぎょう水ずいなんですよ」

「だって、風呂って熱いじゃん。長く入ってたら苦しくなんねぇ？」

「それは勝手ですが、僕まで巻き込まないでください。しかもあんなに強引に」

　やれやれ、という様子でビールを口に運ぶ。

　そう、浴場で『早く出ようぜ』とこいつの手を引いて、半分無理やり付き合わせた。

「せっかく一緒に来てるのに、一人じゃつまんねーじゃん。後でゆっくり一人で入れよ」

　俺はそう言ったあと、しっかりとホームズを見た。

「なぁ、この機会だ。『男同士』の話をしねぇ？」

「お断りします」

　即座に答えるホームズに、俺はゴホッとむせた。

「なんだよ、冷たくねえ？」

「『男同士の話』だなんて、あらたまって。面倒くさい匂いがぷんぷんします。それなら、お仕事の話でもしてください」

「休暇中に仕事の話なんて、無ぶ粋すいだろ」

「……まぁ、確かに」

「だから、『男同士の話』をする」

「……お好きにどうぞ」とホームズは諦めたように、肩を上下させる。

「お前、葵ちゃんと付き合わねぇの？」

　ストレートに問うと、ホームズは「無粋はどっちですか」と顔をしかめる。

「だって、お前らどう見ても、今にもくっつきそうじゃん。なんで付き合わねぇの」

　するとホームズは、心底呆れたように、また息をついた。

「まったく、あなたは何を言っているんですか」

「えっ、何が？」

「彼女は、まだ高校生ですよ」

「ああ、知ってるけど」

「もし、僕が彼女に浅からぬ気持ちがあったとしても、彼女はまだ十七歳。それは犯罪です」

　きっぱりと言い放つホームズに、俺はぽかんと口を開けた。

「は、犯罪？」

「ええ、立派な淫いん行こう罪ざいです」

「い、淫行罪って！　いや、俺も事務所から『女関係はある程度諦めてるけど、十八歳未満は問題になるから、絶対に勘弁してくれ』って、会うたびに言われているんだけど」

「それは、言われすぎじゃないですか」

「俺もそう思う。って、話を戻して、でも、それは俺がテレビに出る人間だからであって、社会人と高校生の交際なんて一般では珍しいことじゃねぇだろ？　援交はもちろん犯罪だけど、ちゃんとした交際なら、罪じゃねーんじゃねぇの？」

　勢いよく身を乗り出すと、ホームズは「ええ」と頷いた。

「成人男性の交際相手が十七歳で、やがて深い仲に発展したとしても、『二人が真剣に交際していて、単に自己の性的欲望を満足させるためだけのものではない性行為』ならば罪にはならないそうです。なので、もし僕が十八歳未満の女性と交際し、その延長で深い仲になったとしても、心の結びつきがある以上、罪に問われることはないとされています」

「お、おう、そんならいーじゃん」

　なんか、半分くらい聞き流しちまったけど。

　とどのつまり、罪にならねーんだな。なら、いーじゃん。

「ですが、その件を深く突き詰めた時に、『単に自己の性的欲望を満足させるためだけのものではない性行為』とは、なんだろうと。どんなに取り繕つくろい、綺麗な言葉を並べようとも、そうした行為は結局本能であり、自己の性的欲望を満たすためのものではないかと」

　真顔でそう言うホームズを前に、絶句した。

　え、なんだそれ、そんなこと考えるわけ？

　こいつの頭の中、宇宙かよ。

　っていうか、マジで。

「……お、お前の頭の中、面倒くせぇ」

「自覚してます」と真顔で言う。

　あ、自覚してんのかよ。いや、それにしても……。

「……でもよ、そう言うなら、十八歳未満と付き合っても、手ぇ出さなきゃいいだけの話じゃねぇ？」

「それはもちろんそうです。ですが、『交際をしている』というのは、危険な免めん罪ざい符ふです」

「き、危険な免罪符？」

「はい」

「ちなみに、免罪符って、なんだっけ」

「……簡単に言うなら、『これさえあれば罪が許される』といったものですね」

「あ、なるほど、付き合っちまったら、『俺たち好きあってるし、何してもいっかー！』ってなっちまう、ってことだよな」

「そんな露骨な話ではないんですが」と額に手を当てる。

「え、違うのかよ？」

「……いえ、まったく違うわけでもなくて」とホームズはさらにうな垂れた。

「やっぱ面倒くせえな、お前」

「ええ、ですからそれは自覚してますよ」

「話を戻すけど、免罪符がなんだって？」

「まあ、それならば、交際に至らない方がストッパーも働くというものかと」

「んー、まぁな。それは分からないでもないな」

「ですから、せめて……」と少し遠くを見るような目を見せる。

「せめて？」

「いえ、なんでもないです。そういうあなたはどうなんですか？」

「おう、俺はいつだって、誰かに恋してる」と強く言って拳を握ると、

「あなたらしくて良いですよね」

　ホームズは、少し愉しげに目を細めて相槌をうった。





◆　◆　◆






「すっかり長湯しちゃったね」

「ほんまに。ええお湯やったし」

　脱衣所を出て、私たちはロビーへと向かう。

　二人揃って湯上がりに髪をひとつに纏め、旅館の浴衣を着ていた。

　互いに顔を見合わせて、気恥ずかしさに照れ笑いをしながら歩き、ロビーに足を踏み入れると、浴衣姿のホームズさんと秋人さんがソファーに座って、ビールを片手に楽しげに語らっている姿が目に入る。

　温泉浴衣姿の彼は、なんて絵になるんだろう。

「ほんまにホームズさんと秋人さんって、仲ええんやね」

　手拭いをギュッと握ってそう言う香織に、

「仲が良い？　う、うん、まあ、なんだかんだと仲はいいよね」と私は戸惑いつつ頷く。

「二人の浴衣姿、ほんま絵になる」

「それは、私もそう思ってた」

　小さく笑ってテーブルに目を向けると、そこにはビールの缶が四つもある。

　随ずい分ぶん待たせてしまったのではないだろうか、と私は懸念しながら歩み寄った。

「お、お待たせしました。結構、待たせちゃいましたよね？」

　そう言って会釈をすると、秋人さんは、「おう、結構待った」と悪びれもせずに頷く。

　ホームズさんはそんな秋人さんに冷ややかな目を向け、

「僕たちは、湯上がりのビールを楽しんでいましたよ」

　と顔を上げて、私を見て動きを止めた。

「えっと、何か変ですか？」

　また、浴衣の合わせが逆だったりしたのだろうか、と襟えりを確認する。

「いえ、とてもお似合いだと思いまして。素敵ですね、お二人とも」

　そう言って、ふわりと微笑むホームズさん。

「あ、ありがとうございます」

　私と香織は声を揃えつつ、頬を赤らめて俯いた。

「あかん、ホームズさん苦手やけど、そんなん言われたらときめく。反則や」

　小声で洩らした香織に、私は「で、でしょう」と強く頷く。

「それでは、そろそろ食事の時間ですね、行きましょうか。夕食は別室の個室に用意されているんです」

「よっしゃ、腹ペコだ」

「もう、秋人さんってば」

　皆で笑いつつ、部屋へと向かって歩き出す。





６






「――但馬牛をメインとした春のコースでございます」

　店長、ホームズさん、秋人さん、香織、そして私の五人はテーブルの上の御お品しな書がきを手に取り、「わあ」と目を輝かせる。




　・食前酒　香か住すみ鶴づる梅酒　（私と香織は梅ジュース）

　・前菜　・地魚のお造り

　・浜茹で香住かに

　・香住かにのしゃぶしゃぶ鍋

　・但馬牛ロースステーキ、旬の野菜添え

　・香住かにグラタン　・地海老の蓑みの揚あげ

　・蓮れん根こんのおろし蒸し　・若竹の土瓶蒸し

　・筍たけのこご飯　・香の物　・デザート




「――す、すごい」

　御品書きだけで、お腹いっぱいになりそうな豪ごう華かさ。

「美味しそうですね」

　にこりと微笑むホームズさんに、私は強く頷く。

「はい、柳原先生に改めてお礼を言わないと」

「ほんまやね」

「なぁ、乾杯しようぜ」

「ええ」

　皆は、梅酒と梅ジュースで乾杯をし、運ばれてくる料理に舌した鼓つづみを打ちながら、美味しさに目尻を下げる。

「うん、但馬牛のステーキ、ほんまに美味しい」

「ああ、箸はしで切れる柔らかさだな」

　うんうん、と頷く香織と秋人さん。

「本当ですね。ああ、もう、刺身もカニも、美味しすぎます」

　私が美味しさに震えるように目を瞑つむると、対面に座るホームズさんが愉しげに笑みを浮かべていて、恥ずかしさに頬が熱くなった。

「す、すみません、大袈裟で」

「いえいえ、葵さんはいつもとても美味しそうに召し上がるので、その姿を見ると、嬉しくなります。そうそう、この城崎は、日本海からの海の幸が豊富ですから。北近畿は肉も魚も美味しいところなんですよ」

「だな、北近畿最高！」

　早くも梅酒を飲み終えた秋人さんは、ビールを掲げて声を上げる。

　皆は、美味しい美味しい、といちいち感激しながら料理を口に運んだ。

　品数はたくさんあったものの、ひとつひとつの量が多くなく、絶妙なタイミングで出て来ることから、すべて平らげることができた上、満腹になった。




　そうして食事を終え、皆は誰から言うでもなく、ロビー横の売店に向かう。

「あー、満足」と腹を摩さする秋人さんに、「ほんまですね」とクスクス笑いながら頷く香織。

　香織も、もう随分、秋人さんに慣れた様子だ。

　一緒にいると芸能人だということを忘れさせるのは、彼の良いところなのかもしれない。

　通り過ぎる宿泊客は、『もしかして？』という様子で振り返って秋人さんを見るものの、声をかけてくることはなかった。

「なあなあ、ホームズ、勝負しようぜ」

　秋人さんがゲームコーナーのエアホッケー台に手をついて、挑発的な目を見せる。

「いいですね。返り討うちにしてくれますよ」

　とても爽やかな笑顔でそんなことを言うホームズさんに、『返り討ちって』と香織が目を丸くした。

「悪ぃけど、それ、俺のセリフだから。俺が勝ったら、『負けました、さすがです、秋人様』って言えよな」

「ええ、いいですよ。ですが、僕が勝っても、あなたは何も言う必要はありませんので、ご安心ください。黙って悔しがっていてくださいね」

「くそ、マジでムカついてきた」

　そんないつもの様子に、私は『相変わらず秋人さんには容赦ない』と苦笑するも、二人のこうしたやり取りに慣れていない香織は『あわわ』と目を泳がせている。

　そうして、ホームズさんと秋人さんの、壮絶なエアホッケーバトルがスタートした……のだけど、その結果は予想通り、あざといホームズさんの圧勝で終わった。

「ちっくしょー、マジで悔しい。やり方がえげつねーよ」

「いちいち、引っかかるあなたがマヌケなんですよ」

「まあまあ、二人とも」

「でも、注目の的やったね」

　ゲームコーナーで遊んだあとは、桜が咲き誇る庭に出る。

　温泉街の桜も素晴らしかったが、この旅館の庭の桜もそれは見事なものだ。

　庭では、店長が女将と佐織さんとともに楽しげに語らいながら、散歩をしていた。

　どうやら、庭園の説明を受けているようだ。

　佐織さんは今、クリーム色のワンピースを着ている。

「店長、姿が見えないと思えば、ここにいたんですね」

　ぽつりと洩らすと、ホームズさんが「そのようですね」と相槌をうつ。

　店長に女将、そして佐織さんの他に、もう一人誰かがいて、私は『ん？』と目を凝らした。

　一緒にいるのは、ショートカットの美少女……ではなく。

「清兄！」

　利り休きゅうくんだった。

　彼は私たちの姿に気付くなり、大きく手を振りながら笑顔で駆かけ寄よってくる。

　そんな利休くんの姿に、香織が「わあ」と頬を赤らめて、口に手を当てた。

「な、なんやろ、あのアイドルみたいに可愛らしい子」

「で、でもよ、男前度なら、俺の方が上だけどな」と張り合うように腕を組む秋人さん。

　ホームズさんは、ぱちりと目を開いて、利休くんを見下ろした。

「利休、どうしてここに？」

「え、やだな、みんなで旅行に行ったって聞いたからさ。僕だけ仲間外れなんてひどいよ。声くらいかけてほしかったな」と利休くんは口を尖らせる。

「ああ、それは失礼しました。元々、葵さんとお友達の香織さんの旅行に付き添うかたちでしたので」

「あ、そうなんだ」

　利休くんはすぐに納得した様子を見せ、

「勝手に来ちゃってごめんね、葵さん」と私に向かってにこりと可愛らしく微笑む。

　私は「う、ううん」と、ぎこちなく首を振ることしかできない。

「こちらが、葵さんのお友達の香織さん？」

　利休くんが視線を移すと、香織は『はわわ』と目を泳がせた。

「利休、お友達の香織さんは、あちらにいる斎王代・佐織さんの妹さんで、宮下呉服店の娘さんなんですよ」とホームズさんが紹介した。

　利休くんは「へぇ」と洩らし、とても可愛らしい笑顔で頭を下げた。

「はじめまして、香織さん。僕は滝たき山やま利休と言いまして、清兄とは兄弟のような付き合いをしています。どうぞよろしくお願いします」

　そんな利休くんを前に、香織は真っ赤になって目を回しながら「こ、こちらこそ」と頭を下げる。

　すると、秋人さんが、利休くんとホームズさんを交互に見て、クックと笑った。

「ホームズ、お前、『キヨニィ』って呼ばれてんのかよ。俺も呼ぼうかな、キヨニィちゃん」

　利休くんはそんな秋人さんに一瞥をくれると、するりと無視をして、ホームズさんに顔を向ける。

「ねぇ、清兄、この失礼な人は知り合い？」

「ええ、知ってはいます。作家・梶原直なお孝たかさんの息子さんで、俳優の秋人さんですよ」

「『知ってはいます』って、なんだよ！」

　すかさず声を上げる秋人さんに、皆でドッと笑った。

　そんな私たちのもとに、店長と佐織さんもやってきてクスクスと笑う。

「みなさん、本当に仲良しですね」

　桜の木の下、うふふ、と微笑んだ佐織さんの姿がとても美しく、思わず見惚れてしまう。

「さすが話題の斎王代・佐織さんはとても素敵な人だね。ねぇ、清兄、ちょっと佐織さんの横に立ってみて」

　利休くんはホームズさんの手を引いて佐織さんの隣に立たせ、「わあ」と手を打った。

「やっぱり思った通りだ」

「えっ？」と首を傾げるホームズさんと佐織さん。

「二人はすごくよくお似合いだと思うな。ねぇ、清兄、さっき女将が言ってたけど、佐織さんはこんなに美人なのに、今、フリーなんだって。もう、付き合っちゃえばいいのに」

　嬉しそうに続ける利休くんに、佐織さんは「そ、そんな」と頬を赤らめて俯いた。

「……利休、佐織さんに失礼ですよ」

　ホームズさんは苦笑して、窘たしなめるように言う。

「だって、本当にお似合いだと思ったから。才色兼備な斎王代の佐織さんと、清兄」

　そう言う利休くんに、秋人さんが「んー、まあな」と相槌をうつ。

「たしかに、この二人がカップルだって言われたら、納得する感じだよな」

「だよね、秋人さん。よく分かってる。さっきは『失礼な人』とか言ってごめんね」

　利休くんは明るい笑顔でそう言って、

「ねぇ、葵さんもお似合いだと思うよね」と私を見た。

　突然話を振られて、「えっ」と動きを止めてしまう。

　香織が心配そうに私を見る。

　ホームズさんも、少し弱ったような表情を見せている。

　ホームズさんと佐織さん……。

「は、はい。……お似合いだとは思います」と言って頷いた。

　これは本心だ。利休くんが言うように、ホームズさんと佐織さんは、何の違和感もないほどに並んでいる姿がしっくりきていて、素直に『お似合いだ』と思える。

　ズキズキと痛む胸に、俯きかけた時、

「利休、佐織さんには、ちゃんとお付き合いしている方がいるのに、失礼ですよ」

　ホームズさんがきっぱりとそう言った。

「えっ！」と佐織さんが驚いたように顔を上げる。

　私と香織も瞬いた。

「い、いややわ、ホームズさん、なんで、なんで知ってはるん？」

　動揺したせいか、佐織さんの言葉が京都弁に戻っていた。

「えっ、ほんまなん？　お姉、彼氏いるの？」

「う、うん、実は、誰にも言ってないんだけど……」

　佐織さんは、決まり悪そうに目を伏せる。

「……すみません、隠されていたことなんですよね」

　ホームズさんは、心底申し訳なさそうに頭を下げた。

　ホームズさんは瞬時に様々なことをキャッチする人だけれど、感じ取った『秘密』を話してしまうことはない。

　わざと口にすることはあっても、つい洩らすことなんて皆無だ。

　どうして今回は、感じ取った佐織さんの隠し事を口にしてしまったんだろう。

　もしかしたら、これも敢えてのことなんだろうか？

　すると、佐織さんは、そっと首を振った。

「いえ、いいんです。両親はさておき、香織には話しておきたいと思っていたので、良い機会だったと思います。それに……実はその彼のことで、ホームズさんにご相談できたらと思いつつ、図々しいかもしれないと迷っていまして」

　もじもじとしながら告げる佐織さんに、ホームズさんは胸に手を当てて、頷いた。

「それはもちろん、大事な秘密を洩らしてしまったお詫びに、お力になりますよ」

　本当に申し訳なく思っているのだろう、ホームズさんは強い口調で言う。

「そう仰っていただけるのでしたら、遠えん慮りょなく」

　佐織さんは、とても嬉しそうに微笑んだ。

「とりあえず、中に入りましょうか」

　そう言った店長に、皆はこくりと頷いた。
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　そのまま私たちは、店長の部屋に集まった。

　店長だけは一人部屋だというのに、他の部屋の倍の広さがあり、『特別室』を思わせる。

　皆は部屋を見回しながら、「はぁ」と感心の息をつく。

「さすが、大作家は扱いがちげーな」

　秋人さんは頭の後ろに手を組んで、しみじみと洩らす。

「だねぇ、さすが、店長」

　利休くんが窓際の椅子に腰を下ろした。

「いえいえ、お付き合いがあるだけですよ」と店長は弱ったように眉を下げる。

「お父さんは、城崎を舞台にした作品も書いていましてね、この旅館をモデルにしたことがあるんです。それで、特別に思っていただいているようですよ」

　ホームズさんは、店長のお猪口ちょこに冷酒を注ぎながらそう言い、

「みなさんは、何を飲まれますか？」と冷蔵庫を開ける。

「あ、ホームズさん、自分でやりますよ」

　私が慌てて冷蔵庫に歩み寄ると、ホームズさんは「いえいえ」と首を振る。

「冷たいお茶や、ジュースも各種揃っているようですよ」

「すみません、冷たいお茶で」

「私も同じもので」

「私もそれで」

　私と香織と佐織さんが恐縮しつつ会釈する横で、秋人さんがサッと手を上げる。

「あっ、俺はビール」

「どうぞ」

　顔を合わせもず、トンッと缶ビールを床に置き、すぐにお茶を注ぐホームズさんに、「な、なんか冷たくね？」

　秋人さんは寂しそうに、その缶ビールを手にした。

　佐織さんはホームズさんから受け取った冷たいお茶を口に運んで、ふぅ、と息をついた。

「それにしても本当に驚きました。家族にも友達にも話してないから、誰も知らないはずなのに、どうして私に『内緒にしている彼氏がいる』ということが分かったのですか？」

　困惑した顔を見せる佐織さんに、ホームズさんはニコリと微笑んだ。

「あなたに彼氏がいないという話は、祖父からよく聞いていたんです。『佐織さんはあないにべっぴんなのに、彼氏がおらんらしいで。高たか嶺ねの花すぎるからやろうな』と話していまして」

　そう言うホームズさんに、佐織さんは恥ずかしそうに肩をすくめた。

「そんなあなたに彼氏ができたとなったら、あなたのご両親は驚かれるでしょうし、祖父にその話をするでしょう。そうしてやがて僕の耳にも届くに違いありません。ですがそんなニュースは飛び交っていない。となると親に内緒にされているのかと思いました」

「そ、その前に、どうして私に彼氏がいると？」

　少し前のめりになって尋ねる佐織さん。

「それは……そうですね。オトコの勘です」

　口許に人差し指を立てて、魅惑的に微笑むホームズさんに、

「ッ！」

　私と香織と佐織さんは、揃って絶句してしまった。

　香織と佐織さんの顔が真っ赤だ。きっと私の頬も赤くなっているに違いない。

　そ、それにしても、オトコの勘って！

「というのは、冗談でして、そのネックレスです」

「えっ？」

「先ほどの着物にも、その新しいネックレスをしていましたよね？　きっと外したくないものだと感じました。となると、彼からのプレゼントなのかと思いまして」

　ああ、そうか。私もなんとなく違和感を覚えたんだ。

　今つけているネックレスに、さっきの仲居さん用の着物はどうにも不似合いだ。

　それは、きっと佐織さんも分かっていることだろう。

　それでも、外したくないアクセサリー。

　それが彼からのプレゼントだと考えるのは、自然なことだ。

　そして彼氏ができたというニュースを聞いていないから、ホームズさんは親には内緒にしているに違いない、という結論に至ったんだろう。

　こう考えれば、納得のことなんだけど。

　……しかし、相変わらず、ホームズさんの鋭さは健在だ。

「本当に、さすがですね」

　佐織さんは静かに洩らして、膝元に視線を落とした。

　呆然としている様子だった。

　分かってはいても、こうして当てられるというのは、心臓に悪いんだろうな。

「ホームズさんみたいな人やったら、うちの親も喜んで賛成してくれたんやろうけど」と、力なく笑う。

「……彼はご両親が反対されそうな方なんですか？」

　静かに問うたホームズさんに、佐織さんは、ちらりと香織を見る。

「うちの両親も妹も、なんだか私を過大評価しているんです。『佐織なら必ず素晴らしい人を見つけてくる』とか『きっと素晴らしい人に見染められるに違いない』と口癖のように。でも私は、素敵な方に憧れはしても本当に好きになる人は、いつも一般的に評価される方とは違うんですよ」

　ゆっくりと話し出す佐織さん。

　佐織さんは誰もが羨む才色兼備で、どんなハイスペックな人の隣にいても違和感のない女性だ。家族が言うのも分かる気がする。

　だけど、当の本人が好きになる人は、親が喜ぶようなタイプではなかったというわけだ。

　ホームズさんのことを『カッコイイ』と言っていたのも、純粋にただの憧れだったのかもしれない。

「私……去年一年間、ボランティアで図書館のお仕事をお手伝いしていまして、彼とはそこで知り合いました。彼は細身の身体で、少し長い髪を後ろにひとつに纏めていて、独特の雰囲気がある人でした。いつも体のどこかに絵の具をつけていて、一見したところ美大生のようでした。とても繊細で、優しそうな方で、私は彼のそんな雰囲気に惹かれまして、いつも同じ窓際の席で本を読む彼の姿を、いつしか目で追うようになりました」

　佐織さんの話を聞きながら、光景が目に浮かぶようだ。

　西日が差しこむ図書館で本を読む美大生のような男性と、そんな彼の姿を気付かれぬように目で追う佐織さん。

「彼が読んでいる本は、美術に関する資料と主に推理小説でした。彼はミステリー小説が好きだということが分かりました。私は彼の目に留まりたくて、近くで本を読んでみたり、挨拶をしてみせても、彼は決して私の方を見てくれようとはしませんでした。それどころか、目が合うと、すぐにそらしてしまうんです」

　佐織さんは残念そうに息をつく。

　彼としては、佐織さんのような美しい人が自分にアピールしているなんて微み塵じんも思わなかったんだろうな。

　二人の想いの行き違いを感じて、その微笑ましさに目尻が下がる。

「あれは、去年の六月。斎王代の仕事で忙しくなって、彼の顔を見られないことが続くうちに、想いが募りまして……。私、思いきって彼に話しかけることにしたんです。『よくミステリーをお読みですね』って。

　彼は驚いたように顏を上げたあと、なんとなく会釈をして目をそらしました。ショックでしたけど、勇気を振り絞って、『私もミステリーが好きなんです。おすすめの本を教えてください』って言ったんです」

　……佐織さん、がんばったんだ。

　その時の佐織さんの勇気を思い、胸が熱くなるような気がした。

「そうしたら彼は、自分が手にしている本を二冊、私に差し出してくれました。『もう読み終わったのでどうぞ。とても面白いですよ』って。それが横よこ溝みぞ正せい史し先生と高たか木ぎ彬あき光みつ先生の作品で、私ったら、名前しか知らないのに『わあ、横溝先生に高木先生、大好きなんです。全部読んでます』なんて言ってしまいまして。でも、それがキッカケで私たちは親しくなることができました……」

　佐織さんの女心が分かる気がした。

　きっと、ミステリー小説が好きというのも嘘うそなんだろうな。

　彼と親しくなりたくて、必死でついた嘘。

「一度言葉を交わしてからは、お喋りができるようになって、夏休みには思いきって映画にも誘いました。そうして、彼のことを知ることもできました。

　美大を中退して今は画廊で働いていること。何度か絵のコンクールに出したものの落選続きで、今は趣味と割り切ったつもりでいても、やはり認めてもらいたい気持ちがあるということを話してくれました。本当は絵を描いて生計を立てていきたいけど、そんなのは甘い夢だと分かっているということも。

　……彼の描いた絵を見せてもらったんです。とても素晴らしくて、感動しまして、私は彼の抱える不安や脆もろさ、その才能も含めて彼に惹かれていくことを感じました。

　そして私は思いきって言ったんです。『私を描いてもらえませんか？』って。すると彼は『斎王代のあなたを描けるなんて、そんな光栄なことはない』と言ってくれました。私は、その言葉が嬉しくも、寂しかったんです」

　佐織さんは伏し目がちにそう言って、苦にがい表情を浮かべる。

　斎王代ともてはやされ、それは光栄だったものの、好きな人にはそんな称号ではなく、自分自身を見てもらいたかったのだろう。

『斎王代のあなたを……』

　何よりその言葉に、壁のようなものも感じたのかもしれない。

「そうして、私は彼の部屋に行きまして、絵を描いてもらうことになりました。そこで私たちは……その……」

　そこまで話して、耳まで赤くして口ごもる佐織さん。

「お、お姉……」

　香織は絶句して、あんぐりと口を開ける。

　みなまで話さなくても、その部屋で二人が結ばれたことが伝わってきて、私も恥ずかしくなって目を伏せる。その一方で、秋人さんと利休くんは目を輝かせていて、店長は見守るように微笑んでいる。

「とても素敵ですね」にこりと微笑むホームズさん。

「す、素敵だなんて」

「素敵ですよ。芸術家と斎王代の恋なんて、まるで小説のようです」

　……うん、なんとなくホームズさんの好きそうな設定だ。

「ですが、私は彼を誰にも紹介できなかったんです。反対されることが分かっていたので」

　そう続けた佐織さんに、私は我に返って姿勢を正した。

　佐織さんの気持ちは、よく分かる。

　彼女のご両親はきっと、『素晴らしい経歴の持ち主』を求めていそうな気がするから。

　大学を中退し、絵を描いて生計を立てたいと思いつつ、コンクールは落選続きとなると、佐織さんのご両親じゃなくても反対してしまうかもしれない。

「そうしたら、彼は『自分みたいな男が彼氏だなんて、恥ずかしいよね』と言いまして。そうではないんです。ただ、私は彼の良さを何も知らない人たちに、悪く言われたくなかっただけなんです」

　彼の気持ちも、佐織さんの気持ちも分かる気がした。

「それから、彼は『君に相応ふさわしい男になりたい』と言ってくれまして、何かに憑つかれたように絵を描きはじめました。『四月に大きな賞があるから』と、それに向けてがんばってくれているんです……」

　……四月というと、来月だ。

「彼はどんなジャンルの絵も描ける人なんですが、一番得意とするのは水すい墨ぼく画がや水すい彩さい画がでして、その技術を向こう上じょうさせたいと、年が明けてすぐに中国に留学してしまったんです……」

　佐織さんはそこまで話して、寂しげな目を見せた。

　まだ、二人の関係がしっかりと固まらないまま、彼は留学。だけど、それは、自分のためにがんばってくれているから。嬉しく思わなければいけないと思いつつも、佐織さんはやっぱり、寂しくて不安で仕方がなかっただろう。

　あの時、露天風呂で『葵さんはいいなぁ』と言ったのは、『好きな人の側にいられていいなぁ』という意味だったのかもしれない。

「それは、苦しかったですね」

　ホームズさんは優しくそう言って、労いたわるように目を細める。

「はい、連絡もほとんどなくて。ちゃんとした約束もなくて。ですが今月初めの私の誕生日に、このネックレスと、これが届いたんです……」

　佐織さんは脇に置いていたトートバッグの中から掛け軸を取り出して、テーブルの上に置いた。

「……掛け軸ですか。あらためても？」

「お願いします」

　会釈した佐織さんに、ホームズさんは白い手袋をつけて、掛け軸を手にする。

　便箋がはさんである。

　手紙を見ても良いか確認するように顔を上げたホームズさんに、佐織さんは『どうぞ』という様子で頷いた。

　ホームズさんはそっと便箋を手に取った。

『究きゅう極きょくの景色が観たいと、中国からモンゴルまで来ています。

　一面の真っ白な大地。

　どこまでも続く地平線に圧倒され、冷たい風に吹かれながら、日本の四季の美しさと、君のことを思い出しています。

　佐織、今の僕の気持ちと、君へのメッセージをこの絵に託しました』

　そんな、彼からの手紙。

　とても綺麗な字だった。

　ホームズさんは手紙を読んだ後、丁てい寧ねいに掛け軸を広げる。

「わあ」

　私と香織の口から、思わず声が洩れた。

　描かれているのは、それは美しい桜の山。

　下には、小さく水すい干かんを纏った白しら拍びょう子しが扇おうぎを手に舞まっている。

　線がとても緻ち密みつで、色しき彩さいがとても美しい。

「……吉野山の桜。これは、素晴らしいですね。国を離れ、究極の地で愛いとしい人を想う気持ちが溢あふれているようです」

　ホームズさんも感動したのだろう、熱っぽく洩らす。

　そう、この絵からは、想いが溢れているようだ。

「ありがとうございます。私もこの絵に感動したのですが、その、この絵に込めたという彼のメッセージが分からなくて」

　佐織さんは、決まり悪そうに俯いた。

　ホームズさんは目を開いたあと、くすくすと笑った。

「そう、ですか。それは、残念ですね」

「やはりホームズさんには、この絵に込められたメッセージが分かるのでしょうか？」

　佐織さんが身を乗り出すと、ホームズさんは笑みを浮かべたまま、否定も肯定もしない。

「……佐織さんは、この絵を観て、どう思われました？」

　すっと掛け軸の向きを変えて、佐織さんに見せる。

「とても美しいと思いました。繊細で流りゅう麗れいで……」

「ええ、そうですね。色鮮やかな色彩、輝くような景色。これはまさに、恋をしているからこその美しさでもあると思います。もしかしたらですが、お付き合いする前、あなたが彼に恋をしていたように、彼もあなたに恋をしていたのかもしれませんね。恋というより、憧れに近い感情だったのかもしれませんが」と、絵に目を向けたままそう言う。

「彼が私に？」

　佐織さんは、信じられない、という表情を見せる。

　だけど、私にはホームズさんの言う通りなのではないかと思っていた。

　彼が図書館に通っていたのは、本好きなのはもちろんだろうけれど、偶然見掛けた佐織さんに憧れを抱いたからなのかもしれない。

　きっと、佐織さんがその年の斎王代で、ボランティアで図書館の手伝いをしているという噂は小耳に挟んでいただろう。

　彼はここまでの絵を描ける才能あるクリエイターだ。きっと美しいものに対する憧れも強いだろう。そんな彼は、もしかしたら佐織さんに片想いをしていたというよりも、単純に、美しい人を愛でたい気持ちで図書館に通っていたのかもしれない。

「もし、本当に、彼があなたに憧れを抱いていたとしたら、あなたの方から話しかけられたのですから、それは驚きと戸惑いに、ぎこちない態度をとってしまっても無理もないかもしれませんね」

「……あ」と佐織さんは、口に手を当てる。

　はじめて話しかけた時の、彼の素っ気なかった対応を思い出しているのだろう。

「彼にとって、あなたに話しかけられたことは、『奇跡』に近いことなのかもしれません。その奇跡を結びつけたのは、なんだったでしょうか？」

　優しく問うホームズさんに、佐織さんは考えるように眉を寄せた。

「え、ええと、『ミステリー小説』？」

　ホームズさんは微笑むように目を細めて、こくりと頷く。

「ええ、そうです。いいですか、佐織さん」

「は、はい」

「人はよく嘘をつく生き物です。人間関係を円えん滑かつにするために、または自分を護まもるために。嘘は突き通す方が良いものと、そうじゃないものがあると思っています。今回、あなたが彼についた嘘は、早いうちに『実はあれは嘘だったの』と伝えるか、もしくは彼の趣味を理解すべく、その嘘を『本物』にする努力が必要だったのかもしれません。なぜなら、彼にとって、『ミステリー小説』は、運命のツールだったからです」

「えっ？」と佐織さんは瞬く。

「彼はあなたが嘘をついて自分に近付いてくれたなんて、夢にも思っていなかったのでしょう。本気であなたがミステリー小説が好きで、自分の好きな作家を読破していると信じてやまなかったわけです。そう、『自分とあなたを結びつけたのは、ミステリー小説』と。ですから、そんな運命のミステリー小説の一節を用いて、自分の想いを乗せた絵をこうして描いたわけです」

「……そ、それでは、この絵は、ミステリー小説に登場するシーンということですか？」

「そうです」とホームズさんが頷く。

　絵を観る限り、『ミステリー小説』というより、店長が描く『時代小説』に出てきそうなシーンだ。歴史時代小説のワンシーンなのだろうか？

　佐織さん同様、ミステリー作家に詳くわしくない私は絵を眺めながら、首を捻る。

　香織や秋人さんも、同じように難しい表情を浮かべていた。

「なんて作家の作品でしょうか？」

「高木彬光先生ですよ」

「高木彬光？」

「ええ、高木彬光先生の作品に『成じん吉ぎ思す汗かんの秘密』というミステリー小説があります。それは、探偵・神かみ津づ恭きょう介すけが入院中、『源義経が生き延びてジンギスカンになったのでは』という仮説が真実なのか、ベッドディテクティブしていく歴史探たん索さくミステリーです」

「ベッドディテクティブ？」

　恐る恐るという様子で佐織さんが尋ねる。

「主に探偵が事件現場に行かず、他人の話や事件の調書などのデータを基にして推理を展開していくことを指す、ミステリー分野で用いられる呼称です。『安あん楽らく椅い子す探偵』という言い方もしますね」

　なるほど、と佐織さんが相槌をうつ。

「その作品では、様々な論証と推理、文献から『本当にジンギスカンは源義経だったのでは？』と思うものの、決定打はなかったんです。最後に『成吉思汗』の名前の秘密に行きつくんですよ」

　そう話すホームズさんに、私たちは息を呑んだ。

　ホームズさんは手帳を開いて、『成吉思汗』と縦に書き記す。

「その作品では、この名をこう解きました。『吉成りて、水干を思う』と」

「えっ？」

「『吉』は吉野山。汗という字は、水偏に干で『水干』を表しています。その水干は白拍子だった静しずか御ご前ぜんのことを指している――つまり『吉野の山にて、静しずかを思う』と、自らの名に想いを託したのであろうと。成吉思汗があれほどまでの英雄になったのは、日本にいる静御前がこの名に気付いてほしい。あなたに会いたい。その本においては、そういう解釈をしたわけです」

　ホームズさんの言葉に、私たちは圧倒されて、まるで呆けたように目と口を開いた。

　あくまでその本の解釈なのだろうけど、もし、かの英雄が源義経だとして、愛しい静御前に想いを馳はせて、その名をつけたとしたなら、なんて切なく壮大なロマンなんだろうか。

「彼はおそらく、あなたに『会いたい』という言葉を、あまり口にしてはいなかったのではないでしょうか？」

　そう問うたホームズさんに、佐織さんは強く頷いた。

「は、はい。言ってくれませんでした。言うのは私ばかりで。彼は『春には帰るから』と」

「自分勝手に留学して、安易に『会いたい』なんて言えなかったのでしょう。今の自分にはそんなことを言う資格もないと、思っていたのかもしれません。ですが、本当は会いたくて会いたくて仕方なく、そんな抑えられない気持ちをこの絵に込めたのでしょう。

　これを描いている時は、もうすぐ迎える春を思い、修業を終えたあと、二人で桜を見たいという思いも込めたのでしょうね。高木彬光のファンで、すべて読んだと言ったあなたなら、この絵に込めた想いを分かってくれると思ったのではないでしょうか。あの作品で、義経が静御前を想ったように、自分もあなたを想っていると……。そして、もう桜の時季です。きっと彼はもうすぐ帰って来られるでしょう」

　その瞬間、佐織さんの目からボロボロと涙が零れ落ちた。

「――あ、ありがとうございます」

　口に手を当てて、嗚お咽えつを洩らしながら涙を流す佐織さん。

　ずっと、とても寂しかったのだろう。

　彼とのことは皆に内緒にしていたから、誰にも相談できず、ただ、自分の中で、その想いに胸を焦がしていたんだ。

「さ、佐織さん……私、彼が来月の賞、良い結果を残せることを祈ってますね」

　そっと告げた私に、「ありがとう」と佐織さんは、涙だらけながらも、それは美しい笑顔を見せてくれた。

「お姉……」

　神妙な顔つきで口を開いた香織に、佐織さんは申し訳なさそうに俯いた。

「黙っててごめんね、香織」

　そう言う佐織さんに、香織は首を振る。

「ううん、お姉の言う通り、私、きっと反対してたと思うから。でも、この絵を観たら、何も言えなくなっちゃったよ。本当にすごい」

　そう言った香織に、佐織さんは本当に嬉しそうに微笑んだ。

「ありがとう、香織。彼が帰ってきたら、紹介させて」

「う、うん、会ってみたい」

　香織と佐織さんが向き合って微笑み合い、その場が温かな空気に包まれる。

「さて、せっかく、こうして旅行に来ているのですから、城崎の温泉街に散歩にでも行きましょうか」

　場の雰囲気を変えるかのように明るく言うホームズさんに、皆は顔を見合わせて立ち上がった。

「そうだな、行こうぜ」

「はい」

　私たちは、そのまま城崎の温泉街へと繰り出した。

　夜の温泉街は、ライトアップされて、幻想的な雰囲気を見せている。

　川に映る柔らかな灯り。

　情緒溢れる旅館から、立ち昇る湯気に、温泉の匂い。

　浴衣姿で行きかう老若男女は、みんな楽しげに笑っていて、軒を連ねるお土産屋さんはまるでお祭りのような賑にぎわいだ。

　癒いやされるような、古き良き雰囲気に、皆は楽しみながら散歩をした。

「わっ、温泉まんじゅうにかまぼこだ。美う味まそう！　食おうぜ」

　目を輝かせて駆け出す秋人さんに、

「……走らなくても、なくならないから」

　利休くんが、少し呆れたように肩をすくめていた。

「葵、家族へのお土産みやげ買う？」

「お土産は、明日買おうかな」

　私たちがそんな話をしていると、佐織さんが「うんうん」と相槌をうつ。

「そうね、今買っても荷物になるし、それがいいと思うな」

「だよね」と頷く横で、

「美味いな」と秋人さんが、早速まんじゅうとかまぼこを買って、口に運んでいる。

「やだ、秋人さん、おまんじゅうにかまぼこを両手に持って」

　そんな秋人さんの姿に、香織と佐織さんが愉しそうに笑い、利休くんが『子どもみたいだね』と肩を上下させていた。

　私は一歩下がったところからその様子を見て、良かった、と目を細める。

「佐織さん、明るい笑顔になりましたね」

　ぽつりと零すと、隣に立つホームズさんが「ええ」と頷いた。

「そうですね、本当に良かったです」

「佐織さんのご両親は反対するかもしれませんが、お相手の方は才能がありますし、とても素敵な恋愛をされていると思いました」

「ええ、彼は外見こそ柔らかいですが、根はしっかりされている方ですしね。いつか認めてくれると思いますよ」

　そう続けたホームズさんに「へっ？」と間抜けな声が出た。

「ホームズさん、お相手の方を知っているんですか？」

「ええ、おそらくですが」

「だ、誰ですか？」

「ナイショです」と、口許に人差し指を立てる。

　ここまで匂わせたなら、言ってほしいのに。

「というか、葵さんは、誰か分かりませんでしたか？」

「えっ、私の知っている人なんですか？」

　驚いて尋ねると、ホームズさんは目をぱちりと開き、なるほど、と顎に手を当てる。

「……まぁ、あれでは、分からなくても無理ないかもしれませんね。彼もさすがですから」

「えっと、どういうことですか？」

「いえ、お相手はきっと、すぐに分かりますよ」

「はぁ、それにしても、回りくどいラブレターでしたよね。気取りすぎというか、そんなカッコつけなくても」

　息を吐くように告げると、ホームズさんは苦笑した。

「そう、ですね……。ですが、僕には少し気持ちが分かります」

「えっ、それはどうしてですか？」

　どうして、わざわざ回りくどく伝える必要があるというのだろう。

「気取った振りをしつつ、単に臆病なんですよ」

　ホームズさんはそう言って、憂いを帯びたような目で桜を仰ぐ。

　まるで、自分のことのように言うその様子に、私は首を傾げた。

「ホームズさんもかつて、回りくどく気持ちを伝えたことがあるんですか？」

「……そう、ですね。あるかもしれません」

「あるかもって。その時は、ちゃんと伝わりましたか？」

「ちっとも伝わってなかったようです」

　ホームズさんはそう言って、愉しげに目を細める。

「それじゃあ、駄目じゃないですか」

「いいんです。僕が伝えたくなっただけなので。それに、『伝わらないだろう』と思いつつ口にしたので」

「でも、それで伝わっていたら、どうしたんですか？」

「そうですね……、この桜のように散っていたかもしれませんし、もしかしたら、危険な免罪符を手にしたかもしれませんね」

「危険な免罪符？」

　わけが分からず、大きく瞬いた私に、ホームズさんはまた愉しそうに笑う。

「いえ、こちらの話です。失礼しました」

　そういうホームズさんに、はぁ、と洩らす。

「そうそう、私も佐織さんがネックレスをしていることには気付きましたが、それがすぐに『親にナイショの彼氏がいる』って結びつくのは、さすがホームズさんでしたね」

　しみじみと零すと、ホームズさんはそっと腕を組んだ。

「実は、ネックレスを見る前、旅館の前で佐織さんをお見かけした時から、お付き合いしている人ができたことを感じ取ったんですよ」

「えっ、どうしてですか？」

「雰囲気ですね。『オトコの勘』と言ったのは、嘘ではないんです。以前にお会いした時の佐織さんは二十歳を超こしていながらも、少女のような雰囲気をお持ちでした。ですが、今回お会いして、その立ち振る舞いのすべてがすっかり『大人の女性』となられていたので、『ああ、男ができたんだな』と瞬時に感じてしまいまして」

　サラリと言うホームズさんに、絶句した。

　あんな上品な笑顔の裏で、そんなことをキャッチしていたなんて。

「あ、失礼しました。今のはさすがにセクハラ染みてましたね」

　つい、と口に手を当てるホームズさんに、私は「い、いいえ」と苦笑しつつ首を振る。

「……他の方には、こんなふうに思ったことをポロポロ話したりしないんですが、あなたにだけはどうも駄目ですね。偽れなくて困ります」

　そういえば、以前も同じようなことを言っていた気がする。

「えっと、それは、どうしてですか？」

　静かに尋ねると、ホームズさんは少し難しい表情を見せる。

「……分かりません」

「えっ？」

「自分のこととなると分からないもので」

「は、はあ」

「ご存じでしょうけど、僕は裏表の激しい男でして、裏の部分を出さないように普段はできるのですが、あなたに対してはどうもそれができない。思ったことが、つい口から出てしまうんです。それで、時に失敗してしまうことも……」

「えっと、それは、私が気を遣うような相手ではないから、ということですか？」

　首を傾げて尋ねると、ホームズさんは弾かれたように顔を上げて、慌てた様子で首を振る。

「い、いいえ、そんなことは決してないです」

「本当ですか？」

「ええ」とホームズさんは頷き、何かを思い出したように、腰に手を当てて、息をついた。

「そしてこんなふうにしょうもないことなら、ポロポロと口をついて出るというのに、肝心なことはなかなか……」

「えっ？」と顔を上げると、ホームズさんは、「いえ」と首を振る。

「……最近、分かったんです。あなたはきっと器の大きな方なんだと。もしかしたら僕は、あなたの器の大きさを感じ取って、甘えてしまっているのかもしません」

　その言葉に、私は「へっ？」と素っ頓狂な声を上げた。

　私の器が大きくて、ホームズさんが甘えてる……って。

「い、一体何を言い出すんですか。私の器なんてお猪口ちょこサイズですよ」

　勢いよく言うと、「お猪口ですか」とホームズさんは頬を緩ませる。

「可愛いですね」

「そ、そんな」

　ホームズさんは、ふふっ、と柔らかく微笑む。

　そんな彼の背後には、桜の花びらが舞っている。

　私は急に頬が火照ってくるのを感じ、勢いよく俯いた。

「どうかされました？」

　顔を覗く彼に、慌てて首を振る。

「あ、いえ、その、ホームズさんが『枝し垂だれ桜みたいな美青年』って、呼ばれていたことを思い出しまして」

「それは、枝垂れ桜に謝らなくてはなりませんね」

「謝るって」思わず吹き出してしまう。

　その時、強い風が吹いて、さらに花びらが舞った。

「風が冷たくなってきましたね。それでは、そろそろ旅館に戻りましょうか」

　相変わらず引率のように言うホームズさんに、皆は「はーい」と素直に返事をする。

「夜の城崎って、いいな」

　しみじみと言う秋人さんに、香織と佐織さんが「ええ」と頷く。

「私もバイトに忙しくて、こんなふうに堪能したのははじめてかも」

　旅館に向かって歩く中、佐織さんが急にピタリと足を止めた。

「佐織さん？」

　振り返って佐織さんを見ると、大きく目を見開いていた。

　その視線の先には、男の人。

　彼のことは、私も知っていた。

「……米よね山やまっち」

　最初にそう洩らしたのは、秋人さん。

　そう、米山涼りょう介すけさんだ。かつて贋がん作さく師しだったが、オーナーに暴あばかれたことで足を洗い、今は画廊に勤めている青年。相変わらず、少し長めの髪を後ろに纏めた中性的な雰囲気で、ふにゃりとした笑顔を見せている。

　そうだったんだ。米山さんが、佐織さんの恋人だったんだ。

　そう思えば、すべてが納得だ。

　実力はあるのに、コンテストは落選続きだと言っていた米山さん。

　何より、あの絵は米山さんが描いたもの。

　それでホームズさんは、『分かりませんでしたか？』と聞いたんだ。

　以前私は、米山さんが描いた絵を観ているから。

　でも、それは『ディエゴ・ベラスケス』の画風に近付けたもので、今回観た絵とはまるで違っていた。とはいえ、同じ画家が描いたものだと分からなかったなんて、私もまだまだだ。

　少し落ち込んで肩を落とすと、

「彼はまったく違う画風で描ける天才肌ですから」

　私の気持ちを察したホームズさんが、すぐにフォローしてくれる。

　そんな天才肌も結果を出せていないわけで、芸術の世界は、時に実力と評価がつながらないこともある。

「米山さんと佐織さんって、ちょっと似合わないなぁ」

　背後で利休くんが、とても小さな声で残念そうに零す。

「……涼介さん」

　佐織さんは、まるで夢でも見ているのだろうか、という様子だ。

　立ち尽くしたまま、体を小刻みに震わせている。

「――佐織」

　手を伸ばした米山さんに、佐織さんは勢いよく駆け出した。

「涼介さん！」

　そのまま、彼に強く抱き付いて、わっ、と泣き出す。

「ただいま、佐織。寂しい思いをさせて、ごめんね」

　米山さんは、佐織さんをしっかりと抱きとめて、その頭を撫でる。

「…………」

　幸せな二人の姿に、私たちは顔を見合わせて、うん、と頷き、そっとその場を離れた。

　それは桜が舞い散る、城崎の美しい夜。
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　それは、城崎から帰ってきて間もない、三月末。

　寺町三条の骨董品店『蔵』に一枚のハガキが届いた。

　郵便です、と顔馴染みの配達人が、私に手紙の束を手渡す。

　私は会釈をして受け取り、手紙の束を手に、くるりと振り返って、カウンター奥に座るホームズさんを見やった。

「ホームズさん、今日は随分といろいろ届いているようです」

「ありがとうございます。ほとんどが、ダイレクトメールだと思いますよ」

　手にしている京都新聞を置いて、にこりと微笑む。

「ああ、本当ですね」

　同業者からの案内、飲食店のクーポン、美容室からのお知らせなど、ダイレクトメールを一通一通確認しながらカウンターに置く。

　そして一枚のハガキを目にして、私は手を止めた。

「……これは？」

【京都寺町三条のホームズこと、家頭清貴様。

　先せん達だってお知らせしておりました、『２２１会』のご案内をいたします。

　日時は、四月一日十三時。会場は、彼が一度亡くなった場所、それがヒントです。

　ですが、何に乗って来られても、自由です。

　場所が分かっても分からなくても、ご連絡ください。

　しかし、分からなかった場合、その時はもうホームズを名乗るのをやめていただきたい。


Ｓ．Ｈ】



　何だろう、これは……。

　ハガキの隅には、パイプを咥くわえたシャーロック・ホームズの横顔のシルエット。

「えっと、これは？」

　ハガキを手に呆然とする私に、ホームズさんがスッと手を伸ばして、内容を確認した。

「ああ、相変わらずですね」そう言ってくすりと笑う。

「Ｓ．Ｈって、誰からなんですか？　も、もしかしてシャーロック・ホームズ関係ですか？」

「ええ、関係者と言えるのかもしれません。この方は、杉すぎ浦うら広ひろ志しさんといいまして」

「す、杉浦広志さん？　杉浦広志さんという名前なら、イニシャルは『Ｈ．Ｓ』ではないですか？」

「そうなんですが、彼は『シャーロック・ホームズと同じが良い』と『Ｓ．Ｈ』で通していますね」

「は、はぁ」

「ちなみに僕のイニシャルは『Ｋ．Ｙ』と空気読めなさそうな雰囲気になってしまうので、『Ｙ．Ｋ』で通したいところです」

　そうだ、ホームズさんのイニシャルは、Ｋ．Ｙだった。

「……お気持ちは、分からなくもないです」

　でも、ホームズさんなら、『空気読めない』というよりも、『空気読みすぎる』ＫＹといえるだろう。

「で、この謎のハガキは何なんですか？」

『ですが、何に乗って来られても、自由です』という文章も少し奇妙だ。

「ウエスト・シャーロック・ホームズ・クラブ、略して『ＷＳＨＣ』の記念会のお知らせですよ。今回は、Ｓ．Ｈこと、杉浦広志さんが幹かん事じをされているんです」

　ホームズさんはハガキを手に、にこりと微笑む。

「ウエスト・シャーロック・ホームズ・クラブ……って？」

「『ジャパン・シャーロック・ホームズ・クラブ』という、シャーロック・ホームズを愛し、研究する人々、つまりシャーロキアンが集う会があるのですが、『ＷＳＨＣ』は、そこから派生したもっと小規模な会なんです」

「もしかして、ホームズさんは、そこに属しているんですか？」

　そんな会があったんだ、と私は圧倒されながら相槌をうつ。

「ええ、僕はほとんど幽霊会員なんですがね。ですが、今度は記念の定例会なので出席しようと思っているんです」

　ホームズさんは世界地図を取り出して、パラパラとページをめくり、「うん」と頷く。

「えっと、この文章で会場が分かるんですか？」

「おそらく、『紫むらさき野の上うえ野の町』近辺かと」

「え、ええ、どうしてそう思われるんですか？」と私はハガキの文面に目を向ける。

「シャーロック・ホームズが一度亡くなったとされる場所はご存知ですか？」

　そう問われて、私は『ええと』と天井を仰ぐ。

　頭の中に、ホームズとモリアーティ教授が揉もみ合うようなイラストが浮かんだ。

「た、たしか、滝ですよね。モリアーティ教授と一緒に落ちたとか」

「そうです。ライヘンバッハの滝です。ライヘンバッハの滝はスイスにありまして、北緯四十六度東経〇八度。『ですが、何に乗って来られても自由です』というのは、文面が何かの乗り物を指すことを暗示しています。となると、市バス４６系統かと思いましてね。４６系統のバスを北の最初から数えて八番目が『紫野上野町』というわけです」

「な、なるほど」

「幹事の杉浦広志さんは、こうした遊びが好きで、何かあると仕掛けてこられるんですよ」と言いながら、ホームズさんは世界地図を本棚にしまう。

　私は「へぇ」と洩らした。

　それにしても、その記念会、なんだか面白そうだ、と頬を緩ませていると、

「もし良かったら、葵さんも一緒に行かれませんか？」

　彼が振り返って尋ねる。

「えっ、いいんですか？」

「もちろんです」

「は、はい、行ってみたいです。でも本当に良いのでしょうか。私、シャーロック・ホームズについて詳しくないんですが」

「いえいえ、そういう方にもたくさん来てもらいたいと、会員たちは常々言っているんですよ。クラブも年々会員が減りつつありましてね。新しい人が体験に来てくれるのは、いつも大歓迎と言っています」

「それなら、良かったです。ぜひ」

　――こうした経緯で、私は『ＷＳＨＣ』の記念会に出席することとなった。
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　そうして、四月一日。

　私たちは車で、紫野上野町へと向かっていた。

　車は堀ほり川かわ通を北上している。

　左手に、石の鳥居が見える。中央に五ご芒ぼう星せいがあり、『おお、あれが、あの噂の晴せい明めい神じん社じゃだ！』と窓の外を眺めた。

　五芒星がついているなんて、まさに『安あ倍べの晴せい明めい』だ。

「晴明神社がお好きでしたか？」と問われて、私は窓から顔を離した。

「有名なので単純に興味がありまして。でも、思ったより小さい神社なんですね」

「ええ、小さいですし、以前は本当にひっそりとした雰囲気だったんですよ。それが、陰陽師のブームで参拝者も増えて、神社もきれいになりましたし、今や若い女の子たちで溢れていますね」

　そうだったんだ、ブームの力ってすごい、と相槌をうちつつ、通りに目を向ける。

「今日はあまり時間がないので立ち寄れないんですが、今度、ゆっくり晴明神社に行きましょうか」

　私が興味を持っていることを知って、気遣いからそう言ってくれるホームズさんは本当に優しい人だ。だけど店に大学にと忙しいのに、連れて行ってもらうのは申し訳ない。

「あ、いえ、今度、香織と行きますので、大丈夫ですよ」

「……そう、ですか」

　ホームズさんは静かにそう言って、口を閉ざした。

　車内に流れる音楽に耳を傾げながら、通りをなんとなく眺める。

「……堀川通って、大きな通りですよね」

「そうですね。ですが、『大きい』といっても『京都にしては』ですから」

「たしかにそうですよね。京都は大きな通りが珍しいくらいですものね。一番大きな通りは御お池いけ通ですか？」

「いえ、五ご条じょう通の方が広くて大きいと思いますよ」

　なるほど、と相槌をうち、私はホームズさんを見た。

「記念会は、会館のような場所に集まるんですか？」

　紫野には詳しくないけれど、集まれる施設があるのだろうか。

　すると、ホームズさんは「いえ」と首を振る。

「いつもはホテルやイベントホールの会場を借りて行うんですが、今回は、会員の中で紫野に広い屋敷を持つご婦人がいましてね。間ま宮みや妙たえ子こさんと仰る六十代の未亡人でして、僕たちは『マダム』と呼んでいるんですが……」

「六十代で、ホームズ・クラブの会員さんなんですか？」

　てっきりホームズさん世代の人たち、つまりは学生が集まっているのかと思い込んでいたため、思わず話を遮ってしまった。

「ええ、ホームズ・クラブは、年齢層が幅広いんですよ」

　ホームズさんは運転をしながら、愉しげに相槌をうつ。

「そ、そうなんですね」

「とはいえ、マダムがシャーロック・ホームズのファンになったのは、家政婦さんの影響だそうです。家政婦さんは、四十代のご婦人で、名前は西にし澤ざわ知ち恵えさん。

　知恵さんご本人は『自分は家政婦じゃなく間宮家の執事だ』と仰っているモダンな方で、元々ホームズ・クラブの会員だったわけです。

　未亡人のマダムは足が悪く、なかなか外出できないことから、『それならこれを読んでみてください』とホームズの本を薦すすめ、映画を薦め、すっかりマダムをホームズの虜とりこにしたとか。今日はそのマダムの屋敷で、記念会を開くことになったんです」

「人が集まれるほどの屋敷なんですか？」

「僕は行ったことがないので分からないんですが、杉浦さんの話によると、かなりの豪邸だそうですよ」

　私は、へぇ、と相槌をうつ。

　思えば、骨董品店『蔵』にバイトに来てから、随分と豪邸に縁がある気がする。

　東山の家頭邸をはじめ、岡おか崎ざきの高たか宮みや邸てい、嵐あらし山やまの柳原邸、鷹たかが峯みねの斎藤邸と、もはや豪邸には驚かなくなってしまったかもしれない。

　窓の外に目を向けながら、そんなことを思う。

　しかし、私は紫野の間宮邸で、またも驚かされることになった。

　屋敷は、まさにヴィクトリア朝英国様式であり、海外映画に出てくる領主館マナーハウスを思わせる。

　その屋敷を取り囲むのは、まさにイングリッシュガーデン。

　中央にはガゼボという真っ白な洋風東屋があり、その周りには春の花々が客人を迎え、通り過ぎる人たちの目を楽しませている。

　今まで、数々の豪邸を見てきた。石造りの家頭邸、古城を思わせる高宮邸、和を重んじている柳原邸、和洋折せっ衷ちゅうだった斎藤邸。

　この間宮邸は、それらの屋敷とはまた趣が違っていた。

　小さな少女がこの屋敷の前を通ったなら、絶対に夢見心地になるであろう、そんな邸宅だ。

「す、素敵です」

　小さな少女じゃない私も、うっとりしてしまう。

「なんでも、近所の人たちに『薔ば薇ら邸てい』と呼ばれているそうですよ。まだ、季節じゃないので咲いていないようですが。ああ、桜もありますね、綺麗ですね」

　ホームズさんは車を降りて、少し眩しそうに言う。

　ガゼボの向こうには、立派な桜もあった。

　私たちが遠巻きに屋敷を眺めていると、

「ホームズくん」と背後で男性の声がした。

　振り返ると、三十代半ばと思われるスーツ姿の青年が、人懐っこいような笑顔を見せている。

「杉浦さん、お久しぶりです」

「やあやあ、二年ぶりくらいかな。ようやく参加してくれたね」

　パンッとホームズさんの二の腕を叩き、彼は私に視線を移した。

「ホームズくんの大学の友達かな？　新しい人を連れて来てもらえて嬉しいよ」

「彼女は真城葵さんと仰いまして、うちの店でバイトをしてくれているんです」

「そうですか、はじめまして、僕は杉浦広志といいます。僕の副業はライターでして」

「は、はじめまして、真城葵です。あ、あの、『副業』って？」

　ぽかんとして首を傾げた私に、

「葵さん、ホームズ・クラブの皆さんはホームズ・クラブの会員であることが『本業』で、他の仕事は『副業』とされているんです」とホームズさんがすかさず言う。

「は、はぁ、つまりそれでいくと、ホームズさんが大学生であることも鑑定士であることも、このクラブにおいては『副業』ということですか？」

「ええ、そうです」

　にこりと微笑んで当然のように頷くホームズさんに、私は口をぽかんと開けた。

「杉浦さん、本当に久しぶりになって申し訳ないです。なかなか僕も副業が忙しくて」

「いやぁ、でも、この『２２１会』には来てくれて嬉しいよ」

「なんていっても『２２１会』ですからね。しかし、個人宅で開催するとは驚きました」

「マダムは足が悪いから、他の会場では参加できないし、ぜひ使ってほしいと言ってくれてね。正直、会場費もかからないし、幹事としてはありがたかったよ」

「今日は何人くらい集まるんですか？」

「会員が十五名で、それぞれ新しい人を連れて来てくれるから、三十人くらいかな」

　そんな話をしながら門の方へ向かう。

　開放された柵門前には、

【ウエスト・シャーロック・ホームズ・クラブ　２２１記念会】という看板が立っている。

　門をくぐると白いテーブルクロスがかけられた長テーブルがあり、二人の若い女性が受付として座っている。

「わあ、家頭のホームズくん」

「お久しぶりね」

　二人の女性は、ホームズさんを見るなり、嬉しそうな声を上げた。

　二人とも年齢は二十代後半で、見たところＯＬという雰囲気だ。

　胸に『明あか石し藍あい美み』『東あず間ま弘ひろ子こ』というネームプレートがついている。

　明石さんが髪をトップに結んだ、凛とした雰囲気の聡明そうな女性で、東間さんは長い髪にふんわりウェーブをかけた優しいお姉さんという雰囲気。

「お久しぶりです。すっかり幽霊会員でして」

　ぺこりと会釈するホームズさんに、

「私もなかなかの幽霊会員でね、今日は久しぶりなのよ」と、東間さんが、ホームズさんに『家頭・ホームズ・清貴』というネームプレートを手渡す。

　このホームズ・クラブにおいても、彼の『ホームズ』という愛称が通じていることに、私は少し驚いていた。

「お連れ様は、もしかして、ホームズくんの彼女？」

　ひょいと首を伸ばして目を輝かせて私を見る明石さんに、私はすぐに首を振る。

「い、いえ、私は彼の店のバイトでして。はじめまして、真城葵と申します」

　慌てて自己紹介をすると、彼女は愉しげに笑った。

「あら、バイトさんだったんだ。はじめまして。ようこそ、ウエスト・シャーロック・ホームズ・クラブへ」

「ええと、真城葵さんね」

　東間さんは、白い紙に『ゲスト・真城葵様』と書き、それをプレートに入れて差し出す。

「これを胸につけておいてくださいね」

「はい。ありがとうございます」

　私が頷いて胸にネームプレートをつけていると、

「ようこそ、間宮邸へ」とご婦人が笑顔で歩み寄ってきた。

　胸に『間宮邸執事・西澤知恵』というネームプレートをつけている。

　年齢は四十代半ばくらい、茶髪のボブカットに着物姿と、なかなか個性的な雰囲気だ。

　彼女が、この屋敷の『執事』を名乗る家政婦さんなんだ、と思いつつ私は会釈をする。

「お久しぶりです、西澤さん。この度は、準備が大変だったでしょう、ありがとうございます」

「そんなこともないのよ。内うち海うみご夫妻も手伝ってくれたし」

「今回の幹事は、西澤さんと杉浦さん、そして内海ご夫妻ですか？」

「ええ、それと、ここのマダムね」

「事前にお手伝いできなくて申し訳ないです。今日は万ばん能のう執事・西澤さんの小こ間ま使づかいとして動きますので、なんでも仰ってくださいね」

「あら、やだ、小間使いだなんて。今日はゲストがたくさん来てくれるから、ホームズくんには客寄せパンダをがんばってもらわないと」

「ええ、がんばってパンダになります。ああ、これはお土産でして、北山にある紅茶館のスコーンです」と、ホームズさんはにこやかに笑って、お土産を差し出す。

「あら、ありがとう。嬉しいわ」

　そんな話をしていると、近くにいた杉浦さんがひょいと顔を出した。

「西澤さん、僕も客寄せパンダになるからね」

「あら、杉浦さんは無理しないで。それより、ここに集まったお土産を運んでちょうだいな」

「あ、相変わらず、人使いが荒いなぁ」

「あら、ＷＳＨＣメンバーの男性は皆、気持ちは英国紳士でしょう？　女性に物を持たせるなんてしちゃ駄目よ。私は男性が側にいる時には、物を運ばないようにしているの」

　西澤さんはくすくすと笑って、杉浦さんの肩を叩く。

「ああ、僕も運びますよ」

　ホームズさんがすかさず言うと、西澤さんは首を振る。

「ホームズくんは、お連れの女の子をもてなしてちょうだい。それも紳士の嗜たしなみでしょう」

　そう言う西澤さんに、ホームズさんは「ありがとうございます」と微笑む。

「それでは葵さん、こっちです」

「は、はい」

　私たちは会釈をして庭へと進むと、真っ白なガゼボの下に、三十代半ばの夫婦と思われる男女が愉しげに語らっていた。

　女性の方は着物を着ていて、男性はスーツ姿だ。さっき会った執事の西澤さんも着物姿だったし、それだけ今回の記念会が大切な行事であることが伝わってくる。

「やあ、家頭ホームズくん」

「お久しぶり、相変わらずイケメンくん」

　二人はホームズさんを見るなり、微笑んで手を上げた。

「お久しぶりです、内海さん」とホームズさんは二人に会釈し、

「葵さん、こちらの内海ご夫妻は、この『ホームズ・クラブ』で知り合ってご結婚されたんですよ」と教えてくれて、私は驚きに瞬いた。

「そ、そんな出会いもあるんですね」

　すると二人は、クスクス笑って頷く。

「ええ、なんといっても趣味が同じだし」

「家でホームズのことを思い切り語り合えるしね」

「そうそう、元々このホームズ・クラブに入会したのも、『思いきりシャーロック・ホームズについて語りたい』ってことだったし」

「家頭ホームズくんも、彼女に思い切り語っているのかな？」

「いえ、シャーロック・ホームズは大好きですが、僕の興味はそれだけに留まらないので」

　その言葉に、私は大いに納得して相槌をうつ。

　ホームズさんは、美術品を含めて興味の幅が広い。

　シャーロック・ホームズが好きなのはたしかでも、ここにいる皆さんのように『一番』というわけではないのだろう。

「そうか、君は多趣味だもんなぁ。でも、もっと語るべきだね」

　少し面白くなさそうに口を尖らせる旦那さんに、ホームズは「本当ですね」と楽しげに目を細める。

　そんな話をしていると、みるみる庭に人が増えていく。ホームズさんは、背筋を伸ばして庭を見回した。

「葵さん、そろそろ、会場に移動しましょうか」

「あ、はい」と頷くと、

「そうそう、会場は、あそこのホールなのよ」

　奥様が、桜の向こうに見える洋館のパーティホールを指した。

「ありがとうございます」

　私たちは「それではまた」と会釈をして奥様の言葉に従い、まるで『不思議の国のアリス』に出てきそうな白い洋館へと向かう。

　会場であるパーティホールには、玄関からではなく一階バルコニーの窓扉から直接靴のまま入る仕様となっていた。

　広いホールには、壁際に長テーブルと、あちこちに丸テーブルが置かれている。

　どうやら立食形式のパーティとなるようだ。

　窓際には、真っ赤なカーテンで仕切られた、まるで試着室のようなものが設置されている。

　簡易フィッティングルームといえるかもしれない。

　ホール内では、『ゲスト』の名札をつけている人たちが、室内のインテリアを興味深そうに眺めている姿が見受けられた。

　熱心にホールを見回している私に、「素敵な屋敷ですね」と言うホームズさん。

「はい、すごく素敵なお屋敷。参加者の皆さんもまさに老若男女ですね」

「ああ、そうですね」

「それにしても、驚きました。ホームズさんは、シャーロキアンの中に入っても『ホームズ』って呼ばれているんですね」

　こんなにホームズ好きな人たちの集まりだというのに、反感を買わないのだろうか？

　かつて、ホームズさんの愛称を露骨に嫌悪していた秋人さんの姿を思い出しながら言うと、ホームズさんは、ふふっ、と笑う。

「いや、それが、最初は反感を買いましたよ」

「えっ、そうなんですか？」

「元々僕がこの集まりに参加したきっかけは、高校時代、委員で一緒だったシャーロック・ホームズ好きの先輩に、『あだ名がホームズなんだから』と、半ば強制的に誘われたことでして」

「そ、そんなキッカケだったんですか？　その先輩は今日来られるんですか？」

「今日は仕事でどうしても来られないそうです。残念がっていました。それはさておきまして、初めて参加した定例会で、先輩が僕を『こいつは家頭って苗字なのと、ホームズみたいに鋭いことから、あだ名がホームズなんです』と紹介してくれたんです。その時、皆さんはやはり面白くなさそうにされていたんですよ」

　そう話すホームズさんに、私は、うんうん、と頷く。

「それで、杉浦さんが『本当にホームズみたいに鋭いっていうなら、僕たちの副業を当ててみてほしいな』って言い出しまして……」

「そ、それで？」

「皆さんの副業をざっくりですが、当てることができたんです。それで、『よし、君は家頭ホームズだ』と認めてくれましてね」

「へ、へえええ、そんなことがあったんですね」

　次々に皆の職業を言い当てる高校生ホームズさんの姿が、なんだか目に浮かぶようだ、と私は大きく相槌をうつ。

　すると、五十代半ばと思われる男性が、明るい笑みを浮かべて歩み寄ってきた。

「やあ、家頭のホームズくん」

　ホームズさんは、「ああ」と微笑んで、頭を下げる。

「これは、先生、お久しぶりです。葵さん、この方は大おお河か原わらさんといいまして、僕の大学の先輩にあたる方で、弁護士をされているんです」

　そう紹介してくれるホームズさんに、

「ということは、京大ご出身の弁護士先生ってことですよね……すごい」と私が洩らすと、

「いやいや、それは飽くまで『副業』だから」と、悪戯な笑みを浮かべる。

　丸顔でニコニコしていて、『弁護士』というよりも、『小学校の校長先生』のような朗らかな雰囲気だ。

「それより聞いたかい、ホームズくん。指さし原はら教授がアメリカから、どでかい土産を持ってきたそうだよ」

「どでかい土産といいますと」

「それが、渋っちゃって教えてくれないんだよ。オークションで落札してきたらしいんだ。でもね、『ホームズくんに観てもらいたい』みたいなこと言ってたから、コナン・ドイルが愛用していた品だと思うんだけど」

「ドイルの愛用品ですか。ですが、もし万年筆などを出されても、彼が本当に使っていたかどうかの鑑定はできないと思うんですが」と、ホームズさんは苦笑して腕を組む。

　その時、大河原先生と同年代の、細身で眼鏡をかけた男性が、「やあ」と手を上げて歩み寄ってきた。

「噂をすれば、指原教授」

「いやいや、大河原先生、お久しぶりです」と握手を交わす。

「葵さん、こちらの方は外大の教授をされている指原さんです。ああ、もちろんそれは『副業』ですが」とホームズさんが紹介してくれる。

「み、みなさん、副業がすごすぎますね」

　シャーロキアンたちの遊び心に、頬が引きつって仕方ない。

「ホームズくん、ちょっといいかい」

　指原教授はホームズさんの腕を引くようにして、皆から少し離れた。

「大河原先生に聞きましたが、『お土産』の件ですか？」

「ああ、アメリカのオークションに参加した際に、その出品物に出会って、勢いで落札してしまったんだが、本物かどうか分からなくてね」

「一体それは？」

「……もうひとつの『ジョン・スミス』と言っておこうか。しかもホームズものだ」

「――えっ？」

　ホームズさんの顔色が変わった。

「それが、アメリカのオークションで？」

「ああ、逆にアメリカだからこそ、『もしかして』と思ったりもしてね。後でそれを見てもらいたいんだが、とりあえずこれを」

　指原教授はポケットからカードのようなものを出して、ホームズさんに差し出す。

　よく見えなかったけれど、そこにＱＲコードがついているのは見えた。

　二人はぼそぼそと話し、ややあって、

「ありがとうございます。大変興味深いです。それで、そのお宝はどこに？」

「ああ、あの窓際にある真っ赤なカーテンで仕切られたところだよ。皆が持ち寄ったお宝があそこに集められているんだ。明石さんはロシアの映画フィルムを持ってきたとか」

　ホームズさんは、へぇ、と洩らして相槌をうち、

「とりあえず、こちらを確認いたしますね」とスマホをかざした。

「ああ、よろしく頼むよ」

　会釈し合う二人を見ながら、私は何もかも分からずに首を傾げていた。
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　開放されたままの窓扉と、大きな窓から爽やかな風が吹き込み、それにつられるように私は外に目を向けた。

　イングリッシュガーデンの中心にある大きな桜の木。

　それは少しミスマッチではあるが、美しさには変わりない。

　外灯やガゼボ、屋敷の屋根と、あらゆるところに、まるで誕生会か運動会のように旗が飾られている。

　しかしその旗は万国旗などではなく、シャーロック・ホームズの横顔であったり、イギリス国旗であった。

　ホームズ愛に溢れているなぁ。

　しみじみと感心していると、先ほどの杉浦さんや内海夫妻、受付にいた明石さん、東間さんが、せっせとホールにパイプ椅子を『コ』の字に並べる姿が目に入った。

　いつの間にかホームズさんも手伝っていて、私も慌てて壁際に置かれたパイプ椅子を手に取る。

　約三十名分のパイプ椅子は、すぐに並び、

「それでは皆様、お時間になりましたので、椅子の方にお座りください」

　執事の西澤さんがマイクを手にそう呼びかける。

　席の指定はないようで、皆は近くの空いている椅子に腰を下ろし、私とホームズさんは、端の椅子に並んで座った。

「それでは、『ＷＳＨＣ』２２１回目の記念定例会をはじめさせていただきます。司会は、わたくし東間がつとめさせていただきます」

　受付にいたＯＬといった雰囲気の女性が、マイクを手にそう言って頭を下げた。

「あれ、執事・西澤さんが、司会じゃないのかい？」

　前方に座る弁護士の大河原先生がそう声を上げると、

「司会者は、ほら、若いお嬢さんじゃないと。アヤシイ着物執事は裏方よ」と、西澤さんが軽く大河原先生の肩を叩き、皆はなごやかな笑い声を上げる。

「それではまず、今回会場を提供してくださった、『マダム』こと間宮妙子さんから、ご挨拶を」

　東間さんがそう言うと、すかさず執事の西澤さんが扉を開け、そこで待機していたご婦人の背後に回って、車椅子を押す。

「皆さん、今日はわざわざうちに集まってくださってありがとうございます。間宮妙子と申します。どうか、はじめての方も、私のことは『マダム』と呼んでくださいね」

　車椅子でゆっくりと移動しながらにこやかにそう言ったのは、白髪のご婦人。

　齢は六十代後半といったところで、ほっそりしていて、サーモンピンクのカーディガンにクリーム色のロングスカートと、とても春らしい装い。

　優しい笑顔の、とても上品そうな雰囲気だ。

「私がシャーロック・ホームズのファンになったのは、今から十年前。主人が亡くなりまして、こちらにいる自称『アヤシイ執事』の西澤知恵さんがうちに来てくれるようになってからですの。それまでは、英国文化やイングリッシュガーデン、『不思議の国のアリス』が、大好きな私だったけれど、ミステリーが苦手なのでシャーロック・ホームズは読んだことがなかったの。そうしたら、この人ったら、『ホームズを知らないなんて、人生損している』なんて言うのよ」

　マダムは、ふふふ、と愉しげに目を細める。

「『人生損してる』とまで言われてしまっては、読むしかないでしょう？　でも、人が死んだり傷ついたりするのは嫌ねぇ、なんて思いながら、最初に『赤毛組合』を読んでみたのよ。赤毛の人を募集する組合があるという導入部に、『あらあら、そんな奇妙な組合が？』と引き込まれて、とっても楽しく読ませてもらったわ。それがきっかけで、どんどんファンになって」

「今やマダムは、私より濃厚なシャーロキアンです」

　車椅子の背もたれを手にしながらそう言う西澤さんに、

「あら、そんなことは」

　マダムは肩をすくめ、皆はくすくすと笑った。

「定例会も、うんと出席したいのだけど、私も何かと不自由で。でもこの『２２１会』にはどうしても参加したくて、今回はわがままを言ってうちを使っていただくことにしました。皆さま、本当にありがとうございます。大事な記念定例会ですし、本当はもっと利便性のあるところが良かったのでしょうけど」

　申し訳なさそうに目を細めるマダムに、皆は「いえいえ」と首を振る。

「ふふふ、ありがとう、皆さんは本当に良い方ばかり。私にとっても、皆さんにとっても、『２２１』というのは特別な数字ですわよね」

　そう問いかけたマダムに、皆は強く頷く。

　……どうして、『２２１』という数字が特別なんだろ。

　話を聞きながら、私はそっと首を傾げる。

「『２２１』という数字を、車のナンバーや、何かの暗証番号に使っている方は多いのではないでしょうか？　使っているという方は、挙手していただけます？」

　続いてそう問いかけたマダムに、会員のほとんどが手を上げ、私はあんぐりと口を開く。

　しかし、隣に座るホームズさんは手を上げておらず、私はそっと耳打ちをした。

「ホ、ホームズさんは、使ってないんですか？」

「ええ、僕は自分の趣味嗜好をそのまま無防備に暗証番号にしたりしません」

「は、はぁ、なるほど」

　ホームズさんらしい。いや、それよりも。

「あの、『２２１』って数字がどうして特別なんですか？」

　とても小さな声で尋ねた私に、ホームズさんは大きく瞬いた。

「え、葵さんは『２２１』がどうして特別なのか、ご存じないんですか？」

「そ、そんなに驚くことですか？」

「いえ、失礼しました。ここが特殊で葵さんが一般的なのかもしれませんね。ホームズは、ハドスン夫人の経営する下宿に住んでいたのですが、その住所が、『ベイカー街２２１Ｂ』なんです。そのため、ファンにとっては『２２１』という数字が、とても特別なものなんですよ」

「……はぁ」

　大好きな小説の主人公に入れ込む気持ちは、分からないではない。

　けれど、住所の数字までが特別になるという、その感覚が私にはよく分からなくて、つい間抜けな声が出てしまう。

「――今日は本当に良いお天気でよかった。桜も満開で……」

　と、話を続けるマダムの声に、私は我に返って顔を向ける。

「あの桜は、亡くなった主人がとても大切にしていたもので、私にとっても宝なんです。

　どうか、お花見気分で愛でていただけたらと思います。それでは、今日はどうぞよろしくお願いします」

　挨拶を終えて頭を下げたマダムに、皆は拍手をした。

「それでは、『ＷＳＨＣ』会長の平ひら岡おかさん。ご挨拶お願いいたします」

　司会の言葉に、マダム同様六十代と思われる優しげな雰囲気の男性が皆の前に立ち、ぺこりと頭を下げる。

「今日は記念すべき、２２１回目の定例会。先ほどマダムも仰ってましたが、『２２１』という数字は我々シャーロキアンにとって、とても特別な数字です。そんな記念の定例会に、いつもはなかなか集まれないメンバーも駆けつけてくださって、本当に嬉しく思います。また、今日はゲストの方にもたくさんお越しいただいて心より感謝申し上げます。

『自分はにわかファンだから』と、尻しり込ごみされる方もいるんですが、この『ＷＳＨＣ』は、にわかな方も、よく知らないけど興味があるという方も大歓迎です。

　こんなにゲストさんにお集まりいただけたのですから、今日は会員もあまりマニアックに走りすぎてゲストさんを引かせないよう、何より逃がさないように、良い匙さじ加か減げんでホームズ愛を出してください」

　そう言ってウインクをした会長に、笑いが起こる。

「…………」

　しかし、きっと会員たちは気付いていないんだろうな。

　すでにマニアックさは、だだ洩れしていて、ゲストたちはすでに多少なりとも引いてしまっていることを……。

　会長の話に拍手をしながら、私はほんの少し頬を引きつらせた。

「続いて、会員の自己紹介に移りたいと思います。今回はせっかくですので、ゲストさんに向けて『ホームズの魅力』などを語っていただけたらと思います。それではこちら側に座る松まつ田ださんからお願いします」

　東間さんは、コの字の端に座るやせ形の男性に目を向けた。

　彼は、おそらく二十代後半の青年で、黒いスーツを纏っている。

　一見したところ、研究者という雰囲気だ。

「ゲストの皆さま、はじめまして、松田健と申します。『副業』で京大病院に勤務しております」

「…………」

　相変わらず、副業がすごい。

「わたくしごとですが、二月に子どもが生まれまして」

　その言葉に「わあ、おめでとうございます」と拍手が起こる。会員だけではなく、私たちゲストも、おめでたいニュースに幸せな気持ちになって拍手をした。

「それでですね、出産予定日が、二月二十一日、つまりは『２２１』で喜んでいたんです。陣痛に苦しむ妻を側で見守りながら、『どうかこのまま、二月二十一日に生まれてくれたら』と心から願っていたんですが、結局、二十二日に生まれました。後日、自分がそんなふうに思っていたことを妻に伝えると、ドン引きされてしまいまして、挙句『二十二日で良かった』と言われてしまいました」

　松田さんは苦笑しながらそう言って、肩をすくめた。

　シャーロキアンならではのエピソードに、ゲストたちが『奥様のお気持ちが分かる』と、くすくすと笑う中、

「松田さん、それは残念」

「あと一日だったのにな」

「私も、いつか子どもを産むなら、二月二十一日がいい」

　拳を握り締め、心から松田さんに共感している会員たちには、思わず絶句だ。

「それでは、隣に座る明石さん、お願いします」

　司会の言葉に、受付にいた女性、明石さんがすっくと立ち上がる。

「はじめまして、明石藍美と申します」

　歯切れのよい声で明るくそう言って頭を下げる。

「私もマダム同様、『赤毛組合』からホームズにハマりました。なのでゲストの方にお薦めするとしたら、『赤毛組合』ですね。ちなみに私は『副業』で、日本をアートで生きていけるようにする活動と、ロシア文化について研究しております。『本業』では、ロシアにおけるホームズ文化について調べております。今回はロシアで上映されたホームズの映画フィルムをお土産として持参しました。私の翻訳ノートもつけております」

　明石さんは、窓際にある赤いカーテンで仕切られた、簡易フィッティングルームに目を向ける。

「ほかにも、ロシアで売られていたホームズグッズなども持ってきました。今回、そうした私たちのお土産は、後ほどオークションします。売上の半分をクラブの運営資金、後の半分はボランティア団体への寄付とするようなので、皆さまに落札していただけるのを楽しみにしております」

　明石さんはそう言って、頭を下げる。

　会員たちは「ぜひ、それは落札したいね」と興味深そうに言いながら拍手をした。

「それでは続いて、会員の中で唯一、ロンドンのホームズ・クラブに在籍している真ま壁かべさん」

　司会者の言葉に促されて、明石さんの隣に座っていた四十代の男性が立ち上がる。

「はじめまして、真壁です。『副業』でイギリスに行くことが多く、ロンドン支部にも在籍してます。日本では会員数が停滞傾向にありますが、ロンドンはまだまだ元気です。この『ＷＳＨＣ』にも、どんどん新しい人が入ってくれたらと思っております。そして私もロンドンにあるホームズグッズをたくさんお土産に持ってきました。ぜひ、落札してくださいね」

　真壁さんの言葉に、『ロンドンのホームズグッズってどんなのだろう』と、会員よりも、ゲストたちの目が輝いていた。

　おそらく、何度もロンドンに訪れて聖地巡礼をしているであろう会員にとっては、ロンドンのホームズグッズは珍しいものではないのかもしれない。

　続いて、先ほどホームズさんと話していた外大の教授・指原さんが立ち上がる。

「はじめまして、指原と申します。いや、私もアメリカでホームズ関連のものを落札して、今日持参しているのですが、残念ながらそれは『閲えつ覧らん用』に持ってきたまでで、人に譲る気はなく、それは本当に申し訳ないです」

　本当に申し訳なさそうに会釈をする指原教授に、大河原先生が「ぶーぶー」と、わざとらしく声を上げて、悪戯な笑みを見せる。

「大河原先生、露骨にブーイングはやめてください」と言う指原教授に、皆は笑った。

「ええと、ゲストの皆さんにお薦めするならば、わたしはやはり、『緋色の研究』ですね。第一作目ですし、わたし自身、偶然なんですが、この『緋色の研究』からホームズの世界に入りました。以降すっかりハマりまして、今ではあの『ホームズのポーズ』をとる癖がついたほどです」

　指原教授はそう言って、両手の指先を合わせて、顔の前に持ってくるポーズをし、悪戯な笑みを見せる。すると、皆も同じポーズをとり、ともに笑った。

「今日はゲストの方がたくさんいてくださって嬉しいです。どうか、私たちのホームズ愛を、多少引きつつも、温かい目で見守っていただけたらと思います」

　指原教授は柔らかく微笑んで頭を下げる。

　会員の自己紹介がなごやかに進み、やがてホームズさんの番になった。

「私たちの間でも『ホームズくん』という愛称で知られている、家頭さん、お願いします」

　司会者の言葉に、ホームズさんは会釈して立ち上がる。

　イケメンだよね、とゲストの女性たちが頬を赤らめたのが分かった。

「はじめまして、家頭清貴です。僕の名字が『家に頭』と書いて家頭であること、またクイズなどが得意だったことから、子どもの頃に『ホームズ』という愛称がつき、実は愛称をつけられた後にホームズの本を読みました。読むならば一作目からと『緋色の研究』から読み、シャーロキアンの間では『聖せい典てん』と呼ばれる全六十編をアッという間に読了しました」そう話すホームズさん。

　なんと、作品は『聖典』と呼ばれているらしい。

「読み終わったころには、自分に『ホームズ』という愛称がつけられたことを染み入るように嬉しく思ったことをよく覚えています」

　はじめて聞く、ホームズさんの『ホームズ』という愛称に対する思いに、そうだったんだ、と私は聞きながら相槌をうった。

「ホームズの魅力は、超人的な面がありながら、文学の知識や天文学の知識がまるでなかったり、良からぬものに手を染めたりと、欠けた部分がちゃんとある、決して完璧な聖人君子ではない、人間らしい造形にあるのではないでしょうか？　僕はなかなか参加できない幽霊会員ですが、ここに集まった時の、このマニアックな空気感がとても好きです。今日はどうぞよろしくお願いいたします」

　胸に手を当ててにこりと微笑むホームズさんに、女性たちがうっとりと目を細めている。

　執事の西澤さんが言っていたように、見事に客寄せパンダになりそうだ。

　そうして、杉浦さんや大河原先生、内海ご夫妻、執事の西澤さん、司会の東間さんも自己紹介を終え、

「私たち『ＷＳＨＣ』は、二か月に一度定例会を開いておりまして、その際に会員が研究発表を行っております。それらはもちろん、ホームズ作品に関わることであり、時にマニアックに走りすぎることもあるのですが、発表する側も聞く側もとても楽しい時間を過ごしております。

　ですが、今日はゲスト様が多い記念定例会ということもあり、シャーロック・ホームズをよく知らないという方にも分かるようなお話をしていただけたらと思います。

　それでは、このホームズ・クラブで知り合ってご結婚に至ったという、内海ご夫妻様、よろしくお願いします」

　司会の東間さんが、内海夫妻の方に顔を向けると、奥様が立ち上がり、

「今日はゲストの皆さまに向けて、一般的にシャーロック・ホームズの作者と言われているコナン・ドイルの話をしたいと思います」と言って一礼した。

　皆も会釈を返しつつ、拍手をする。

『一般的にシャーロック・ホームズの作者と言われている』というのは、どういうことだろうと、私を含むゲストたちは不思議に思いながら、首を傾げた。

　彼女はそんな私たちの思いを察したようで、ふふふ、と微笑む。

「私たちシャーロキアンの間では、ホームズの活躍を描いたのは、ワトソンであり、ドイルは出版代理人という位置付けなんですよ」

　その言葉に、ゲストたちは『そうだったんだ』と相槌をうつ。

　そんな中、ゲストの一人が恐る恐る手を上げた。

「あの、以前シャーロキアンは『ワトソン』ではなく『ワトスン』と呼ばなければ怒るという話を聞いたことがあるんですが……」

　その質問に、会員たちは顔を見合わせて、クスクスと笑って首を振る。

「いえいえ、それは、翻訳の問題ですから」

「そうそう。子どもの頃、図書室で出会ったのが『ワトソン』だから、そのまま『ワトソン』で通している人もいれば、『ワトスン』という人もいます」

「他のシャーロキアンはどうか分かりませんが、私たち『ＷＳＨＣ』のメンバーは、『ワトソン』と『ワトスン』の呼び方にはこだわってないです」

　口々にそう言う皆に、ゲストたちは「そうなんだ」と相槌をうち、少しホッとした表情になった。人それぞれなのだろうけど、ここの皆さまはとても寛容なようだ。

「それでは、あらためまして、私たちの間では『出版代理人』であり、一般的にはシャーロック・ホームズ生みの親とされているコナン・ドイルの、『一般に伝えられている話』をしたいと思います。ご存じな方も多いと思いますが、ドイルは眼科医でした。彼の医院は一八九一年三月下旬に開業したそうです」

　そう話し始めた奥様に、私を含むゲストたちは「へぇ」と相槌をうつ。

　コナン・ドイルが医者だったことはなんとなく知っていたけれど、眼科医だということまでは知らなかった。

「ドイルはモンタギュー・プレイス二十三番地に間借りし、朝十時から午後四時まで診療していたのですが、患者がまったく来なかったそうで、その傍かたわら執筆をすることができたわけです。そんな彼は学生の頃から小説を書き、出版社に送っていましたが、どうにも上手くいっていませんでした。彼自身が絶対の自信があった歴史小説や、実はすでにホームズ・シリーズの『緋色の研究』も開業前に書いて出版社に買い取ってもらっていたものの、この頃は反響がなかったそうです」

　ホームズ・シリーズは、最初から人気が出た作品だと思い込んでいたため、この言葉は意外だった。

「開業し、しばし執筆から離れていたドイルでしたが、ある日インフルエンザにかかり、危うく死にかけたことで、彼は『やはり自分は執筆をしたい』と強く思い、再び筆を執とりました。すでに書いていたホームズを主人公とした話の短編連作を書き上げ、『ストランド・マガジン』という大衆月刊誌に送る計画を立てます。

　そんなドイルの計画は見事に成功し、編集長が短編一編につき三十五ポンドを払ってくれました。そうして、ここからドイルの成功がスタートするわけです。

　……と、ちょっと緊張したので、主人にバトンタッチします」

　そう話して奥様は胸に手を当てながら席に着き、隣に座るご主人は愉しげに笑みを浮かべながら立ち上がった。

「それでは僕から続きを」と言った彼に、皆は再び拍手をする。

「ドイルは見事、『ストランド・マガジン』との契約を結びまして、同誌の七月号にシリーズの第一編『ボヘミアの醜しゅう聞ぶん』が掲載されます。これが、最初から圧倒的人気を得ました。

　八月号に『赤毛組合』、九月号に『花婿失踪事件』、その後に『ボスコム谷の悲劇』、『オレンジの種五つ』、『唇の捩ねじれた男』と六編が毎月掲載され、ホームズ・シリーズは大人気となり、ドイルは名声と大きな収入を得ることとなります。しかし、病院の方は相変わらずでして、ドイルは開業してわずか三か月で医業を辞めて、文筆業一本の人気作家となりました。つまり、ホームズ・シリーズは、最初から大人気だったわけではなく、『ストランド・マガジン』との出会いがあってからの成功と言えるでしょう」

　そう話す彼に、ゲストたちは興味深そうな目を見せ、会員たちは「うんうん」と相槌をうっている。

「ですが、ドイル自身は、『本格的な歴史小説』を書きたかったわけです。しかし出版社や読者は、ホームズ・シリーズの続きを強く求める。執筆のオファーはホームズ・シリーズばかり。断っても断っても諦めることなくホームズ・シリーズのオファーをしてくる。そこでドイルは出版社を諦めさせようと、『千ポンドの報酬を出すなら、もう十二編、ホームズの短編を書いてもいい』と、破格の金額を吹っかけます。

　……現在のお金でいうと、二千五百万くらいかな。これで出版社が諦めるかと思ったら、『分かりましたぁ！』と支払ってくれたわけで、またドイルはホームズ・シリーズを書かなくてはなりませんでした」

　その話に、私たちは興味深さを感じながら、「へぇ」と洩らす。

「そこで、ドイルは思ったわけです。『これが終わっても、またしつこくオファーが来るに違いない。もう違う作品を書きたいから、そうだ、ホームズを殺すことにしよう』と決意してしまいます。そうして『最後の事件』と銘打ち、ホームズは、あのライヘンバッハの滝にモリアーティ教授と落ちてしまうわけです……」と、彼は少し悲しそうに告げる。

　ホームズが、永遠のライバル・モリアーティ教授と滝に落ちて、死んでしまったと思われたことがあったのは知っていたけれど、そういう裏話があったんだ。

「これで、しつこいオファーから解放されたと思ったドイルでしたが、待っていたのは想像を絶する苦情と、過剰な反応の数々でした。ドイルの自宅前でホームズの葬式が行われたり、『ホームズを生き返らせなければ、お前を殺す』という脅きょう迫はくめいた手紙まで届きます」

　それは、本当にすごいことだ、と私は息を呑んだ。

「それでもドイルは八年間、ホームズ・シリーズを書こうとしませんでした」

　はぁ、と残念そうに息をつく内海さん。

　あまりの切望に、もしかしたら、ドイルは逆に頑なになってしまったのかもしれない。

「しかし、熱意に折れたんでしょうかね、八年後にドイルはホームズの新作『バスカヴィル家の犬』を書きます。しかしこれはホームズが生き返ったわけではなく、ライヘンバッハの滝に落ちる前のエピソードでした。この時、読者は譬えようもない喜びと、決してホームズが生き返ったわけではない悲しみに襲われたのではないでしょうか」

　その時のファンの気持ちは、少し分かる気がした。

　新作が読める嬉しさと、だけど、彼が死んでしまっている事実はそのままで、その新作が面白ければ面白いほど、寂しさも襲おそったことだろう。

「しかし、その後も続く条件の良いオファー、ホームズの復活を切望する読者の声に、母親の助言などが重なり、ドイルはきっと、仕方なくなんじゃないかと思いますが、『空き家の冒険』という新作で、ホームズを蘇らせます。

『最後の事件』から十年の歳月が経っていました。この時のファンの喜びを思うと、自分も胸が躍おどりますね。

　大人になった今、ドイルの気持ちは分からなくもないのですが、ファンとしては、やはりホームズ・シリーズを復活させてくれたことを心から感謝しています。とはいえ、やはり私たちにとっては、ホームズの作者は飽くまでワトソンで、彼は出版代理人なのですが」と、悪戯な笑みを見せる。

「わたしたち、内海夫婦から、そんな出版代理人、コナン・ドイルの話でした」

　ぺこりと頭を下げる内海夫妻に、皆は大きく拍手をした。

　いつの世も、クリエイターの事情は変わらないのかもしれない。

　同じ作品でも、出版社が変わることで、陽の目を見なかったものが大きく羽ばたくこともあれば、作家が書きたいものと、求められているものが、一致するわけではないということ。そして、作者の心中はどうあれ、生み出されたものはファンが涙を流すほどに待っていたものなわけで……。

　世知辛いような人間ドラマに、私は感動すら覚えて、拍手をしていた。

「内海ご夫妻、ありがとうございました。お二人に質問、または『この話題は、ぜひ自分も話したい』という方はいらっしゃいますか？」

　司会の東間さんが皆を見回したあと、

「えっと、司会の私がすみません、かぶせる話題をいいですか」と遠慮がちに皆を見回す。

「もちろん」

　皆が大きく頷くと、東間さんは『あらためて』という様子で小さく咳払いをする。

「内海さんが、ドイルが一度ホームズを殺して、復活させるまでの話をしてくれましたが、私はその復活のお話である『空き家の冒険』がとても好きなんです。ゲストの皆さま、ホームズが見事に復活した『空き家の冒険』を読んだことがあるという方、挙手願いますか？」

　東間さんの問いかけに、ゲストたちは互いに顔を見合わせつつ、身を小さくさせる。

　挙手をしたのは、本当に数人だった。

　ちなみに私も『空き家の冒険』は、読んだことがない。

「ああ、そんな顔しないでください。未読の皆さんは、モリアーティとともに滝に落ちてしまったホームズがどうやって復活したのか、気になるところではありませんか？」

　にこやかに尋ねる彼女に、ゲストたちは強く頷いた。

　どんなふうに復活したのか、それはたしかに気になる。

「それでは、私から『空き家の冒険』について語らせていただきます。物語は、ホームズが滝に落ちて三年後――実際は十年のブランクがあるのですが、お話の中では三年後という設定になっています。

　ホームズの相棒、ワトソンは妻と離婚して、寂しい生活を送っていました。そんなある日、殺人事件に遭遇してしまうわけです。ワトソンはホームズの真似をして、事件を解決しようとするものの、さっぱり分からない。

　殺人の起きた屋敷まで調査に出かけたワトソンは、本を抱えた老人とぶつかり、その本を地面に落としてしまいます。ワトソンは本を拾って謝罪するも、老人は罵ののしって姿を消します。また、事件については何の成果もなく、ワトソンは自宅に戻るわけですが、そんなワトソンのもとに、先ほどの老人が訪ねてくるわけです。その老人はワトソンを罵ったことを謝り、自分は近所の本屋だと自己紹介します。そしてワトソンの背後にある本棚を見て、『そこの本棚には空きがあるから』と手持ちの本を薦めるんです。ワトソンが振り返って本棚を確認し、再び老人に視線を移すと、そこにいたのは老人ではなく、死んだはずのホームズでした。そう、ホームズは老人に変装していたのです。この時、ワトソンは驚きすぎて、文字通り気絶をしてしまうんです。このワトソンのホームズ愛に溢れた作品が大好きなわけです」

　少し興奮気味に語る東間さんに、会員たちが『分かる分かる』という様子で頷いている。

　しかし未読の私にとっては、どうして滝から落ちて死んだはずのホームズが生きているのか。生きているなら、どうして三年間も姿を現さなかったのか、とても気になるところだ。

　考えることは同じようで、挙手をして質問をしているゲストがいた。

　近々読もうと思っているのですが、と前置きをして、「ホームズは、どうやって助かったのでしょうか？」と、おずおずと尋ねる。

「ホームズは、ライヘンバッハの滝にて、モリアーティとともに落ちたと思われていましたが、実はホームズだけは落ちていなかったんです。日本の格闘術である『バリツ』をもって、モリアーティだけを滝に落とすことができたと。この『バリツ』とはおそらく武術もしくは、柔術ではないかと思われるんですが、とにかく日本の格闘術で、滝に落ちずにすみました。

　しかし、モリアーティの手下も含めて、自分の命を狙う輩やからはたくさんいる。相手を油断させる意味も含めて、自分は死んだことにしようと身を潜ひそめつつ、世界各国を回っていたと、こういうわけです。まぁ、ネタバレはここまでとして、ここからまたホームズの物語がスタートするのですが、内海さんが仰っていたように、当時のファンの感激たるや物凄かったものと思われます。その時代に生きていたかったなと思うくらいです――と、熱くなり失礼いたしました。私からは、以上です、ありがとうございました」

　頭を下げる東間さんに、皆は笑顔で拍手をする。

　すっかり、染められてしまったのだろうか？

　なんだか家に帰ったら、すぐにでもホームズの本を読みたい、そんな気分になっていた。
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「さて、それでは、休憩を挟んで、その後にお土産の紹介とオークションに移りたいと思います。お茶の用意も致しますので、ゆっくりおくつろぎくださいね。お手洗いは、ホールを出て右側にございます」

　そう話す司会者に皆は頷いて立ち上がり、背を伸ばしたり、お手洗いに向かう者もいる。

「葵さん、マニアックな話題に引いてませんか？」

　そっと顔を覗くホームズさんに、私は「いえいえ」と首を振る。

「シャーロック・ホームズの映画を観たり、何冊か本を読んで知ったような気持ちになっていましたが、思った以上に知らないことがたくさんでとても興味深いです。みなさんのホームズ愛も、なんだか微笑ましいですよね」

「それは良かった」

「私、『緋色の研究』は読んだことがあるんですが、ちゃんと覚えていなくて。そもそも、どうしてあのタイトルは『緋色』なんですか？」

「ああ、『緋色』は、西洋では『罪』もしくは『罪悪』の象徴とされているそうなんですよ」

「なるほど。そういうことでしたか」

　私とホームズさんがそんな話をしていると、執事の西澤さんが足早にこちらに駆け寄ってきた。

「ホームズくん、お願いがあるの」

「はい」

「この衣装に着替えてほしいのよ」と、西澤さんは胸に抱いているベージュのコートと帽子を見せた。

「……これは、ホームズの衣装ともいえる『ディアストーカー･ハット』と『インバネスコート』ですね」

「そう、私とマダムからの提供品は、このホームズコスチュームなのよ。せっかくなら、若いイケメンに着てもらった方が映はえるでしょうし」

「つまり僕に、ホームズのコスプレをしろと」

　少し嫌そうに目を細めるホームズさんに、

「あら、なんたってあなたは『ＷＳＨＣのホームズくん』なんだし着なきゃだめよ。さっき、執事である私の頼みを聞くって言ってたじゃない」

　口を尖らせるようにして言う彼女に、ホームズさんは諦めたように小さく笑った。

「分かりました。今日は執事・西澤さんの小間使いですから、着させていただきます。持ちますよ」

　彼女が胸に抱いているコートと帽子を、受け取ろうとすると、

「ああ、大丈夫よ。それより、ホールを出て奥の部屋に」と西澤さんが歩き出す。

　近くでやりとりを聞いていた杉浦さんが、目を輝かせて身を乗り出した。

「おー、ホームズくんがホームズのコスプレをするんだね。気乗りしないなら、僕が代わろうか？」

「あら、駄目よ。ホームズくんがシャーロックになったら、あなたは隣に立って、ワトソンさんになってもらわなきゃ」

　すかさずそう言う西澤さんに、杉浦さんは「ええ？」と声を上げる。

「し、心外だな。僕だってイニシャル、Ｓ．Ｈだし、『ＷＳＨＣ』のもう一人のホームズのつもりなんだけど」

　その様子に、近くで話を聞いていた人たちがドッと笑った。

「葵さん、ちょっと待っていてくださいね」

　そう言ったホームズさんに、「はい」と私は頷く。

　シャーロック・ホームズのコスプレをするホームズさん。

　私もなんだか楽しみだ。

　ホームズさんが西澤さんとともにホールを出ていく様子を見送り、時間を持て余した私は受付時にもらった冊子をパラパラとめくる。

「お茶菓子の用意ができてますので、ぜひ、壁際の長テーブルにお越しください」

　明石さんと東間さんの呼びかけに、私は顔を上げた。

　せっかくだから、いただこうと、私も他のゲスト同様、立ち上がって長テーブルに向かう。

　そこには、ウェッジウッドのカップ＆ソーサーに小さなケーキ。

　そして招待客が持参したと思われるスコーンやクッキーが並んでいて、受付の二人が飲み物を希望に応じて注いでいた。

　さすが、英国尽くし、と感心しながら、私は紅茶をいただく。

　高価な英国食器に緊張しながら、そっと口に運び、

「……あ、美味しい」と洩らすと、近くにいたマダムが嬉しそうに目を細めた。

「良かったわ、私のお気に入りの茶葉なのよ」

「もしかして、紅茶もウェッジウッドですか？」

「そうなの。シャーロック・ホームズのファンになる前から、英国の大ファンで。ここもね、もともとは日本家屋だったのよ。それを買い取った時に、主人にわがままを言って、すべてを英国風に変えてもらったの」

　マダムの話を聞きながら、私は相槌をうつ。

　そうか、もともとこの土地には、日本家屋があり、マダムご夫妻がそれを英国風洋館に建て替えたわけだ。

　マダムは標準語だし、元々は関西の人ではないのかもしれない。

　そんなことを思っていると、

「ああ、杉浦さん、そろそろカーテンをあけて」

　明石さんが、窓際に置かれた真っ赤なカーテンで仕切られている簡易フィッティングルームを指した。

「おっ、そろそろ、時間か。了解」

　杉浦さんは頷いて窓際に向かい、簡易フィッティングルームに取り付けられているレバーをくるくると回す。

　すると、真っ赤なカーテンがするすると上がっていった。

　そこには三段になった丸テーブルがあり、ロシア版シャーロック・ホームズ映画のフィルムや、シャーロック・ホームズの衣装を着たテディベア、『Ｓ．Ｈ』と彫られたワイングラス、ホームズのバッジなど、様々なグッズが並んでいる。

　パネルに入った絵画のポスターもあった。

　これは、たしか……「ヴェルネにグルーズ？」と呟くと、

「へえ、さすが『蔵』でバイトしているだけあって詳しいんだね。そう、それはフランスの画家『オーラス・ヴェルネ』と、同じくフランスの宮廷画家『ジャン＝バティスト・グルーズ』の絵画をポスターにしたものだよ」と杉浦さんが感心したように言った。

「えっと、どうしてホームズグッズの中にこれが？」

　首を傾げた私に、近くにいた松田さんがスッと顔を出す。

「シャーロック・ホームズの祖母が、ヴェルネの妹という設定なんですよ」

「あ、ああ、松田さん、横から来て手柄を取らないで」

　杉浦さんが慌てたように言うと、松田さんが「手柄って」と小さく笑う。

「ついでに言うとモリアーティ教授が、グルーズの作品を収集していたという設定なんだ」

　さらにそう続けた松田さんに、「あ、また！」と杉浦さんが額に手を当てる。

　そんな二人を前に、私はクスクス笑いながら、ポスターに目を向けた。

　そんな細かな設定をしていたからこそ、ファンの間では、ホームズがまるで実在していたかのように思われているのかもしれない。

　あらためてテーブルを見ると、『指原持参・閲覧用』と書かれた茶封筒もあった。

　指原さんがアメリカで落札してきたという品は、茶封筒に入るものだったようだ。

　一体それは何なのだろう、と思いつつ、私のようなミーハーは、どうしてもホームズコスプレをしたテディベアに目が行ってしまう。

　シャーロック・ホームズのコスプレをしたテディベアが、とても可愛い。

　でも、そんなことを口にしたら、ホームズさんが私を気遣って、落札してくれそうだから黙っていよう、と思っていると、

「あ、あれ、見て！」

　東間さんが悲鳴のような声を上げて、外を指差した。

　皆はその声につられるように窓の外に目を向ける。

　東間さんが何を見て驚きの声を上げたのか、すぐには分からず目を凝らす。

　それは、草花に邪魔をされていたためで、気付いた時には私も衝撃を受けた。

「さ、桜が」

　見事だった桜の大きな枝が、地に落ちていた。

「ど、どうして？」

　困惑の声を上げるマダムの顔が蒼そう白はくしている。

　そう、先ほどまで見事な枝ぶりを見せていた桜の木。

　どうしてその大きな枝が、音を立てることもなく落ちてしまったのか。

　不思議に思いながら、私たちが庭に出ると、桜の木の幹に、さっきはなかったコピー用紙が釘で打ち付けられていた。

　その紙には、棒人間を思わせる奇妙な人型のイラストが並んでいる。

　手を広げたり、逆さになったりの棒人間のイラストが七体。

　まるで茶化しているようにも見える。

　私が訝いぶかしさに眉根を寄せると、

「……お、踊る人形」

　会員たちはそう洩らし、顔色を変えて絶句した。

「踊る人形？」

　聞き返した私に、隣にいた杉浦さんがごくりと生唾を飲んで頷く。

「あ、ああ、『踊る人形』は『シャーロック・ホームズの帰還』に掲載している短編のタイトルなんだけど、この逆さになったり、手を開いたりしている棒人間――踊る人形が、暗号文となっている話でね」

「ホームズはこの暗号文を、アルファベットの頻度順によって解読をしたんだ」と松田さんが続ける。

「ということは、これは暗号文なんですか？」

　私は今一度、棒人間イラストに目を向ける。
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　弁護士の大河原先生がスッと前に出て、

「そういうことだね、解読しようか」と難しい表情で告げた。

「向かって左から二番目と、右から三番目の二体が同じ人形で、そして左から三番目と、右端の二体が同じ人形だ」

「たしか、これは『Ｓ』です。僕は、自分のイニシャルを踊る人形で書いたことがあるので覚えています」と杉浦さんが言う。

　つまり、『○○Ｓ○○ＳＳ』ということだ。

「最初の逆さの人形は、『Ｄ』のはずです。『踊る人形』の文章で、『ＧＯＤ』が出てくるんですが、ラストがこの逆さ人形だったことを覚えています」

　松田さんが顎に手を当てながら言う。

『Ｄ○Ｓ○○ＳＳ』

「左から二番目と右から三番目は『Ⅰ』よ。私も、踊る人形で自分の名前『藍美』を書いたことがあるから」と明石さんが続ける。

　踊る人形で自分の名前を書くなんて、そんなこともしているんだ、と私はこの期に及んで、そんなことにも驚いてしまう。

『ＤＩＳ○ＩＳＳ』

　大河原先生は、はぁ、と息をついて、額に手を当てた。

「――ああ、これで答えが出たようなものだね。真ん中は『Ｍ』、これは『ＤＩＳＭＩＳＳ』と書かれている。つまり……」

「『解散しろ』と」

　低い声で告げた松田さんに、その場がシンと静まり返る。

　マダムの大事にしている桜の枝を折って、その幹に踊る人形による『解散しろ』というメッセージを貼り付けた。なんて、悪質なんだろう。

　皆が言葉を発せずにいると、しばし呆然と桜を眺めていたマダムがワッと泣き出した。

「こんなのってないわ。確かに今回、私はわがままを言って、この家を使ってもらったわ。記念の定例会、ちゃんとした立派なホテルで開催したいことくらい私だってわかっていた。だけど、それでは自分が出席できないからこの家で、と言ったのは傲ごう慢まんだったかもしれない。だからといって夫の形見で、私の宝物である桜の枝を折って、こんなメッセージを貼り付けるなんて」

　顔を手で覆おおって俯くマダムに、明石さんが、「マダム、そんなっ」と背中に手を当て、静まり返った庭にしくしくと悲しい泣き声が響く。

「そうだよ、マダム。確かに『不便だ』って声はあったけど、こんな素敵な屋敷を使わせてもらえて、僕たちは喜んでいるんだ」

　杉浦さんはとても素直な人なのだろう。フォローしているようだけれど、『不便だ』という声が上がっていたことは分かった。

「大体、一体誰がこんなことを」と松田さんが腕を組む。

　会がスタートするまで、桜の木は正常だった。

　発表している間も、誰も席を立たなかった。となると、やはり休憩時間。

「あの時、ホールから出て行ったのって、会長の平岡さんと真壁さんと、指原さんよね」

　東間さんが記憶を探るように顎に手を当てながら言うと、側にいた内海夫妻が、

「あと、ホームズくんと西澤さんもだ」と続ける。

　そのメンバーは、今もここにはいない。

　一方、マダムは俯いたまま。ゲストたちは一歩下がったところで顔色を失くしている。

　この状況にて、明石さんはやりきれないように顔を歪ませた。

「そもそも、『解散しろ』って、この会をお開きにしろってこと？　それとも『ＷＳＨＣ』を解散しろってこと？」

「どちらにしろ、私たちのやり方に不満がある会員なんじゃない？」

　そこまで話して、皆は口をつぐむ。

　あの人じゃないか、この人じゃないか、と脳内で渦巻いているのだろう。

「ね、もしかして、平岡会長とか、よく『昔はもっと活気があって良かった』というようなことを言ってたから、今に不満があったのかも」

「あとロンドン会員の真壁さんとか『向こうは本格的なのに、こっちは緩い』と思ってたとか」

「あと、ホームズくん。私、あの人、優しくて親切だけど、どうにも裏がありそうな気がしていたの。本心が見えないというか」と言い出した皆に、私はギョッとした。

「ちょ、ちょっと待ってください。ホームズさんはたしかに、腹黒だし、裏表は激しいし、胡散臭いようなところがあるし、時にいけずです。だけど誰かの宝を傷つけるようなことは決してしませんし、こんな悪質なことをしたりしません！」

　思わずそう声を上げた私に、皆はハッとして口をつぐむ。

　その時、背後で、

「葵さん、ありがとうございます。でも、相変わらず少しひどいです」と愉しげな声が聞こえて、私は勢いよく振り返る。

　そこには、インバネスコートにディアストーカー･ハット、手にはパイプと、まさにシャーロック・ホームズの扮ふん装そうをしたホームズさんの姿があった。

　着替えを終えてホールに出たものの、皆の姿がなかったことから、この庭に出てきたのだろう。シャーロック・ホームズのコスプレをした彼のあまりに似合うその姿に、会員もゲストも騒動を忘れて、思わず彼に目を奪われているのが見て取れる。

　ホームズさんの後ろでは、執事の西澤さん、会長の平岡さん、ロンドン会員でもある真壁さん、指原教授が『一体何事か？』とばかりに目を見開いていた。

「マダムの大切にしている桜の枝が折られ、幹に踊る人形の暗号文が貼られていたんです」

　私がそう言うと、ホームズさんは何も言わずにゆっくりと木の幹に歩み寄った。

　釘で打ち付けられた紙を確認したあと、しゃがみこんで地面に落ちている枝に目を向ける。

　私もあらためて、枝に目を落とす。

　落ちた枝は、斜めに切り込みが入っていて、一部裂けたようになっている。

　ノコギリのようなものである程度切り、最後は裂くように引っ張ったような切り口だ。

「――葵さん、僕がいない間、ホールであなたが見たことをすべて教えてもらえませんか？」

　立ち上がってそう言うホームズさんに、私は戸惑いつつ「は、はい」と頷いた。
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　私が見たことのすべてをホームズさんに伝えている傍ら、会員たちは暗号文を手にしたり、枝を確認している。

　まるで事件現場の検証を思わせる、物々しい雰囲気だ。

　そんな中、

「やめて、もう解散しましょう！」と今まで俯いていたマダムが悲痛な声を上げた。

「……マダム」

　執事の西澤さんが沈痛の面持ちで側に寄り添ったかと思うと、強い眼差しを皆に向けた。

「マダムの大切にしている桜の枝を折った上に、あんな茶化した暗号文を幹に突き刺すなんて信じられません。申し訳ございませんが、今日はこれにて解散にいたしましょう」

　強い口調でそう告げる西澤さんに、皆は『仕方ない』という様子で顔を見合わせる。

　その時、「な、ない！」と、今度はホールから指原教授の声が響いた。

「どうしました？」

　皆がホールに駆け付けると、指原教授が茶封筒を手に呆然と立ち尽くしている。

　茶封筒は、指原教授がアメリカで落札してきたもの。

「中身が、なくなってる」

　真っ青な顔でそう告げた指原さん。

　マダムの桜の枝が折られ、悪質な暗号文が貼られている中、指原教授が『閲覧用』と持参した品がなくなっていた。

　あまりのことに、私も皆も言葉を失い、立ち尽くしていると、

「なるほど、これでハッキリしましたね。『犯人』は指原教授の持参したお宝が目当てで、この騒動を起こしたのでしょう」

　ホームズさんがホールを見回して、ふぅ、と息をついて腕を組んだ。

「指原くん、持参したものはどんなものだったのかな？」

　会長の平岡さんが、静かに尋ねる。

「書類です。クリアファイルに入れてこの茶封筒に入れていたのですが、クリアファイルごとなくなっていました」

「これは間違いなく、ゲストではなく会員のやったこと！　会員は全員まだここにいる。一体、誰が指原くんのお宝を盗んだのか持ち物検査をしようじゃないか。申し訳ないが、皆さんのバッグの中身を！」

　そう声を上げた平岡さんに、会員たちは率先して自分のバッグの中身を見せる。それを西澤さんや杉浦さんが確認していく。

　そんな中、ホームズさんは眉を下げる。

「おそらく、持ち物検査をしても出てこないでしょう。これは周到に用意されたことです」

「それじゃあ、すでにどこかに隠してしまったと？」

「それより、一体誰がどうやって桜の枝を折ったの？」

　詰め寄る皆に、ホームズさんは「そうですね」と洩らす。

「まず、誰が桜の枝を折ったのかに注目したいと思います」

　そう言ったホームズさんに、皆は動きを止めて注目した。

「桜の枝は、僕がこの衣装に着替えるためにホールを出るまで、異変はありませんでした。つまり僕の記憶が正しければ、枝は僕がホールを出たあとに折られたのではないかと思われます」とホームズさんは、窓の外の桜の枝に目を向ける。

　ゲストたちは、『この人の記憶はあてになるのだろうか？』という顔を見せているものの、メンバーはホームズさんの記憶力をよく知っているのか、異存はないようだ。

「僕と西澤さんは、着替えのために奥の部屋に入りましたし、平岡会長と真壁さんと指原教授はお手洗いに行ったあと、通路でお喋りに花を咲かせているようでした。僕が衝立を挟んだ部屋の隅で着替えている間、西澤さんはその場を離れなかったですし、平岡会長、真壁さん、指原教授の三人もずっと通路にいたのですよね？」

　確認するように問うたホームズさんに、平岡会長、真壁さん、指原教授は「そうだよ」と強く頷く。

「で、でも、この三人が、こっそり通路から庭に回ったってことは考えられないかな？」

　言い難にくそうに尋ねた杉浦さんに、西澤さんが苦笑して首を振る。

「今回、ホールと通路とお手洗いしか行き来できないよう、鍵をかけていますから無理だと思います。通路に窓はないし、お手洗いの窓は子どもも通れないほど小さいです」

「思えば僕が着替えた部屋も鍵をかけていましたし、本日開放しているのは、庭とホールと通路とお手洗いのみで、他の部屋には行かないよう、しっかり施錠していたということですね？」

　ホームズさんの問いかけに、西澤さんは「はい」と頷く。

「そしてホールでの様子ですが、葵さんに聞いたところ、東間さんが桜の枝が折られていることに気付いて声を上げるまで、誰一人として外に出ていなかったそうです」

　そう続けたホームズさんに、皆は「うんうん」と頷く。

「しかし、一人だけ、少し変わった行動をした方がいました」とホームズさんは、お土産が置かれたテーブルの前まで歩き、くるりと振り返る。

「変わった行動？」と皆は戸惑いの表情を見せる。

「ええ、その方が外に出ずに、桜の枝を折ったものと思われます」

「そ、外に出ずにって、一体それは誰がどうやって」

　平岡会長が困惑しながら、ホールを見回す。

「桜の枝を折ったのは……」

　皆は固かた唾ずを呑み、ホームズさんの言葉を待つ。

　ホールはこれ以上ないほどの緊張感に包まれていた。

「杉浦さん、あなたです」

　ホームズさんは、そう言って杉浦さんを指差した。

　杉浦さんは「え、ええ、ええええ？」と自分を指差して、目を丸くする。

「ちょ、待ってよ、僕は桜の枝なんて折ってないし、そもそも、ホールを出ずに枝を折る方法なんて知らないし」

「ええ、あなたは意識せずに桜の枝を折りました」と相槌をうつホームズさんに、「何を言ってるのか、わけが分からないよ、ホームズくん！」と杉浦さんは、両手で頭を押さえる。

　ホームズさんは、簡易フィッティングルームに付いているレバーに手を乗せた。

「あなたはこのレバーを回して、カーテンを開けたと葵さんから聞きました」

「あ、ああ、そうだよ？」

「今回の事件は、お土産置き場に使われているこのフィッテングルームを利用したんです。桜の枝は、事前に切り込みを入れているようでした。おそらくノコギリで下側に斜めに入れたのでしょう。そしてピアノ線を使ったわけです。そのピアノ線は、桜から外灯などを介して、このフィッティングルームの天井の滑かっ車しゃへとつなぐ。誰かがこのレバーを回すことで、ピアノ線が引っ張られて、桜の枝が落ちる。そのピアノ線は、この上の滑車に巻き取られたわけです。庭を飾る旗は、ピアノ線を目立たなくするためのものでしょうね」

「そ、そうか、それでレバーがやたらと重かったんだ。錆さびてるとばかり思っていた」

　杉浦さんは、納得とばかりに目を開き、

「それは、たまたま、僕がってことなんだね？」と、すがるように身を乗り出す。

「ええ、たまたまあなただったのでしょう。おそらく『踊る人形』の暗号文は、会が始まる前に皆がホールに入るのを確認してから、打ち付けたのでしょう。こんな下準備は外部の者には無理だと思われます」

　ホームズさんの言葉に、皆はハッとしたような顔を見せる。

「……西澤さん」

　ホームズさんは体の向きを変えて、執事の西澤さんに視線を移した。

　西澤さんはビクンと肩を震わせる。

「あなたは、杉浦さんに仰っていましたよね。『私は男性が側にいる時には、物を運ばないようにしているの』と。しかし、今僕が着ているこの衣装を持とうとしたら、あなたは断られた。それはどうしてですか？」

「っ！」西澤さんは、目をそらして唇を噛む。

「手にしていた衣装の下に、隠しているものがあったからではないでしょうか」

　そう続けたホームズさんに、皆は驚きの表情を浮かべる。

「そ、それじゃあ、指原くんの書類は……」

　信じられない、と目を開く平岡会長に、ホームズさんは頷いた。

「ええ、西澤さんが持っているでしょう」

　ホームズさんの言葉に、皆は大きく瞬き、西澤さんは沈痛の面持ちで目を伏せている。

「西澤さん、あなたは、この衣装をフィッテイング・ルームから持ってきた時に、指原教授の書類も茶封筒から抜き取ったんです。そして僕と奥の部屋に行き、僕が衝立の向こうで着替えている間、あなたはその書類を隠しました」

「ということは、書類は奥の部屋にあるのかい？」と指原教授が声を上げる。

「あの部屋に隠したとも考えられますが、なくなったと騒ぎになった時に、あの部屋を探すということにもなりえるわけですから、違うような気がします」

「それじゃあ、どこに？」と、皆が眉根を寄せると、ホームズさんは西澤さんの着物に目を向けた。

「西澤さん、おそらくあなたはクリアファイルごと、帯の内側に入れたのではないでしょうか。違いますか？」

　ホームズさんが少し上体を乗り出すと、西澤さんは痛々しいような表情で俯いた。

　すると、マダムが車椅子を押してやって来て、

「彼女を責めるのはやめてくださいな、ホームズくん。このことをお願いしたのは、私なの。私が主謀者よ」と西澤さんの隣につく。

　どうして？　と皆が瞬く中、マダムはそっと目を伏せる。

「今回私は幹事ということから、指原教授が何を落札し、持参するか聞いていたわ。その品を聞いたときに、もう胸が高鳴って、どうしてもどうしてもそれを自分のものにしたかった。それで、西澤さんにお願いしたのよ。桜の木が宝なんて、本当は嘘なの。夫が大切にしていたのは本当よ。ここに引っ越してきた時、この庭を英国風にするのに、あの桜を切りたいと言ったら、普段は優しい主人に怒られてしまって。桜自体は好きなのだけど、私は、自分の素敵なイングリッシュガーデンに、あの桜があることがどうしても気に入らなかったの。

　だけど、桜を宝のように言っておけば、その枝が折れたら、騒動になるでしょう？　その隙に、と邪よこしまなことを考えてしまったの。指原さん、皆さま、本当にごめんなさい」

　深く頭を下げるマダムに、指原教授は小さく首を振り、

「いや、その、同じシャーロキアンとして、マダムのお気持ちは痛いほどに分かりますよ」

　優しく言って、マダムの肩に手を乗せた。

　それでも、痛々しいような空気がホールを包む。

　その時、ホームズさんが大きく拍手をして、

「いや、マダム、皆さん、本当に名演技でした」と言ったことに、皆は「えっ？」と目を見開く。

「これは、『ＷＳＨＣ』からの、ゲストの皆さまに向けての出し物の寸劇です。だから僕はこんな格好させられているわけですよ。ねっ、杉浦さん」とホームズさんが視線を送る。

「えっ、あっ、そ、そう！　題して『桜の枝事件』。お楽しみいただけたでしょうか？」

　慌てて続ける杉浦さんに、会員たちは顔を見合わせて頷き、まるでカーテンコールのように横一列になって、頭を下げた。

　ゲストたちは、動揺した様子を見せていたものの、すぐに顔を明るくし、「わっ」と声を上げて、大きく拍手をした。

「す、すっごい、ドキドキしました」

「思えば滑車やレバーを使って枝を切り落とすなんて、まさに劇よね」

「さすが、シャーロック・ホームズ会」

　さらに拍手が大きくなる。

　拍手が続く中、マダムと西澤さんは困惑の顔を見せ、心底申し訳なさそうに二人揃って、深く頭を下げた。

「……本当に申し訳ありません」

「あと、これを……」

　西澤さんは、帯の内側からクリアファイルを取り出した。

「にしても、その『お宝』だけど、指原教授、それは一体何なのか、いいかげん教えてくれませんかね」

　痺しびれを切らして尋ねる大河原先生に、指原教授はクリアファイルを受け取りながら「いやはや」と笑う。

「先月、アメリカに住む友人のところに訪れた時のことです。近所に住む富豪が亡くなって、その遺品をオークションにかけるということで、一緒に行こうと誘われました。

　私は本当に興味半分で、オークションに参加したわけです。その亡くなった富豪は、大変多趣味な方でして、絵画、骨董品、宝石、古本と、様々な美術品を収集していました。しかし遺族はそうしたものに興味がなく、それよりもお金がほしかったようでした。そんな彼のコレクションの中に、『コナン・ドイルの未公開原稿』があったわけです」

　そう言った指原さんに、会員のみならずゲストも目の色を変えた。

「ド、ドイルの未公開原稿なんて、そんなのありえるんですか？」

　ゲストの一人が『信じられない』という様子で声を上げる。

「信じられないでしょうが、実際に行方不明になったドイルの原稿というものは存在するんです。『ジョン・スミス語る』という作品で、ホームズ・シリーズではないんですが、郵便で送付された原稿が出版社に届く前に紛失してしまったのです。まぁ、後に書き直したものが出版されましたが。

　皆さんが『まさか』と思うように、出品者側も、本物とは思っていない様子でした。私自身も半信半疑ながら原稿を確認しまして、紙自体が十九世紀のものであること、そしてまさにドイルの字であったことに衝撃を受けました」

　そう話した指原教授に、「彼は古文書の研究もされているんですよ」と、ホームズさんが補足するように告げる。

　皆が「へぇ」と相槌をうつ中、指原教授は少し照れたように肩をすくめた。

「ええ、そうなんです。僕も家頭ホームズくんとはまた分野が違うんですが、古文書の『鑑定』のようなことをやっておりまして。古文書もなかなか面白いのですよ。

　面白い例で言えば、十六～十七世紀のイギリスでは、政府の弾圧を避けるために、違法出版物を海外で印刷し、そこに『ロンドンで印刷』と記すことがありました。わざわざ『ロンドン』と記したのは、政府に対する嫌がらせです。時々、歴史家でもその記載に騙だまされてしまうことがあるのですが、見分け方としては印刷の仕上がり具合を見ます。

　いかにも下手な印刷だとロンドン製、綺麗な出来だとオランダ製なんです。当時イギリスの印刷技術は遅れていたので、質の高い印刷はできなかったんですよ。

　ですから、『ロンドンで印刷』と記されていながら質の高い印刷だと、当時の印刷先進国だったオランダ製のものかと疑った方が良いでしょう。また、用紙から得る情報も多く、『ボヘミアの醜聞』にも少し言及されていますが、『透かし』が大きなヒントになりまして……」

　指原教授がそこまで話した時、平岡会長が申し訳なさそうに手をかざす。

「指原くん、大変興味深い話ですが、それは後にゆっくり聞かせてもらうとして、悪いが、今はドイルの原稿の続きを」

「ああ、失礼いたしました。話を戻しますね」と指原教授は子どものような笑みを浮かべる。

「こんな感じで自分も古文書に携わっておりますので、オークションに出品された原稿の紙を見まして、『もしかしたら』と思いました。ですが、そこで『本物かもしれない』ということを伝えると、たちまち高額になってしまうでしょうから、『自分はシャーロキアンだから、偽物でもほしい』と言って落札しました。その会場にホームズファンがいなかったことが幸いでしたね」指原教授は、ふぅ、と息をつき、胸に手を当てた。

「この原稿は、ホームズ復活の話なんですが、未完のものなのです。もし、本物だとしたら、『空き家の冒険』の前に書いたボツ原稿ではないかと、こう思ったわけです。しかし、自分でも『まさか』と思う気持ちがありまして、それで、鑑定士でもあるホームズくんに見てもらいたいと思っていたわけです」

　そう話す指原教授に、私はようやく納得して大きく頷く。

　会員たちも『たしかに、ホームズ・シリーズの未公開原稿なら、どんな手を使っても欲しいという気持ちは分かるかも』と顔を見合わせている。

「それでは、拝見してもよろしいですか？」

　ホームズさんが指原教授の前に歩み寄り、白い手袋をした手を差し出した。

「お願いします」とクリアファイルを手渡す。

「僕は事前に、この原稿の画像を見せてもらっていたんですよ」

　ファイルから、色いろ褪あせた原稿を慎重に取り出して確認する。

　先ほどのＱＲコードは、どうやら画像を保存しているページのものだったようだ。

　ホームズさんはあらためて原稿を確認し、やはり、という様子で苦い表情を見せる。

「……ドイルの文字そっくりに仕上げていますが、模倣ですね」

「というと……」

「ニセモノでしょう」

　ハッキリとそう言ったホームズさんに、指原教授は「そうか」と肩を落とす。

「えっ、そんなに簡単に判断しないでよ。字はそっくりなんだよね？」と杉浦さんが身を乗り出す。

「ええ、先ほど画像でも原稿をチェックさせていただいた際に、中身も読ませていただきました。この原稿の内容は、ホームズがライヘンバッハの滝に落ちて、三か月後のこと。

　ワトソンは、あの超人的だった自慢の友人・ホームズの死がどうしても信じられず、仕事の都合をつけてはスイスに行き、彼を捜すということをしていました。

　そんなワトソンの許に、スイスのとある村にホームズとよく似た人がいた、という情報が届き、すぐさまそこに駆け付けるわけです。そこには紛まぎれもなく、ホームズがいました。だが、彼は記憶を失っている。話を聞くと、その家の老夫婦が川べりでホームズを発見して救出したそうで、意識を取り戻した時には記憶を失っていたと。老夫婦は息子を亡くしたばかりということもあって、ホームズを息子のように思い、介抱していたわけです」

　そう話すホームズさんに、皆は「ほう」と相槌をうつ。

「記憶を失くしても、ホームズ特有の鋭さは変わりなく、ワトソンを見るなり医者であることを言い当てたり、『君がかつて僕の友人だったことは分かった』と言う。そんなホームズを前にワトソンは、彼と再会できた嬉しさと、自分のことを忘れられている寂しさを感じながらも、少しの間、彼の側にいて治療することができたらと考えます。

　そんなある日、世話になった老夫婦の息子の死の原因が事故ではなく殺人だったことが分かり、ホームズは立ち上がるわけです。事件を解き明かしていく中、ホームズは犯人の一味に胸倉をつかまれて、壁に頭を打ち付けられる。ホームズはしゃがみこみ、顔を上げた時には目つきが変わっている。そう、その瞬間、記憶を取り戻したんです。すぐにワトソンは、元のホームズに戻ったことを感じる。ホームズはワトソンを見るなり、『……やあ、久しぶりだね、ワトソン』と言い、その時、ワトソンは『お帰り、ホームズ』と目に涙を浮かべる。

　――このシーンは、感動と興奮でしたね。そこからホームズは、持ち前の鋭さをもって、事件を解決に導こうとする、というところで原稿は終わっています」

　ホームズさんの言葉に、皆は「ああー」と呻き、『残念』とばかりに額に手を当てる。

「僕がこの原稿をニセモノだと思ったのは、文字に、まったく感情が入っていないことからなんです。たとえば、ホームズが記憶を取り戻すシーン。本来の書き手ならば、多少なりとも文字に自らの興奮が入るものですが、この原稿はすべて文字の雰囲気が一定で、感情を押し殺して、『ドイルの文字で文を書く』ことを徹底しているわけです。つまり、この物語は、一度他の原稿用紙に書き上げ、完結後に『ドイルの文字』で書き写していったものではないでしょうか。これは、なかなか気の遠くなるような、神経を遣う作業です。しかし、これが未完に終わっている。つまり書き写す作業が途中で終わっているわけです。これがどういうことか分かりますか？」と、ホームズさんは、原稿を手に皆を見た。

「それは、書いている人が亡くなった、とか？」

　東間さんが首を傾げながら、小さく言う。

「ええ、その可能性はあります。あとひとつは、『これを仕上げる必要がなくなった』といったところでしょうか」

　その言葉に、皆はハッとして目を開いた。

「それはつまり……ドイルが、ホームズを復活させたから？」

　手を打つ会員たちに、ホームズさんは頷く。

「そうです。おそらく、とても熱心なシャーロキアンが、ホームズの続きを読めないならば、自分が復活劇を書こうとしたのでしょう。それは別に世間を欺くためではなく、今で言う、同人誌的な感覚だったと思われます。いつの世も、二次創作で才能を発揮される方がいるものです。この原稿はあくまで自分のために作ったものなのでしょう。しかし、ドイルがホームズを復活させたとなっては、もう自分の二次創作なんてどうでも良くなってしまうわけです。大喜びで『空き家の冒険』を手にしたに違いありません。

　そう、この原稿は、ホームズをとても愛する者が作った、二次創作原稿というわけです」

　原稿を大事そうに手にしながら言うホームズさんに、皆は、はああ、と頷く。

「……そうか、そういうことなら、落札して悔いはないよ。だけど、どうせならこの原稿、最後まで読みたかったな」

　少し残念そうに言う指原さんに、皆は「それは、同感」と、くすくすと笑い合った。
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　その後、滞とどこおりなくオークションが開催された。

　スタート時の金額は、やはり『２２１円』からで、ホームズさんが着ている衣装が大人気だったり、ホームズにちなんだクイズ大会がゲスト向けと会員向けに行われ、会員のマニアックさと白熱ぶりに、恐れおののきつつも皆で爆笑したり、賞品や記念品をいただき、用意された美味しいケーキやスコーンにクッキーをたくさん食べて、それは楽しい『ウエスト・シャーロック・ホームズ・クラブ』の２２１記念定例会はお開きとなった。




「――今日は本当にありがとうございました。とっても楽しかったです」

　私とホームズさんは、そう言って頭を下げた。

　私の腕の中には、あのホームズの扮装をしているテディベアがおさまっている。

　オークションが始まる際に、『ホームズくんは、功労賞として、好きなものを２２２１円ポッキリで一発落札してもいいわよ』と会員の皆に言ってもらえて、

『それでは、お言葉に甘えて』

　ホームズさんは、このテディベアを手にし、『葵さん、どうぞ』と私に手渡してくれた。

　私は驚きと戸惑いと恐縮の中、テディベアを受け取り、『あ、ありがとうございます』と頭を下げた。

　ホームズさんは、私が欲しそうにしていたのを感じ取ったのだろう。

「いや、今日は本当にありがとう、ホームズくん。お陰でなごやかに終わることができて本当に良かったよ」

　杉浦さんがホームズさんの手をつかんで、ぶんぶんと握手をする。

　その横で、平岡会長を含む他の会員たちが、うんうん、と頷いている。

「いえいえ、そんな、急な僕の振りに、すかさず合わせてくださった杉浦さんの機転にも感謝ですよ」

「いやいや、僕はそんな」

　照れたように頭をかく杉浦さんに、横にいた大河原先生が思い出したようにプッと笑う。

「にしても、『桜の枝事件』ってネーミングはひどいものだったよね」

「や、先生ひどいですよ！　咄とっ嗟さに良いタイトルなんて出ませんから。なんならタイトル、考えてみてくださいよ」

　杉浦さんがムキになって声を上げると、平岡会長が「そうだね」と腕を組んだ。

「『緋色の思惑』、なんて、どうだろう」

　そう言った平岡会長に、会員たちは「おおっ」と声を上げ、杉浦さんは、「やられた」と額に手を当てる。

　その様子に、そこにいた皆はドッと笑った。




　――そうして私たちは揃って頭を下げて、そのまま間宮邸を出た。

　門を出て振り返ると車椅子に乗ったマダムがこちらを見ていて、目が合うなり、深く頭を下げた。

　私たちも同じように頭を下げる。

「……みなさん、寛大でしたよね」

　駐車場に向かいながら、私はぽつりと零す。

　どうしてもほしかった、という理由から、あんな騒動を起こしたマダムを赦して、何事もなかったように記念会を成功させた。

「指原教授が仰っていたように、同じファンであり、コレクターである者には気持ちが分かるのでしょう。僕の場合は、『手に入れたい』というコレクター欲はあまりないのですが、もし本当にホームズ・シリーズの未公開原稿が出てきたら、なんとしても読みたいとは思うでしょうし」

「……分かり合える『同士』というわけなんですね」

「ええ、そうですね。まさに『同士』と言えるでしょうね」

　ホームズさんは、大きく頷いた。

「皆さん素敵な人たちだったのもあるんですが、ファンの集いって楽しいものですよね。私、あらためて『緋色の研究』から、ホームズ・シリーズをしっかり読んでみたいと思いました。その上で、また参加したいです」

「それは、嬉しいですね。ぜひまた参加しましょう」

「はい」

　私たちは顔を見合わせて微笑み合い、再び歩き出した。












第三章　『紫の雲路』
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　それは、今から約二か月前。まだ、春が遠い、二月末のこと。

　私が通う府立大おお木き高校は、サッカーのプロリーグが開幕したということで、随分と活気づいていた。

　それは、どのくらいかというと、校内はサッカーの話題で持ちきり。

　校舎にはリーグ開幕を祝う垂れ幕が下がっているほどだ。

　サッカーの話題になるだけならさておき、なぜ、リーグ開幕の垂れ幕まで下がっているのだろう？

　何より、去年はこんなにサッカーの話題が持ち上がっていなかったのだけど。

　私が一人で不思議に思っているものの、今日も教室では男女かかわらず、サッカーの話題に花を咲かせている。

「えっと、みんな、どうしてこんなに盛り上がっているの？」

　戸惑いながら尋ねた私に、クラスメイトたちが顔を見合わせたあと、くすくすと笑う。

「そっか、真城さんは知らなかったんや」

「私たちは元々、地元チームの『京都サンガＦ．Ｃ．』を応援しているんだけど、今季は、ちょっと特別で」

「特別って？」

　私が首を傾げると、クラスメイトが次々に身を乗り出す。

「我が大木高校を卒業した先輩が、『京都サンガＦ．Ｃ．』に所属しててね」

「そう、今までは主に控えの選手やったけど、去年の後半、交代で出場した時になかなかの活躍を見せてくれたから、今年の期待度は高いというか」

「選手は、この人なんやで」と、冊子を見せてくれる。

　薄紫の紙に紫の文字で『ＳＡＮＧＡサンガ　ＴＩＭＥＳタイムズ』と記された、京都サンガＦ．Ｃ．のフリーペーパーだ。

　ページを開くと、そこには茶髪で短髪の、よく日に焼けた若い選手が、ゴールを決める写真が掲載されている。

【名前：一いち条じょう　誠まこと　（二十歳）　ニックネーム：イチジョー

　誕生日：５月３日　血液型：Ａ型

　身長／体重：一七九センチ／七十五キロ

　出身地／出身校：京都市／大木高校

　ポジション：ＦＷ　利き足：右

　抜群の脚の速さと、得点力のある一条。今季の活躍に大いに期待が寄せられている！】

　私は冊子を手に、「へぇ」と大きく相槌をうつ。

「……本当だ、大木高校って書いてある」

　一条選手は、二十歳。ということは、私たちと直接重なっているわけではない。

　それでも、母校の先輩が活躍しているとなると、嬉しいのだろう。

　それにしても、一条選手の誕生日が、五月三日だなんて。

　――私と同じだ。

　なんだか親近感が湧く、と心の中で付け足す。

「そやろ？　それになかなかのイケメンだし」

　次のページには、正面から写っている写真があり、白い歯を見せて笑う一条選手の姿がアップされている。

『イケメン』というより、可愛いタイプだ。見るからにやんちゃな男の子という感じで、まさにサッカー少年という雰囲気。二十歳という年齢よりも若く見える。

「私たちとしては先輩の活躍が嬉しいし、何より先生方も盛り上がってて」

「先生方が？」

「学年主任がサッカー部の顧問だけあって、サッカー大好きやねん。まぁ、一条先輩は大木高校のサッカー部やなくて、サンガの育成組織に所属しとったんやけど」

「数学の鈴木先生とか、古典の早川先生も試合の日はそわそわしてるし」

「えっ、鈴木先生と早川先生が？」意外、と私は瞬く。

　というのも、数学の鈴木先生はいつもかっちりとしたスーツ姿で、ヘアスタイルは七三に眼鏡をかけた、いかにも『理系』という雰囲気の三十代前半の男性教諭。

　古典の早川先生はほっそりとしていて、肩を越したストレートヘアをハーフアップにし、透明感のある眼鏡をかけた、いかにも文系という雰囲気の二十代後半の女性教諭。

　二人とも、スポーツとは縁遠そうなイメージだったからだ。

「鈴木先生は一条選手の元担任で、応援しとるみたい」

「で、ここだけの話やけど、鈴木先生と早川先生は付き合うとるらしくて、ほんで二人そろって応援しとるんやないかって」

　思わぬ教師同士のロマンス話に、私は「わあ、あの二人が？」と口に手を当てた。

「そんなんもあって、校舎の垂れ幕なんて、先生方の自腹やで」

「じ、自腹？」

「そうそう、一条先輩、愛されキャラやったみたいで」

　話を聞きながら、私は『なるほど』と頷いた。

　学校の先輩が地元チームに所属して、今季活躍してくれるとなると応援したくなるものなのだろう。

　私は、まだまだよそ者感覚の抜けないインチキ京都市民で、実はサッカーもよく分からないけれど、みんなと一緒にサンガを応援しよう、と冊子を手に心から思う。

　その後、一条選手はというと、そんな後輩たちの熱い応援が届いたのか、目を見張るような活躍を続け、『京都サンガＦ．Ｃ．』は、勝ち星を重ねていった。
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　――それから二か月。

　学校は、春休みに入り、私は皆と城崎へ旅行に行ったり、『ＷＳＨＣの２２１記念会』に出席したりと、なかなか充実した休暇を送っていた。

　それはまさに、ＷＳＨＣ記念会に出席した、翌日のこと。

　その日も私は『蔵』のバイトで、埃ほこりを払ったり棚を拭いたりと、いつものように雑用をこなし、ホームズさんはカウンター前の椅子に座って、帳簿を開いている。

　店内の柱時計が夕方四時を指し、ボーンと低い音が四回響いたところで、ホームズさんは我に返ったように顔を上げて、首を回す。

　カウンター上の卓上カレンダーを手に取り、今度の土曜日に記している『葵・休み』という丸印に目を留めたのだろうか、「そういえば」と私の方を向いた。

「葵さん、今度の土曜日に、お休みの希望を出されていましたよね。お友達と遊びに行かれるのですか？」

「いえ、出かけますが、友達と遊びに行くというわけではないんですよ」

　棚を拭きながら答えた私に、ホームズさんはぴたりと動きを止めた。

「……それでは、もしかして男の方と出かけられるとか？」

　ホームズさんは、卓上カレンダーをトンと置いて、そっと口角を上げる。

　その表情から、まるで、『葵さんも年頃ですし、男の人と出かけられたりしますよね』と言われているようで、苦いような気持ちになる。

「あ、いえ、違います。情けないことに、もうすぐ十八になるというのにデートする相手もいなくて」

　決まりの悪さを感じて、肩をすくめた。

　そう、私は来月の五月三日に十八歳になる。ちなみに五月生まれということで、祖父に『葵』という名が良いのでは、と提案されて、そのままつけられたとか。

「いえいえ、そんな。僕だってデートする相手なんていませんよ」

　ホームズさんはそう言って、まるで花が咲いたかのようにふわりと微笑んだ。

「…………」

　絶対に、嘘だ。

　以前、同じ大学の女の子に『ホームズくん、今度デートしよ』って言われていたくせに。

　でも、ホームズさん自身が『デートする相手なんていない』と言っているということは、まだ、『彼女にしたいと思っている子』と付き合ってはいない、ということなんだろう。

　そう思うと、ついホッとしてしまう自分に失笑だ。

「それでは、ご家族の用事でしたか？」

「いえ、そういう個人的な用事ではなくて、学校行事の一いっ環かんなんです」

「学校行事……春休みにですか？」

「はい、今度三年生になる生徒、ほぼ全員で西にし京きょう極ごくに行くんですよ」

「西京極に？」

　ホームズさんが瞬いたその時、『カラン』とドアベルが鳴り、店内の扉が開いた。

「こんにちは」と店内に入ってきたのは、二十代半ばと思われる青年だった。

　爽やかに整えられた髪に清潔感のあるスーツ姿、足はピカピカに磨かれた靴を履はいていて、明るい笑顔を見せている。

　一見したところ、営業マンという雰囲気。

　もしかして、この『蔵』に何かを売りに来たのだろうか？

　あまりの爽やかさに逆に警けい戒かい心を覚えながらも、「いらっしゃいませ」と返すと、

「――ああ、先輩。やはり来ましたね」

　ホームズさんがパタンと帳簿を閉じ、思った通り、という様子で柔らかく目を細める。

「やぁ、ホームズ、久しぶり。そりゃあ来るよ。話聞きたかったから」

　彼は笑顔のままカウンターまで歩み寄る。

「どうぞ、お掛けください」

「ありがとう。記念会はどうだった？　俺も出席したかったなぁ」

　彼は口惜しそうに言って、ホームズさんに促されるまま、椅子に腰を下ろした。

　先輩？　と私が首を傾げていると、

「葵さん、彼は田た宮みや剛つよ志しさんといいまして、僕の高校の先輩なんです。ちなみに僕は、彼の勧めで『ＷＳＨＣ』に入会したんですよ」

　私の心の疑問にすぐに答えてくれるホームズさんに、「ああ」と頷く。

　そういえば、『ＷＳＨＣ』に入会したのは高校の先輩に誘われたのがきっかけだと言っていた。

「はじめまして、アルバイトの真城葵といいます」と私は頭を下げる。

「はじめまして、田宮です。ホームズを『ＷＳＨＣ』に引きずり込んだ先輩です」

　田宮さんは、にっこり笑って敬礼のポーズを取る。

「先輩は相変わらずですね。今、コーヒーを淹れますから、少々お待ちください」

　ふふっ、と微笑んで給湯室に入っていくホームズさん。なんだか楽しそうだ。

「たしかお二人は、委員が一緒だったんですよね？」

　ホームズさんの言葉を思い浮かべながら問うと、田宮さんは首を捻る。

「うーん、委員っていうのかな。ホームズとは一緒に生徒会役員をやってて」

「生徒会だったんですか！」

「そう、俺もホームズも三年間ずっと生徒会役員をやってたんだよ。基本的に俺が副会長で、ホームズが会計」

「三年間も……」感心しながら、「そういえば」と田宮さんを見た。

「田宮さんは、京都弁ではないんですね」

　クラスメイトの中にも敢あえてなのか、標準語を話す子は意外と多い。けれど、関東とはイントネーションは違っている。

　だけど田宮さんは、イントネーションも関東のものだ。

「ああ、俺は元々、関東の人間だから。中学の時に神奈川から越して来たんだ」

「そうなんですか！　私も元々関東の人間なんです。埼玉県民だったんですよ」

「だよね、イントネーションが、関東だなと思ってた」

　そんな話をしていると、ホームズさんがトレイを手に給湯室から出てきた。

「ホームズさん、高校時代、生徒会役員を務めていたなんて、すごいですね」

　顔を見るなりすかさず言った私に、彼は決まり悪そうに肩をすくめる。

「『すごい』というほどのものでもないんですよ。僕が通っていた高校は、必ず何か委員をしなくてはならなかったんです。委員の中でも生徒会役員は、様々な面で優遇されましてね。それに、他の委員より意外と融ゆう通ずうが利きいて、その上、内申も良くなる、と、メリット尽くしだったんですよ」

「そうそう、みんな生徒会を避けてたけど、他の委員より、実はずっと楽だったよな」

「とはいえ、一年を通してやることがあれこれとありましてね。先輩は、僕が家のことで忙しいと、よく仕事を代わってくれたりしまして、お世話になったんですよ」

「いやいや、俺の方こそ助けられたよ。ホームズはいつもすぐに察してくれて、何か言う前に動いてくれるから、仕事がやりやすくて」

　愉しげに会話をする二人を前に、私の頬も緩む。

　ホームズさんの表情を見る限り、きっと本当にお世話になったのだろう。

　二人はコーヒーを飲みながら、『ＷＳＨＣ記念会』の話に花を咲かせる。

　積もる話もあるだろうからと、私は店先に出てショーウィンドウを拭いたり、店の奥の整理をすることにした。

　作業を終えて、再びカウンターの方に戻ると、

「――そんなわけで、今度の土曜日、観にきてくれたら嬉しいな」

　田宮さんが、少し身を乗り出しながらそう言っていた。

「今度の土曜日は……葵さんも高校の用事がありますし、祖父も父も忙しいようで、店番をしてくれる人がいないんですよ。ですから、またの機会に」

　申し訳なさそうに言うホームズさんに、田宮さんは「そっか残念だな」と肩をすくめ、

「葵ちゃんって、高校生だったんだね。てっきり関東の子が大学に通うために京都に来ているのかと思ってたよ。どこの高校？」と気を取り直したように、私を見た。

「大木高校です」

　そう答えると田宮さんは、ぱちりと目を見開いた。

「えっ、君、大木高校なの？　もしかして新三年生？」

「はい」

「それじゃあ、今度の土曜、西京極に来てくれるのかな？」

「あ、はい」

　どうして知ってるんだろう。それに『来てくれる』ってどういうこと？　と、疑問に思いながら、頷く。

「これは奇遇だなぁ、よろしく頼むね」

　嬉しそうな笑みを浮かべる田宮さんに、『よろしく頼む？』と私がまた戸惑っていると、ホームズさんは、すべてを察した様子で大きく頷いた。

「葵さん、田宮先輩は、サッカーチーム『京都サンガＦ．Ｃ．』の広報をされているんです」

「えっ、田宮さんは、サンガの広報さんなんですか？」

「ええ。ところで、葵さんが土曜日に西京極に行くと言っていたのは、『西京極スタジアム』に行って、大木高校出身の一条選手の応援をするということだったんですね」

　納得したとばかりに頷くホームズさんに、田宮さんが「いやいや」と首を振る。

「『応援観戦』ってだけじゃないんだ。今度の試合は、『春休みスペシャル』ということで、我がサンガは、一条選手の母校である大木高校とコラボを企画していてね」

「大木高校とコラボを？」とホームズさんが、へえ、と洩らす。

「そう。大木高校の新三年生女子がサンガチアガールになって、試合前にダンスをしてくれたり、男子生徒がボールボーイや応援団長をしたりと、様々な仕事をしてくれるんだよ。なかなか楽しそうだろう？」

　田宮さんは目を輝かせて言う。

「ダ、ダンスと言っても、サンガチアガールのユニフォームを着て、ポンポンを手に簡単な振りをするくらいで」

　それでも、昼休みや放課後に練習を重ねたのだけど。

　サンガチアガールのユニフォームは、上半身が白地に『ＳＡＮＧＡ』という金色の文字、ウエストから下が紫色になっている。スカートは、短いプリーツタイプと、なかなか目を惹ひく可愛いデザインだ。

　だけど、実際に着て踊るとなると、その短すぎるスカートが、なかなか気恥ずかしくもある。まぁ、もちろん、アンダースコート着用なのだけど。

「…………」

　ホームズさんは少しの間、黙り込んだかと思うと、

「行きましょう」と口の前で手を組み、真顔で告げた。

　えっ？　と顔を上げる田宮さん。

「だって、店番がいないんだろう？」

「いえ、思い出したんです。僕には、利休という弟のような存在がいまして、店番は彼に頼むことにします。必ず行きます」と強い口調で言う。

　必ずって……、利休くんにちゃんと確認をとらなくて大丈夫なんだろうか、と私は勝手に心配してしまう。

「あ、ああ、来てくれるなら、嬉しいよ。今回の企画は自分もかなり関わっているから、ぜひホームズに来てもらって、ホームズの見解を聞きたかったんだ。盛り上がってくれることは間違いなしなんだろうけど。――あとは、その一条選手なんだよなぁ」

　田宮さんは背もたれに寄りかかって、大きく息をつく。

　彼が言わんとしていることは、私にも分かっていた。

　一条選手は、開幕からしばらくは絶好調だったというのに、ここ最近は素人目にも明らかなほどにプレイが悪くなっていた。

　ホームズさんも、ああ、と相槌をうつ。

「一条選手、不調なようですよね」

「なんか悩んでるっぽいんだよ」

「まぁ……まだ、二十歳の男の子ですから、ちょっとしたメンタルの揺れもプレイに影響するのでしょうね」

「ああ、そうだと思う。どうしたら良いかな」

「さあ、肉でも食べさせたらどうでしょうか？」

　首を捻りながらさらりと言うホームズさんに、私と田宮さんが同時にむせた。

「に、肉でも食わせろって、雑なアドバイスだな」

「すみません、僕は基本的に『若い男の子の悩み』というものに、まるで興味がなくて」

「いや、俺だって基本的には興味ないけどね。……ただなぁ」

　田宮さんは、ふぅ、と、また息をついて、頬杖をつく。

　彼の憂うれいを帯おびた瞳を前に、ホームズさんはそっと目を細めた。

「若い選手の好不調なんて、よくあることだと思うのですが、何か引っかかることでもあるんですか？」

　そう問うたホームズさんに、田宮さんは一瞬驚いたような表情を見せたものの、すぐに参った、と洩らして笑みを見せる。

「相変わらず鋭いなぁ。ちょっとこれを見てくれよ」

　スーツの内ポケットからスマホを取り出し、あるページを開いて、ホームズさんに差し出した。

　私もこっそり横から首を伸ばして、スマホの画面を覗く。

　それは、一条選手のブログだった。

「この記事を最後に、更新されてないんだ」

　そう続けた田宮さんに、ホームズさんは相槌をうちながら、ブログを確認した。

　そのブログにアップされているのは、滝を背景に一条選手の手が写っている写真のみ。

　一条選手は滝に掌を当てているかのように、右手の指を大きく開いている。

　日焼けした肌に、骨ばった大きな手、ごつい腕時計が印象的だ。

　示された時間は、『七時十七分』。

　私は、彼の手よりも、滝に目を奪われた。

　画像の滝は、幅がとても広く、四段の岩肌を勢いよく落ちている。

　勢いが画像からも伝わってくるようなダイナミックな滝だった。

「……すごい、圧倒されるような滝ですね」と私が零すと、田宮さんが相槌をうつ。

「うん、結構な迫力の滝だよね。これは茨城県の『袋ふくろ田だの滝』なんだ」

「袋田の滝……」

　聞いたことがあるような、ないような、と私は腕を組む。

　するとホームズさんが、懐かしいですね、と洩らして、ふふっ、と笑った。

「茨城県大だい子ご町まちにある日本三大名めい瀑ばくのひとつですよ。僕も観に行ったことがあります」

「三大名瀑？」

「ええ、熊くま野のの那な智ちの滝、日にっ光こうの華け厳ごんの滝、そしてこの袋田の滝が日本三大名瀑と言われています。繊細で美しい那智の滝、勢いと美しさを感じさせる華厳の滝に対し、この袋田の滝は、呑まれそうなほどの圧倒的迫力を見せてくれるんです」

　いつものように説明してくれるホームズさんに、田宮さんは愉しげに目を細める。

「本当にホームズは、相変わらずだなぁ」

「しかし、少し奇妙ですね」

　ホームズさんがスマホを手にぽつりと零すと、田宮さんが強く頷く。

「そうなんだよ。なんだか奇妙なんだよ、それまでのブログと、まるで雰囲気が違うし」

　過去のブログは、食べ物の画像と、『これめっちゃ美味い』といったような明るい感想が多い。

「一条選手はさ、ちょっとしたことをすぐにブログに書いて掲載するマメなタイプだったのに、このブログを最後にまったく更新をしなくなってね。そのうちに不調になってきたんだ……。何を悩んでいるのか分からないけど、今まで安定して良いプレイができる選手だったし、いつも明るくて、チームのムードメーカーとしての役割も果たしているから、早く持ち直してほしいんだよなぁ」

　田宮さんはそこまで言って、はぁ、と息をついた。

「……そうですね。ですが、彼もプロです。プライベートでつらいことがあったとしても、そのうち持ち直すでしょう」

　苦笑するホームズさんに、田宮さんは「だよな」と頬を緩ませる。

「ホームズにそう言ってもらえて、ホッとしたよ。それはさておき、土曜日楽しみにしているから、ホームズも葵ちゃんもよろしく頼むよ」

　田宮さんは気を取り直したように顔を上げて、また爽やかな笑みを見せた。





３






　田宮さんが帰ったあと、私はコーヒーカップをトレイに載せながら、そっとホームズさんを見上げた。

「ホームズさんは、あのブログを『奇妙だ』って言ってましたけど、どの辺が奇妙に感じたんですか？　田宮さんが言っていたように、それまでのブログと雰囲気が違っていることですか？」

　そう問うた私に、ホームズさんは「いえ」と微かに首を振る。

「まぁ、もちろん、以前のブログと雰囲気が違うというのも引っ掛かりはしますけれど、あの写真ですね。まず、右手に腕時計をしていたこと。また、おそらくですがその時計が、偽りの時間を指していたことです」

「偽りの時間？」と私は瞬いた。

「どうして、そう思われるんですか？」

「時計は、七時十七分を指していたでしょう？」

「は、はい」

「袋田の滝を観に行くには、そこに向かうトンネルを入っていかなくてはならず、わずかですが観かん瀑ばく料も取られるんです。その利用時間が季節によって異なるんですが、早くても八時からなんですよ。つまり七時台には入れないんです。太陽の光が美しい写真ですから、夜の七時ということはあり得ないわけで、つまりあの時計が狂っているか、時間を偽っているかということです」

「は、はぁ……、ホームズさん、詳しいですね。利用時間まで把は握あくしてるなんて」

「ああ、それは僕が、袋田の滝を観に行ったときに、どうせなら朝早くに行きたいと思いまして調べたところ、八時からしか入れなかったので」

　その言葉に私は「なるほど」と相槌をうちながら、トレイを給湯室に運ぶ。

「カフェや神社仏閣に留まらず、『滝めぐり』もされていたんですか？」

「『滝めぐり』というほどではありませんが、とりあえず、三大名瀑はおさえておかないとと思いまして観に行きました。那智も華厳も袋田も、素晴らしかったですよ」

「私も那智の滝と華厳の滝は観たことがありまして、その美しさに感動したんです。でも、袋田の滝って、那智や華厳とはまるで雰囲気が違っていますよね。写真からもその迫力が伝わってきました」

　ちなみに那智の滝は、祖父母と一緒の家族旅行で観に行き、華厳の滝は学校行事で日光に行った時に観た。

　さすが有名な滝は美しいものだと思っていたけれど、袋田の滝は画像を観た限り、とても迫力があり、もし実際に目の当たりにしたならば、圧倒されそうだ。

「おそらく、あの写真は、袋田の滝の迫力になぞらえたんでしょうね」

　ホームズさんはカウンターを拭きながら、静かに告げた。

「なぞらえた？」

　私はカップを洗いつつ、どういうことだろう、と首を捻る。

「ところで葵さん。土曜日は、学校の皆さんとバスで向かわれるのでしょうか？」

　気を取り直したように尋ねてきたホームズさんに、私は「いいえ」と声を上げた。

「現地集合なんです」と、カップを洗い終えた私はタオルで手をしっかり拭って、カウンターに顔を出した。

「時間は？」

「試合が午後三時からなんで、一時間前に」

「そうですか。それでしたら、もし良かったら一緒に行きませんか？」

　にこりと微笑んでそう言うホームズさんに、「わぁ、嬉しいです」と私は手を打った。

　西京極スタジアムまでの行き方は、とても分かりやすいと聞いていたけれど、行ったことがないので不安でもあった。ホームズさんが一緒に行ってくれるなら安心だ。

「ホームズさんは、西京極スタジアムに行ったことはありますか？」

「ええ、何度もありますよ。サンガの試合も観に行っていますし」

　少し意外に感じて、私は「へぇ」と洩らす。

「ホームズさんって、サッカー好きなんですね？」

「サッカーというか、地元のチームを応援しているんですよ。地元サッカーチームもバスケチームも、他のスポーツチームも応援してます」

　その言葉には、大いに納得した。

　ホームズさんの『京都愛』に、サンガも含まれているわけだ。

「特にサンガとなりますと、なかなかハラハラさせてくれまして」

「ハラハラっていいますと？」

「サンガは、リーグ最多の、四度の降格の経験があるんですよ」

「よ、四度も？」

「ですが、降格もあれば昇格もありで、一九九五年、二〇〇一年、二〇〇五年、二〇〇七年と、これまた、四度も１部リーグ昇格を成し遂げているんです。すごいでしょう」

　ホームズさんは、少し誇らしげに胸を張る。

　でも、四度も降格してるんですよね、と私は心の中で告げた。

「盛り上がったのは、一九九五年の昇格を決めた試合です。僕は、実際には観ていないんですが、普段は割と品行方正なサンガのサポーターたちが、嬉しさのあまり試合終了後、選手のもとに雪崩なだれれ込んだそうです。京都人にもそんな熱い一面があったのかと、とても嬉しく思いました。また、応援している身としては、サンガのハラハラさせてくれるところもまた愛しいんですよ」

「へ、へぇ、そうなんですね」

「ですが、やはり、がんばってもらいたいですね。熱心なサポーターがついているわけですから。今季こそはと、僕も思っています」

　その言葉に、私は大きく頷く。

「また、サンガもなかなか、京都らしい面白い企画をあれこれとしていましてね」

「京都らしい面白い企画といいますと？」

「夏は浴衣でサッカー観戦しようと『ゆかたｄｅサッカー』という取り組みをして、夏の風物詩のようにもなったり」

「わあ、それは素敵ですね」

「蹴け鞠まり保存会さんとの企画で、『蹴鞠体験教室』を開いたこともありますし」

「け、蹴鞠！」たしかに、サッカーも『蹴る鞠』だけど、と心の中で付け足す。

「ええ。先輩の話では、とても好評だったようですよ」

「なんていうか、さすが京都、サッカーチームまで雅みやびですね」

「ええ、そして意外にも京都は、パンの消費量が日本一という『パン好きの町』でもありまして」

「それは聞いたことがあります。パンとコーヒーの消費量が日本一なんですよね」

「ええ、そんな『パン好きの町』らしく、『パンまつり』を開催したりしまして、これもまた好評だったり。そうそう、二〇〇七年にチームの名称を、今の『京都サンガＦ．Ｃ．』に改めた際には、そこの錦にしき市場で新ユニフォームのファッションショーが行われたんです。これは僕も観に行きました」

「あそこでファッションショーですか！」

『京の台所』といわれる錦市場。

　大晦日の時に行って、その人出に圧倒されたのが記憶に新しい。

「なかなか、斬新でしょう？」

「は、はい」

「試合の時は、幼稚園から高校生までが揃ったサンガキッズチアがダンスを披露してくれるんですが、これがとても微笑ましいんですよ」

「そうみたいですね。今回のダンスは、実際のサンガキッズチアの指導者にもお世話になったんです」

「そのダンスですが、新三年生女子全員参加なんですか？」

　そう問うたホームズさんに、私は首を振る。

「どうしても嫌だったり、体調に問題のある人は辞退して応援団のお手伝いに回りました。けど、なんだかみんな盛り上がっていまして、大多数が参加を決めてます。みんな、あのユニフォームを可愛いと思っていたようで」

「たしかに可愛らしいですよね」うん、と頷くホームズさんに、気恥ずかしさが募る。

「私も元はテニス部ですし、ああいう格好は平気だと思っていたんですが、いざとなったら恥ずかしいもので」

「……まぁ、ですが、みなさんで同じ格好するわけですから、一人だけ目立つということもないでしょう」

「ですよね。誰も私に注目なんてしないでしょうし」

　少し気が楽になって顔を上げると、ホームズさんは苦笑した。

「あ、いえ……決してそんなことはないかと。その、僕は楽しみにしてますよ」

　取って付けたように言うホームズさんに、思わず笑ってしまう。

「いえいえ、そんな。気を遣っていただかなくても良いですよ」

　私はそう言って、ぶんぶんと手を振る。

「……あなたは本当に、相変わらずですね」

「えっ？」

　瞬く私に、ホームズさんは、脱力したような笑みを浮かべた。
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　そうして、土曜日。

　私はホームズさんと西京極スタジアムに向かった――のだけど、どうせなら一緒にランチを食べようということで、私たちは早めに出て、とあるカフェに入った。

「『西京極』といえば、やはり、『小お川がわ珈コー琲ヒー』でしょう」

　ホームズさんは席に着くなり、満面の笑みでそう言う。

　そこは喫茶店をうんとスタイリッシュにした雰囲気の大きなカフェで、ブラウンの煉瓦風な壁に、『ＯＣ小川珈琲』という店名が記されている。

　その名は、市内のあちこちで目にしたことがあった。喫茶店のみならず、スーパーでも『小川珈琲』というブランドのコーヒー豆が並んでいるからだ。

「……小川珈琲って、名前はよく見かけますけど、お店に入るのは初めてです」

　漂うコーヒーの香りに、陽光が入る明るい店内がとても素敵だ。

「コーヒーもランチも美味しいんですよ」

「それは楽しみです」

　私たちは案内された席に着いて、揃って、『おばんざいランチプレート』をオーダーする。

　やがて運ばれてきたランチプレートは、チキンに雑穀米、いろいろな野菜にポテトサラダにキッシュまで載っている。オーガニックを意識していて、野菜もたっぷりで本当に美味しそうだ。

　ランチプレートを前に、『いただきます』と手を合わせて口に運び、期待を外さない美味しさに目尻が下がった。

「美味しいですね」

「ええ、本当ですね」

　二人で頷きながら完食し、私たちは一息つきながらコーヒーを飲んだ。

「本当に美味しかったです。それに、なかなかのボリュームですね」

　食べ終えた私は、お腹いっぱい、と笑う。

「葵さんはこれからいっぱい動くわけですし、エネルギー補給ですね」

「でも、こんなに食べたら、逆に動きが悪くなったりして」

「まだ時間はありますし、大丈夫ですよ。ずっと練習されていたんですよね？」

「はい」

　コラボが決まった三月上旬から、私たちは、朝・昼休みと練習を重ね、この春休みも、参加できる人のみ学校に集合して練習をしてきた。

　練習時間は午前中だったので、私もできるだけ参加し、その後にバイトに入っていた。

「すごく踊れる子と、そこそこ動ける子と、運動が苦手な子の三チームに分かれて、振り付けやフォーメーションを変えたりと工夫したことから、あくまで素人レベルですけど、なかなかの仕上がりになったんですよ」

　そう話す私に、ホームズさんは「へぇ」と相槌をうつ。

「葵さんは、『すごく踊れる子』ですか？」

「い、いえ、『そこそこ動ける子』です」

　バツの悪さに肩をすくめると、ホームズさんは愉しげに口角を上げる。

「あ、その顔、『やっぱり』と思ってますね」

「すみません、思ってます」

　正直に答えたホームズさんに、思わず吹き出してしまう。




　私たちは、小川珈琲でゆったりとした時間を過ごし、少し早いけれど、と午後一時半に西京極スタジアムに移動した。

　西京極スタジアムは、『京都市西京極総合運動公園陸上競技場兼球技場』という、思わず舌を噛んでしまいそうな長い名称で、簡潔に言うと大きな運動公園の中にサッカースタジアムがある。

　他にも、その名の通り、野球場や陸上競技場などもあり、高校駅伝や京都マラソンのスタートは、この競技場からということも多いそうだ。

　芝生の緑が眩しく桜も美しく、とても広々としていて、散歩するのに心地が良い。

　公園としても素敵なところで、ジョギングしている人たちの姿や手をつないで歩くカップルの姿も見受けられる。

「この近所に住んでいたら、休みのたびにふらふらと散歩に来たくなるような素敵な公園ですね」

　しみじみと洩らすと、ホームズさんは「そうですね」と相槌をうち、公園内を見回す。

「高校生らしき子たちの姿も見えますね。大木高校の生徒でしょうか」

　ホームズさんの言葉に、私も公園内を見回すと、同じ学校の生徒たちの姿が見えた。

「あ、そうです、大木の生徒です。でも、新三年生じゃないですね」

「他の学年の生徒も来られているんですね」

「はい。それに、保護者っぽい人たちの姿も見えますね」と私は相槌をうつ。

「コラボするのは新三年だけとはいえ、関わりのある在校生や卒業生、保護者、友人たちも集まるわけで、そう思えば、この企画はなかなかですね」

「本当に」

　さらに歩くと、屋台が出ていた。タコ焼きに焼きそば、ホットドッグとお祭りのように賑やかだ。また、サンガのサポーターグッズや専用のガチャガチャなどもあり、ついつい手が伸びる。その中に、京都のチームならではのお土産もあった。

「わあ、『サンガ八つ橋』なんていうのもあるんですね」

「ええ、これはお土産におすすめですよ」

「本当ですね、これは絶対、弟も喜ぶと思います」

　強く相槌をうつと、ホームズさんがすかさず、『サンガ八つ橋』にチームの応援グッズである紫のタオルマフラー二本を購入して、「どうぞ」と差し出してくれた。

「す、すみません、ありがとうございます。睦む月つきも喜びます。それにタオルまで……」

「このタオルマフラーは、今日の応援用ですよ。これを振って応援するんです」

　ホームズさんは自分用に買ったタオルマフラーを手に、微笑むような目を見せる。

　彼が今日の観戦をとても楽しみにしていることが、伝わってきた。

　タオルを手に歩いていると、木陰に教師の姿を見付けて、私は「あっ」と口を開いた。

　そこにいたのは、数学の鈴木先生と、古典の早川先生。

「ホームズさん、あそこにいる二人、うちの学校の先生なんです」

　ホームズさんのシャツをつかんで、先生方の方に顔を向ける。

「ああ、本当に高校教師という雰囲気ですね。二人とも今日を意識してか、ポロシャツを着たりしていて」

「あの二人、付き合っているって噂があるんですよ」

　小声で伝えると、ホームズさんはそっと首を傾げる。

「そうでしょうか」

「そうは見えませんか？」

「ええ、二人の距離感と雰囲気から、『交際している』という感じがしません」

　ホームズさんの言葉に、私はあらためて並んで歩く二人を見た。

　一生懸命、早川先生に話しかける鈴木先生。

　だけど、早川先生は、なんとなくという雰囲気で相槌をうっている。

「それに、もし本当に同じ学校の教師同士で交際しているなら、あんなふうに二人で歩いたりしないでしょう。やましいことがないからできることかと」

「なるほど。それなら、遠慮せずに、ちょっと挨拶してきますね」

　私はホームズさんに会釈をして、二人に向かって駆け寄る。

　背中を追いかけるかたちになってしまい、二人は近付く私に気付いていないようだ。

「――いい加減、ちゃんと返事をしてください」

　不意に聞こえてきた、鈴木先生の声。

　その言葉から、どうしようもない苛立ちが感じられて、私は思わず足を止めた。

「……分かっています」

　早川先生は、ぽつりと零して、黙り込んだ。

　どういうことなんだろう？　もしかして、鈴木先生は早川先生に交際を申し込んでいて、その返事を先延ばしにされているのだろうか？

　ただならぬ様子に私は声をかけることができず、すごすごと引き返した。

「どうされたんですか？」

　戻ってきた私に、ホームズさんは不思議そうに首を傾げる。

「えっと、実は……」

　今聞いた言葉をホームズさんに伝えていると、

「真城さーん！」

　遠くから名前を呼ばれて、私は驚いて顔を向けた。

　そこには、同じクラスの女子たち。

「早いね、真城さん」

　そう言って、笑顔で駆け寄ってくる。

「みんなも」と返すと、皆はちらりとホームズさんに視線を移した。

「えっと、もしかして、真城さんのカレシ？」

「うそ、めっちゃイケメン」

　きゃあ、と声を上げる皆に、あわわ、と私は目を泳がせた。

「う、ううん、バイト先でお世話になっている人で」

「はじめまして、家頭清貴と申します」

　胸に手を当ててにこりと微笑むホームズさんに、皆はまた「きゃあ」と声を上げる。

「またまた、そんな、照れちゃって」

「バイト先の人が、わざわざ観に来る？」

「二人の距離感が、もうカップルだから。羨ましい」

　バシバシと肩や背中を叩かれて、私は返答に困って、身を小さくさせた。

「少し早いけど、集まった人から打ち合わせしていこうか」

　ダンスリーダーの言葉に、私は「うん」と頷き、ホームズさんを見上げた。

「ホームズさん、それでは行ってきます」

「ええ、がんばってくださいね」

「あ、あと、いつもカップルに間違われてすみません」

「いえ、そんな。光栄ですよ」

「こ、光栄って」

　ばくん、と心臓が跳ねあがる。

　なんていうか、相変わらず『お上手』な人だ。

「い、行ってきます」

　私はぎこちなく会釈をして、皆の許へと走った。
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　　――午後二時。

　巨大な西京極スタジアムのサポーター席は、すでにパープルに染まっている。

　大木高校の生徒たちは、ピッチがよく見えるＳＭ自由席をほぼ独占している状態だった。

　私たちもダンスが終わった後、そこに移動して応援することになっていて、

『僕もＳＭ自由席に座っていますので、葵さんの席を確保しておきますね』とホームズさんが言ってくれていた。

　つまり、ホームズさんの隣に座ることになるのだろう。

　……同じ学校の皆の前で、並んで座るとなると、さらに誤解をされそうだ。

　私は苦笑しながら、サンガチアガールのユニフォームに着替える。

　白地に『ＳＡＮＧＡ』という金色の文字。ウエストからスカートは紫。

　ポンポンはマゼンタカラーと、なかなかの華やかさだ。

「ああ、なんや緊張する」

　近くで着替えていた香織が、胸の中心に拳を当てていた。

「うん、するよね」

　なんだか、中学時代の部活……テニスで参加した中体連を思い出す、と私は両拳を握り、はぁ、と息をつく。

　着替えた順に控室を出ると、先生や男子たちがそこにいて、

「みんな、がんばって」

「もう、スタジアム、満員だぞ」と、さらに緊張するようなことを言ってくれる。

　その中に、鈴木先生と早川先生の姿もあり、明るい笑顔を見せていて、少しホッとした。

　通路からスタジアムを覗くと、サンガのマスコット、パーサくんとコトノちゃんが場を盛り上げているようだった。

　真っ赤な鳥の姿をしたパーサくんとコトノちゃんは、不ふ死し鳥ちょうがモデルだそうだ。

　パーサくんがおどけたような動きをして、それをコトノちゃんが軽く突っ込んでいる。

　そんな彼らの姿に、会場だけではなく、緊張に強こわ張ばる私たちも癒される。

「それじゃあ、みんな配置」

　リーダーの言葉に、皆の顔つきが変わり、私たち大木高校新三年女子たちは六列になって並んだ。

『――みなさん、はじめまして。私たちは、府立大木高等学校の生徒です』

　そんなアナウンスが流れる。これは、放送部部長の声だ。

『府立大木高等学校は、一条誠選手の母校です。今日はそんな一条選手、そして京都サンガＦ．Ｃ．を応援しようと、駆けつけました。今日だけ、わが校の新三年女子たちがサンガチアガールとなって、応援のダンスをいたします。どうぞよろしくお願いします』

　アナウンスが終わるなり、『ワーッ』と、とても大きな歓声が響く。

　同時に、ズンズンと体に響くようなシンセサイザーが流れる。

　これは、『２００２ ＦＩＦＡフィファ Ｗｏｒｌｄワールド Ｃｕｐカップ』公式アンセムである、ヴァンゲリス作曲の『Anthemアンセム FIFAフィファ Worldワールド Cupカップ 2002』。

　誰もが知っているであろう、高こう揚よう感かん溢れるサッカーの定番曲。

　徐々に大きくなるボリュームに合わせ、私たちはピーッというホイッスルの合図とともに駆け出してスタジアムに飛び出していく。

　歓声がさらに大きくなる。

　皆はすぐに、円になるチーム、横一列になるチーム、バトンを使うチームに分かれて、配置につき、ポンポンを手に踊り出す。

　素人で付け焼刃の私たちが、難解な振りをがんばっても、中途半端なものにしかならない。シンプルで分かりやすく伸びやかな振りを、できるだけ揃えることで『キレ』を出そうと、考えた。

　体の内側に響くようなリズムの中、フォーメーションを組みながらダンスをする。

　踊りながら、スタジアムが大いに盛り上がり、一体となっているのが伝わってくる。

　皆、水滴を散らすように汗をかきながら、精一杯踊り、音楽の終わりとともに、一斉に腰から垂直に上体を曲げる一礼をした。

　その瞬間、バンバンッ、と花火の音が響く。

　ウワーッ、とスタジアムは大歓声と拍手に包まれ、私も皆もやりきった感覚に涙が出そうになるのを堪こらえながら、もう一度頭を下げて、裏へと下がる。

「みんな、良かったよ」

「ものすごかった！」

　待っていたのは、先生や男子生徒たち。大きく拍手をしながら口々にそう言う。

　私たちは汗だくの体をタオルで拭いながら、誇らしいような気恥ずかしいような気持ちで互いに顔を見合わせつつ、緩む頬を隠せない。

「も、もう、なんか感動しちゃって」

　そんな中、号泣しているのが、早川先生。

　隣の鈴木先生が『やれやれ』という様子で、ハンカチを手渡している。

　やはりこの二人、付き合ってないまでも、相思相愛状態なのかもしれない。

　そう思っていると、

「みんな、ありがとう！」

　張りのある声が響き、私たちは弾かれたように振り返った。

　そこには、一条選手をはじめ、サンガの選手たちの姿があり、

「きゃああああ」

　皆は口に手を当てて、黄色い声を上げた。

「やばい、サンガの選手や」

「みんなめっちゃ、カッコいい！」

　その言葉には、納得だった。

　冊子などで選手紹介の写真を見てもピンとこなかったものの、こうして間近で見ると、日焼けした肌に鍛え抜かれた体がスマートで、何より堂々としていて、どの選手もとてもカッコいい。

　突然現れた選手たちに、生徒たちが舞い上がる中、早川先生がまるで条件反射のように後あと退ずさりし、俯いているのが見えた。

　一条選手は、「一条先輩！」「先輩」と後輩たちに囲まれながらも、ゆっくりと鈴木先生の元に移動し、

「先生、今日はありがとうございます」と、一礼する。

「ああ、こちらこそ。君のお陰かげで、生徒たちは素晴らしい経験をさせてもらってるよ」

　鈴木先生は、眼鏡の奥の目を柔らかく細める。

「それに、早川先生も……」

　一条選手が早川先生に視線を移すと、彼女は弱ったようにしながらも顔を上げて、笑みを浮かべる。

「一条くん、応援してるから、今日の試合がんばってね」

　力なく言う早川先生に、彼は「はい」と頷いて、しっかりと顔を上げた。

「早川先生、俺、来月誕生日なんですよ」

　突然、そんなことを言い出した一条選手に、早川先生は目を見開く。

　そう、彼の誕生日は、私と同じ日だった。来月、五月三日。

　プレゼントの催促でもしているのだろうか？

「でも、その前にもうすぐ先生の誕生日っすよね」

　と続けた一条選手に、早川先生は戸惑いの面持ちを見せながら頷く。

「これをあげます。時間、止まってるけど、巻いたら動きますんで」

　差し出したのは、腕時計。それは、ブログに載っていたのと同じものだ。

　彼の言う通り、時間は『〇時五十分』で止まっている。

「――――っ」

　早川先生は時計を受け取ると、息が詰まったように絶句して、立ち尽くす。

　私はそんな二人の姿を見ながら、もしかして、と息を呑んだ。





６






　私たちは大急ぎでシャワーを浴びて着替えて、ＳＭ自由席に向かったが、すでに試合は始まっていた。

　少しは前座として場を盛り上げることができたのだろうか、サポーター席のみならず、スタジアム全体がパープル一色で、相手チームが気の毒に思えるほど、『ホーム感』が強い。

「――葵さん」

　ホームズさんは後方列の端に座っていて、私を見るなり笑顔で手を上げた。

「ホームズさん」

　私は足早に歩み寄り、ホームズさんの隣に腰を下ろす。

「大木高校サンガチアガール、とても素晴らしかったですね」

　すかさずそう言ってくれるホームズさんに、頬が熱くなる。

「あ、ありがとうございます。素人なりにみんながんばりまして」

「ええ、瑞みず々みずしく躍やく動どう感があって、そのひたむきさは、観ている者の心を揺さぶるエネルギーがありました。感動に涙している人も多かったですよ。僕も感動しました」

「そ、そんな、褒めすぎです」

「そんなエネルギーを受け取ったのでしょう。今日のサンガは絶好調ですよ」

　ホームズさんは、ほら、とピッチに目を向ける。

　スタジアムが満員なことや、高校生たちの熱い眼差しの効果もあるのか、ホームズさんの言う通り、選手から気迫のようなものが感じられる。

　どんどん、攻めていく様子に、応援している私たちにも熱がこもる。

　特に一条選手のプレーには目を見張るものの、なかなかゴールは決まらない。

　ホームズさんは、そっと腕を組んだ。

「……ですが、やはり、一条選手は本調子ではないですね。今一つ、試合に集中しきれていないというか」

　残念そうに告げたホームズさんに、ひとつ前の椅子に座っていた女性の肩がぴくりと震えた。

「そ、そういえば、ホームズさん、さっきこんなことがありまして」

　私は裏で起こった出来事を、ホームズさんに話して聞かせた。

　一条選手が、早川先生に誕生日であることを伝えたこと。

　そして、その前に先生の誕生日だからと、止まっている時計を渡したこと。

　その時間が、『〇時五十分』だったことを――。

　すべてを聞き終えて、ホームズさんは、「なるほど」と相槌をうつ。

「一条選手がメッセージを送っていた相手が分かりましたね」

「は、はい。私もそう思いました」

　私が頷いたとき、ホームズさんは上体を乗り出して、ポンッと、ひとつ前の席に座る女性の肩に手を乗せた。

「そうですよね、早川先生」

　突然、話を振られて驚いたのか、彼女は体をびくんと震わせながら、怯おびえるように振り返る。

　しかし、おそらく耳を欹そばだてて私たちの会話をすべて聞いていたのだろう、少し観念したような表情を見せている。

「……真城さん、隣に座っても良いかしら」

「は、はい、どうぞ」

　早川先生は、ありがとう、と会釈をして、私の隣に移動した。

「あなたは、あの時計のメッセージに気付いてましたか？」

　そう問うたホームズさんに、早川先生は「……ええ」と頷く。

「……あ、あの時計に、どんなメッセージが込められていたんですか？」

　私も一条選手と早川先生の様子を見て、一条選手がメッセージを発していた相手が先生だということは、感じ取った。

　だけど、そのメッセージが分からない。

　あの時刻に、なんの意味があるというのか。

「あれは、『百人一首の番号』を示していたんですよ」

　さらりと告げるホームズさんに、

「百人一首？」

　私は思わずスマホを取り出して、一条選手のブログを確認した。

　早川先生は眉根を寄せて、下唇を噛む。

「滝と七時十七分。それは百人一首、七十七番目の歌を指しているのでしょう。その歌は、

『瀬をはやみ　岩にせかるる　瀧川の　われても末に　あはむとぞ思ふ』というもの。意味は、『川の瀬の流れが速いので、岩に堰せき止められた急流が一度分かれても、また、もとのひとつになるように、今は、恋しい人と別れても、いつか必ず結ばれると信じています』という、切ないような恋の歌です」

　そこまで言ったホームズさんに、私は言葉を失い、早川先生は深く俯いた。

　沈黙が訪れる中、スタジアムの歓声がまるでとても遠くから響いているようだ。

「先生……一条選手と付き合っていたんですか？」

　静かに尋ねた私に、早川先生は首を振る。

「……付き合ってはいないわ」

「えっ？」

　それじゃあどうして、と戸惑う私の横で、ホームズさんは何も言わない。

　早川先生は、ゆっくりと顔を上げて、ピッチに目を向け、切なく顔を歪ませた。

「去年の夏に、結婚を前提に付き合っていた人と駄目になったの。彼の浮気が発覚して。私は失恋の痛みを誤魔化すように、本名開示のＳＮＳを始めたのよ。それは意地でね、彼に『あなたなんかいなくても自分は元気にやってる』という姿を見せたかったのよね。そんなある日、一条くんが『せんせー、お久しぶり』ってフォローしてくれて。サンガで活躍をしはじめている元教え子から連絡をもらえて、その時は単純に嬉しかった」

　そう言って早川先生は、とても遠くを見るような目を見せる。

「……一条君に、『一度試合を観に来てよ』って言われて、『一人じゃ行きにくいな』って返事をしたら、『サポーター席はみんな仲間だから大丈夫』って言われて、最初は『本当は、サッカーに興味はないし、その上一人で行っても楽しめないだろうけど、一条くんにそう言われたら行くしかないなぁ』って、仕方なく観戦に行ってみたの。

　そしたらね、自分でもびっくりするぐらい、ものすごく楽しかった。一条くんの言った通り、たった一人で観に行ってもサポーター席はみんな仲間で、その試合の様子にみんな揃って一喜一憂して、大きく声を張り上げて応援して、最後に勝った時は、隣にいる知らない女性と抱き合って喜んでね。『スポーツ観戦の楽しさってこういうことなんだ。知ってる人も知らない人もみんな一丸になれるんだ』って」

　早川先生の言葉に、私はスタジアムを見回した。

　見知らぬ人とでも一緒になって喜びを共有できる。まさにそれがスポーツ観戦の醍だい醐ご味みのひとつなのだろう。

「その時から、すっかりハマッて休日にサンガの試合がある時は、一人で観に行くようになった。一条くんともよく連絡を取り合うようになって、時々だけど、電話で話すようにもなっていた。そしてシーズン終盤、一条くんの活躍で勝利した日、私は嬉しくて試合が終わった後、居酒屋で一人祝杯をあげたのよ。『教え子の活躍に涙涙、一人で祝杯』なんてＳＮＳに写真付き投稿したりして。そうしたら、それを見た一条くんが電話をかけてくれて、『俺もそこに行っていいかな。一緒に乾杯しようよ』って。私は嬉しくて、一条くんが可愛くてたまらなくて、『ぜひ来て』って」

　早川先生は、決して遠くない過去を懐かしむように目を細める。

「一緒に乾杯をしたその日から、さらに彼との距離が近付いたわ。オフの日に会ったり、勝った日には一緒に祝杯をあげたり。会えば会話は尽きることがなかった。試合のことや、チームのこと、私の仕事のことに、お互いの趣味の話。いろいろな話をする中で私が百人一首が好きで番号を言ってもらったら、その歌が分かるくらいだって話もしてた。

　気が付くと、私はごく自然に彼に惹かれていて、『もしかしたら、彼も私を想っているのかも？』と感じるようになっていたけれど口には出さなかった。想いを口にしたところで、どうしようもないのが分かっていたから。どこまでいっても私は九つも年上で、教え子と教師。彼には釣り合わないって、そう思っていたから」

　早川先生の言葉に、胸が痛んだ。

　その気持ちが分かりすぎるくらいに、よく分かるから。

　一緒にいて楽しくて、心地良いその関係。口にすることで壊れるのが怖かったのだろう。

「……今年のシーズンが始まって、少し経った頃、一条くんに、『俺本当は、在学中から、先生のことが好きだった。付き合ってください』と言ってもらえたの。私は、嬉しくてたまらなくて、『ありがとう、私もあなたが好き』と答えて、私たちは手を取り合った。

　だけど、私はすぐに怖くなったわ。彼と恋人同士になったって、長く続くわけがない。彼はきっと高校時代に抱いた幻想を追いかけているだけに違いないって」

　早川先生は自嘲的な笑みを見せるも、目に涙を浮かべる。

「それで私は、『好きだけど、付き合うことはできない』と伝えたわ。『私たちは世間に認められるような二人にはなれない。あなたにとっても私にとっても、良くないから、もう、会うのをやめよう』と。だけど彼は『好き合ってるのに、そんなの、わけが分からない。俺が若すぎるというのなら、もっと大人になったら付き合ってもらえるのかな。今じゃなくてもいい、いつか俺の彼女になってください』って一歩も引かなくて、私もこれ以上、彼の側にいると流されそうで怖くて、その返事をできないまま、電話もメールもすべて返さずにいたの」

　早川先生は、そこまで話して、大きく息をつく。

「それで、一条選手は、ブログであのようにメッセージを……」

　ホームズさんが静かに洩らす。

　一条選手の伝えた歌。

『瀬をはやみ　岩にせかるる　瀧川の　われても末に　あわむとぞ思う』

　――川の瀬の流れが速いので、岩に堰き止められた急流が一度は分かれてしまっても、また、もとのひとつになるように、今は恋しい人と別れても、いつか必ず結ばれると信じています――

　そんな、強い想いを込めた歌。

「……ええ」

　早川先生の体が小刻みに震えていた。

　きっと、涙を堪えているのだろう。

「……あ、あの、もしかして、数学の鈴木先生は、お二人の事情を知っていたんですか？」

　私が静かに尋ねると、彼女はこくりと頷く。

「私と連絡が取れないことで、あの子は、元担任の鈴木先生に伝言をお願いしたのよ。『一度でいいから会いたい。ちゃんと話したい』って。それで鈴木先生が、『ちゃんと返事をしないまま、逃げるのは良くない』って。それは正論なんです。だけど彼に、『いつか俺の彼女になってください』って言ってもらえた言葉がとても嬉しくて、ちゃんと断れなくて、弱い私は逃げることしかできなくて……」

　早川先生は俯いたまま、ぽろぽろと涙を零す。

「――彼は、もう大人ですよ」

　強い口調で告げたホームズさんに、彼女は動きを止めた。

「あなたは自分が九歳も年上であること、何より元々彼が教え子であることに、随分葛藤されたんですよね？　ですが彼はもう二十歳、ちゃんとした成人男性です。そして、もうすぐ、二十一にもなります。あなたは彼をはなから『子ども』と決めつけていませんか？　そもそも、もう彼は教え子じゃありません。お二人は大人同士です。『お互いに良くない』なんて勝手に決めつけたのは、大人ぶっていながら、ただの『怖さ』なんでしょう？」

　容赦のないホームズさんの言葉に、早川先生は目を見開いて、ぶるりと震えた。

　その時、『ピーッ』と笛の音が響き、私たちはハッとしてピッチに目を向ける。

　相手チームの反則から、一条選手がＰＫに入るところだった。

　ちょうど、ゴールを決める様子がよく見える位置だ。

「お気持ちはよく分かります。ですが、大事なのは『自分がどうしたいか』ではないでしょうか」

　さらにそう続けたホームズさんに、早川先生はグッと拳を握り締める。

　今日の時計が示した『〇時五十分』。それは、五十番の歌。

『君がため　惜しからざりし　命さへ　長くもがなと　思ひけるかな』

　――あなたに会うことができたら、命なんて惜しくないと思っていたのに、こうして、あなたと会うことができた今、いつまでも生きていたいと思っています。

　それは、会いたい、そして、一緒に生きていきたいという、彼の気持ち。

「――っ！　『自分がどうしたいか』だなんて……、そんなの決まってる。感情だけで言うなら、私だってずっと彼の側にいたい。一条くんに想いを伝えてもらって、泣くほど嬉しかった、本当は頷きたかった！　何より素直に頷けない自分が悔しかった！」

　早川先生はそう声を張り上げ、すぐにハッとしたように口を押さえる。

　それまで私たちは声を抑えて話していたものの、早川先生の張り上げた声に、周りにいた皆がハッと振り返る。

「え……マジで、早川せんせー、一条選手と付き合ってるの？」

「なんか、すげぇ」

　目を輝かせる皆に、早川先生はオロオロと目を泳がせている。

　そんな早川先生を見ながら、私はこれ以上騒ぎが大きくなる前にと、口を開いた。

「え、ええとね、早川先生は一条選手に交際を申し込まれたものの、年の差や立場を考えて、自分は相応しくないんじゃないかって思って、返事ができずにいたんだって」

　私がそう言うと、近くに座っていた鈴木先生が「その通り」と立ち上がった。

「早川先生が、しっかりとした返事をしないまま宙ぶらりんな状態になったことで、あの単純な一条は不安から、不調につながっていたようだ。今の早川先生の言葉を聞く限り、気持ちは決まっているようだし、もし、早川先生がここでしっかり返事をすることができたなら、一条のコンディションは一気に立ち直るだろうな」

　おそらくこれまで、二人の関係を随分とイライラしながら見守ってきたのだろう、鈴木先生の煽あおるような言葉に、早川先生は大きく瞬き、皆は「おおおお」と声を上げた。

「よっしゃ、早川先生、前列、前列」

「応援団、配置指示して！」

「了解、みんなポンポン持って」

　応援団の指示のもと、私たちは、マゼンタカラーのポンポンを手にする。

　前列に行くように促されながらも、立ち尽くす早川先生に、

「ここで、前列に行くか、スタジアムを出るかは、あなた次第ですよ」

　ホームズさんが冷静にそう告げた。

　早川先生は目を泳がせていたものの、意を決したように前列へと向かう。

　生徒たちは「やった」と声を上げていた。

　一条選手は、まさにＰＫ前に、集中力を高めているところだった。

　応援団長が「せーの」と合図をし、私たちは一斉に、「イチジョー！」と声を上げる。

　一条選手が顔をこちらに向けたその時、一部の生徒がポンポンをサッと上げる。

　それは、ポンポンで作られた『ＹＥＳ』の文字。

　一条選手は呆然と立ち尽くしたかと思うと、早川先生の姿を確認したのか、顔をくしゃくしゃにして笑みを浮かべ、大きく手を振る。

　そしてすぐに切り替えたようで表情を正し、軽く助走をつけて鋭くボールを蹴る。

　見事ボールはゴールネットに食い込み、うわあああ、と割れんばかりの歓声が上がった。

「い、一条選手、一気に以前のキレが戻りましたね」

「というより、それ以上ですね」

　ふふふ、と微笑むホームズさんに、私も「本当に」と頷いた。

　前列に視線を移すと、泣き崩れている早川先生の姿が見える。

　好きな人と一緒にいたい。

　でも、自分は彼に相応しくない。

　そんな思いに揺れて、逃げ続けていた早川先生も、ここに来て大きなパワーをもらい、向き合う決意をしたのだろう。

「ああ、また、サンガがゴールを決めそうですよ」

　ホームズさんの言葉に、私は我に返ってピッチに目を向ける。

「あっ、本当だ！」

　その時、ゴールが決まり、私たちは「やったー」と立ち上がって、紫のタオルマフラーをぐるぐると回す。

　そのまま、みんな一丸となってサンガの応援歌を熱唱し、やがて迎えた勝利に、私たちは腹の底から、歓喜の声を上げた。
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　試合が終わり、大木高校の生徒たちはスタッフに案内してもらい、バックヤードで待機していた。

「試合、すごかったね」

「ほんま、大興奮やった」

「それに、一条選手と早川先生も良かった」

　みんなわいわいとそんな話をする中、早川先生は恥ずかしくて仕方ないという様子で俯いている。

　私は、ホームズさんと一歩離れたところで様子を窺っていたが、皆が「わあ」と歓喜の声を上げたことに、驚いて首を伸ばした。

　バックヤードに、サンガの選手がやってきていた。

　皆黒いスーツに着替えて、こちらに向かって颯さっ爽そうと歩いてくる。

　その姿は、堂々としていて、見惚れるほどにカッコいい。

「ほら、早川先生」

「一条先輩が来たよ」

　皆は興奮して、早川先生の背中を押す。

　ためらいがちに前に出た早川先生に、一条選手はとても明るい笑顔で「先生」と駆け寄り、早川先生の手を取ろうとしたその時、

「待て、一条」

　サンガのキャプテンが一歩前に出た。

　そのよく通る声には迫力があり、お祭り気分で浮かれていた生徒たちは口をつぐむ。

　一瞬で静寂が訪れ、バックヤードに緊張感が走った。

「……キャプテン」

　一条選手は戸惑った様子で振り返る。

「その人の手を取る前に聞きたい」

　キャプテンはそう言って、一条選手を見据える。

「お前が不調だったのは、その人との関係が上手くいってなかったためなのか？」

　そう問われて、一条選手は何も言わずに、下唇を噛んで目を伏せる。

　何も答えない一条選手に、早川先生が口を開きかけた時、

「すみません、あなたは、今は何も言わないでください」とキャプテンは手をかざして、優しく制した。早川先生はすぐに口を閉ざして、そっと頷く。

　キャプテンは一条選手に視線を移し、厳しい目を向けた。

「答えられないよな、一条。もし、『そうです』って答えたら、不調の原因が、大切な人のせいだったみたいなことになる。だけど、本当は不調の原因は誰のせいでもない、お前のせいなんだよ。ピッチに立つ以上、恋人にフラれようが、何があろうが、今の自分にできる最高のプレイをしなくちゃならない。それが『プロ』なんだ」

「――はい」と一条選手は真剣な表情で頷く。

「だけどな、世間はそう見ない。今まで好調だったお前がある女性と関わったことで不調になったら、世の中はその女性を悪者にする。アスリートの奥さんを見てみろ、『あの人と結婚してから散々だ』とか、逆に『あの女性と結婚してから、良いプレイをするようになった』とか、そんなふうに言うものなんだ」

　そう話すキャプテンに、一条選手は苦い表情を浮かべながらも、無言で相槌をうつ。

「いいか、何よりもっと試合に尊さを感じろ。お前にとっては、数ある中の一試合かもしれない。だけど観客にとっては、『特別な一試合』なんだ」

　キャプテンの言葉に、私はほぼ無意識に相槌をうってしまっていた。

　選手にとって試合をするというのは、日常的なことだろう。でも、私にとって今日が、人生初のプロサッカー観戦だったからだ。

「この前、試合を観に来てくれた男の子が話してくれたよ。その子は父親を事故で亡くして今はお母さんが一人で一生懸命仕事をがんばってくれているそうだ。その日はその子の誕生日で、『大好きなサンガの試合を一度生なまで観たかったんだ』と、お母さんにねだって、この西京極スタジアムに試合を観にきたと話してくれた。それはその子にとって人生初のサッカー観戦だったそうだ。

　そして試合後に、『すごい試合をありがとう。今度はいつ来られるか分からないけど、応援してる。僕もいつかサッカー選手になりたい』と目を輝かせながら言ってくれた。

　なあ、一条、そんな子もいるんだよ、お前にとってただの一試合でも、ある人にとっては人生を変える一試合になることもあるんだ」

　その言葉が、胸に響く。

　たった一試合。それでも、誰かの人生を変える試合になることもある。

「それなのに、選手が、私生活の揺れで不調になっている場合か？　悩むのは好きにしろ、でもピッチの上では自分のできうる限り最高のプレイをしろ。いいか、一条、よく覚えておけ。大切な人を悪者にしたくなければ、意地でも私生活をプレイに持ち込むな。それができてこその『プロ』だ。そのことを胸に誓ってから、大切な人の手を取れ」

　強い口調でそう言ったキャプテンに、一条選手は真しん摯しな眼差しを見せ、

「――誓います。今後、プライベートで何があろうとも試合には持ち込みません。ピッチに立つ以上は試合に集中して最高のプレイをします。来てくれた観客のため、そして大切な人のためにも」

　一条選手ははっきりと告げて、早川先生の手を取り、皆は「わああああ」と歓喜の声を上げた。

「おめでとう、一条先輩」

「良かったね、早川先生」

「キャプテンの言葉に泣けました」と、そんな声が飛び交う。

「みんな、ありがとうございます。大切にします」

　一条選手は、深く頭を下げる。

　早川先生も目に涙を浮かべながら、同じように深く頭を下げた。

「わ、私からもお礼とお詫びを言わせて。みんなのお陰で自分の気持ちを伝えることができました、ありがとう」

　そう言って真摯な目を向けた早川先生に、それまで声を上げていた皆が口を閉ざす。

「そして、私はいつもみんなに、『逃げちゃダメ』とか『先のことを考えて動けなくなるなんて、意味がない』ってことを伝えてきたのに、私自身、それがまるでできてなかった。元教え子でうんと年下の彼に恋をした自分を責めてばかりいたの。だけど先のことなんて考えたって仕方ないのよね。みんなにいつも言っているように、私ももう逃げない。彼と向き合って、彼の一番近くで最高のプレイができるお手伝いをしていけたらと思いました」

　再び頭を下げた早川先生に、皆は拍手をする。

「先生、本当に良かったね」

「一条先輩、俺らのせんせー泣かすなよ」

　なんて声も飛び交って、涙交じりに笑いも起こる。

　私はホームズさんとともに一歩離れたところでその様子を見守りながら、嬉しさと感動に、目頭が熱くなるのを感じていた。

「早川先生に一条選手……良かった」

「そうですね。そしてキャプテンのお話がとても素晴らしかったですね」

　私は、本当ですね、と頷き、ホームズさんを見た。

「それにしても、今回のホームズさん、ちょっと手厳しかったですね」

　ぽつりと零した私に、ホームズさんは苦笑して肩をすくめる。

「そうかもしれませんね……。なんだか、あの煮え切らなさが、自分を見ているようでして、つい。彼女というより、自分自身に言っていたのかもしれません」

「自分自身に？　どういうことですか」

　私が首を傾げると、ホームズさんは「いえ」と首を振る。

「……ですが、本当にもう少しですね」

　そう続けたホームズさんに、私はさらに首を傾げた。

「えっと、何か？」

「……まあ、それはまた」

　ホームズさんはそっと目を細めて、『今はナイショ』とばかりに人差し指を立てる。

「っ！」

　いつも思うけれど、この姿に私はとても弱い。

「では、帰りましょうか。本当に、楽しい試合観戦でしたね」

「ええ、知らない人と一丸となって盛り上がれるって、気持ちいいものですね」

　そう話しながらバックヤードから外に出ると、日が暮れかけた空が、ピンクから紫色のグラデーションを見せていて、とても美しい。

　ホームズさんは、紫の雲を仰ぎながら、柔らかく目を細める。

「まるで紫の雲くも路じですね」

「紫の雲路？」

「極ごく楽らく浄じょう土どへ続いている道のことです。サンガの命運を示しているような美しさですね。シーズンはこれからが本番。今季、期待大ですね。おおいに盛り上がりましょう」

「はい！」

　私はとても晴れやかな気持ちで、夕暮れの空を仰いだ。
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　短い春休みは終わりに近付き、京の桜も終盤を迎えていた。

　桜のピークよりは人出は減ったものの、それでも、アーケードにはたくさんの観光客が行き交っている。

　だが、相変わらず、骨董品店『蔵』の前は素通りしていき、今日も店内は静かなものだ。

　今、店内には、私と店長、そして一人の女性の姿があった。

　その女性は、店長とカウンターを挟んだ対面に座っている。

　私は掃除をしながら、ちらりとカウンターを窺う。

　聡明そうな美しい人だ。清潔感のある明るいスーツ姿。長い艶やかな髪をハーフアップにし、センスの良い眼鏡をかけている。

　そんな彼女の前にはノートパソコンがあり、店長の話を聞いては、すぐに打ち込んでいく。

「――わたくし、もうずっと、伊い集じゅう院いん先生のファンで、今回こうしてインタビューにお答えいただけて、本当に嬉しいです」

　彼女は顔を上げて、にこりと微笑んだ。それまで、隙すきを感じさせなかった彼女がはじめて見せた柔らかな笑顔に、緊張感のあった空気が一気に緩かん和わされた。

　店長は、その魅力的な笑みを前に、とても嬉しそうに口くち許もとを綻ほころばせる。

「いやはや、編集者さんにそう言っていただけるなんて、光栄です」

　そう、彼女は編集者だそうで、今日は作家・伊集院武史が主に執筆しているこの『蔵』でインタビューをしたい、という申し出があったのだ。

　店長は、快くそれを受けていた。

「そんな……。海外向けの名前も知られていないＷｅｂ雑誌のインタビューだというのに、快諾してくださって、感謝しております。本当にありがとうございました」

　恐縮そうに頭を下げる彼女を前に、店長は「いえいえ」と、いつものように優しい面持ちで、首を振る。

　カウンターの上には、彼女の名刺が置いてある。そこには、『ＪＣＮ　―ジャパン・クリエイティブ・ニュース―　編集部　浜はま口ぐち仁ひと美み』と記されている。

「今、わたしの作品はありがたいことに翻訳されて海外の書店でも並んでいるのですが、なかなか海外の読者さんにお礼を伝える機会がないので、こうしてお声をかけていただいて、こちらとしてもとても嬉しいです」

「そう言っていただけると」

　彼女は、ホッとしたように目尻を下げた。

　……へぇ、店長の本って、海外でも売られているんだ。

　すごいなぁ、と掃除をしながら思う。

　様子が気になりはするものの、わざと聞き耳を立てているわけではない。

　それでも、この店内は静かなジャズが流れているだけで他に客がいないため、どうしても会話が耳に届く。

　まるで盗み聞きしているようで申し訳なくなり、私はあえて店の奥へと進んで、棚の埃を払ったり、鏡や陶器を拭いていく。

　再び、カウンターの近くへと戻ると、

「それで、先生。電話でお伝えしていたことなんですが、あの、見せていただくことはできますでしょうか？」と女性編集者が、遠慮がちにそう尋ねていた。

「ええ、どうぞ。二階は倉庫ですので、散らかっていて、お恥ずかしいのですが」

　ゆっくりと立ち上がる店長に、彼女は顔を明るくさせる。

「いえ、そんな。至極の宝と言われる『青せい磁じ』を拝見できるなんて夢のようです。写真を撮っても？」

「ええ、構いませんよ」

「ありがとうございます」

　彼女はバッグからニコンの一眼レフデジカメを取り出し、店長と二階へと上がっていく。

　私は二人の姿を見上げながら、へぇ、と洩らした。

　青磁をお見せするんだ。

　中国の『青磁』とは、『神しん品ぴん』と呼ばれた焼き物で、簡素にして崇すう高こうな美しさ、溢れる気品が、民族の美意識を具ぐ現げん化かしていると言われている。

　世の中に確認されているだけでも、数十点しかなく、元はオーナーの師匠・家頭蔵くら之の助すけが大陸で見付けてきたという、大変な価値のある至し高こうの品。

　家頭家が所有している青磁は、翡ひ翠すい色のつるりとした小さめの壺だ。

　いつもは東山にある家頭邸に保管されているのだけど、時折、『見せてほしい』と頼まれることがあり、そうした時は、二階の奥にある部屋に案内していた。

　その部屋は窓がなく、常に美術品にとって最適な空調に整えられている。

　室内はカメラが監視し、扉は南なん京きん錠じょうを含むいくつもの鍵、そしてナンバー式デジタルロックと鉄壁のセキュリティで守られている。

　時に、美術館やデパートから高価な骨董品の鑑定を頼まれた時も、そこに保管していた。

　店長の写真と一緒に、この『蔵』の店内や青磁の写真も記事に掲載するのだろうか？

　海外に、店長のインタビューとともに、この『蔵』の情報が発信される。

　それは素敵なことだけど、ここに外国人観光客がたくさん訪れることになったら、接客が大変かもしれない。

　世界の観光地である京都には、外国人が多い。

　町を歩いていると、道を聞かれることもしばしばあった。

　英語の成績はそれなりだというのに、外国人に話しかけられると緊張してしまって、英単語がどこかに飛んでしまうことが多々ある。

　骨董品の説明を英語でするとなると、大変だろうな。

　私も、もう少し英語をがんばらないと、と拳を握る。

『ＪＣＮ』というＷｅｂ雑誌が、どれほど購読されているのかも分からないまま、外国人観光客が来店する様子をあれこれと妄想していると、やがて階段から足音が聞こえてきて、私は顔を上げた。

　にこやかに微笑み合う店長と女性編集者の姿が目に入った。

「本当に美しくて、感動的でしたわ。まさか、こんなに間近で『青磁』を見られるなんて」

「そう言っていただけると、わたしも嬉しいです」

「先生、あの、もし良かったら、先生がいつも行かれているという喫茶店にご一緒できたらと思ったんですが、お時間ございましたか？」

　おずおずと尋ねる彼女に、店長はにこりと目を細める。

「ええ、喫茶店でお茶するくらいの時間はありますよ」

「わぁ、良かった」と彼女は、目を輝かせて手を叩く。

　その姿は、編集者というより、一介のファンのようだ。

　若く美しい女性が無邪気に喜んでいる姿に、店長も満更ではないようで、嬉しそうに目尻を下げ、「葵さん、席を外しますが……」と、少し申し訳なさそうに私を見る。

「はい、どうぞごゆっくり」

　私は、笑顔で頭を下げた。

「それでは、お騒がせいたしました。では、先生……」

「ええ」

　二人はそのまま店を出ていき、同じ寺町通にある喫茶店へと向かっていった。

　大作家と、美しい編集者。

　齢は離れているけれど、もしかしたらお似合いかもしれない、と私は頬を緩ませながら、二人が飲んでいたコーヒーカップを片付けようとトレイを手にする。

「……あれ？」と私は、瞬いた。

　カウンターの上には、カップがひとつしかなかった。
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　穴倉のような窓のない部屋のソファーで、男は室内を見回した。

　壁紙は薄いピンク色で、大きなテレビやドレッサーがあるものの、部屋の大半を占めるのは、中央の巨大なベッド。

　それはまさに、男女が逢瀬をするためだけのホテルだ。

　男は帽子を脱ぐなり、愉しげに口角を上げた。

「……取り澄ました京都にも、ちゃんとこんなホテルがあるんやからなぁ」

　独り言のように言うと、先ほどまで骨董品店『蔵』で、作家・伊集院武史にインタビューをしていた女性編集者がベッドに腰を下ろし、煩わずらわしそうにヘアウィッグを取った。

「そりゃ、コンビニもない田舎にだって、こういうホテルだけはあったりするから」

　本来のベリーショートに戻ったことにホッとした様子で息をつき、ベッド横のソファーで笑みを浮かべている男に視線を送る。

　その男は、坊主のように髪を剃り上げ、横長の目は、鋭い眼光を放っている。

　彼にはいくつも名はあるが、家頭家においては、『円えん生しょう』と呼ばれていた。

「会ってきたわ。手て筈はず通り」

　彼女はそう言って短い髪をくしゃくしゃとかいて、煙草を口に咥くわえる。

「おおきに。ほんで、家頭武史は、どないなお人やった？」

　あいつの親父には、年末の家頭家のパーティで会うとるけど、あんまり記憶にあらへんわ、と洩らし、自分も煙草を口に咥えた。

「別に、普通よ。温厚で善良な人よ。毒がない雰囲気。作家って、もっと癖がある人ばかりかと思ってたけど、ああいう普通の人もいるのね」

「へぇ」と、円生は頬杖をつき、煙を吐く。

　つまり、見た目通りのお人てことか。

　あいつとは全然違うんやな。まぁ、あいつも一見『温厚で善良』な男やけど。

　そう思い、くっくと笑い、彼女を見据えた。

「ほんで、青磁は？」

「あった。想像以上に厳重ね」

「せやろな」

　円生は小さく笑って、背もたれに身を預ける。

「店全体はいくつもの監視カメラと、よくあるセキュリティ会社を利用しているわ。ハッカーは確保できたから、一時間くらいならセキュリティを解除して、カメラを止めることができる。けど、二階のあの部屋は別ね。独自のセキュリティを使っているの」

「独自？」

「ええ、同じセキュリティ会社を使っているように思わせておいて、あそこだけは違う。

　扉に南京錠を含むいくつもの鍵を使っているのは、おそらくポーズというか、油断させるカムフラージュっぽい。指紋認証後に、ナンバー式デジタルロック。これが厄やっ介かいそうよ。そうそう、指紋はもらってきた」

　彼女は手袋をして、バッグの中からコーヒーカップを取り出して、円生に見せた。

「おおきに。ほんで、ナンバーの方は」

「見せてくれなかったけど、おそらく十二桁の数字」

「……十二桁」

「しかもその暗号、毎日変えているんですって」

「息子が？」

「ええ、『間違ったら、しばらく開けられなくなるし、さらに打ち込んだら、セキュリティが作動するから大変なんです』なんて言ってたわ」

「……毎日変更か、厄介やな」

「ええ、そうね。青磁が物凄いお宝ってことは分かるけど、家頭誠司の横のつながりを考えると、転売にも骨が折れそう。今回の仕事を実行に移すとなると、セキュリティ関係のプロを雇わなきゃいけないし、それには結構なお金がかかる。

　ねぇ、こんな危ない橋を渡らなくてもいいんじゃないかしら。あなたは元々贋作作りのみで、盗みにはかかわっていない、つまり素人でしょう？　そんな危ない橋を渡らなくても、もっと楽で金になる仕事はあるわよ？」

「ほんまやな」

　口角上げて頷く円生を前に、彼女は、やれやれ、と肩をすくめた。

「……撤退する気はゼロなんだ。久しぶりに、なんだか楽しそうね」

　足を組んで、ふふっ、と笑い、

「それじゃあ、指紋を採取しましょうか。アルミニウム粉を出して」と立ち上がりかけたその時、円生がその腕をつかんで体を引き寄せ、唇を合わせた。

「……指紋採取は？」

「後でええ。仕事は夜中やし、時間はたっぷりあるやろ」

「本当、久しぶりにすごいギラギラした目。悪巧みを前に、興奮するところも変わってなくて嬉しいな。『出家』前に戻ってくれたみたいで」

「あんなん、インチキ出家や」

「知ってる」

　彼女は円生の首に手を回して、唇を合わせる。

　二人はそのままベッドにもつれ込んだ。
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『カラン』と、骨董品店『蔵』のドアベルが鳴り、私は扉に目を向けた。

　店長が帰ってきたのかもしれない、と思ったものの、そこにいたのは店長ではなく……、

「ホームズさん」

「葵さん、お疲れ様です」

　そう、ホームズさんだった。

　彼は、店に足を踏み入れると、にこりとその形の良い目を弓なりに細める。

「お疲れ様です、ホームズさん」

「父は？」

「編集者さんと喫茶店に行ったきりで」

　私は店内の柱時計に目を向け、眉を寄せた。

「……思えば、もう、二時間半にもなります」

　そんなにあの女性編集者と、長々話しているのだろうか？

　私が時計に目を向けて眉を顰ひそめるも、ホームズさんはすぐに納得したように相槌をうつ。

「おそらく、編集者との話が終わったあとも、店に残って仕事をしているのでしょう」

「ああ、なるほど、店長っぽいですね」

　私は相槌をうち、ホームズさんを見上げた。

「ホームズさんは、今日一日大学かと思っていました。大学でイベントがあるとか仰ってませんでしたっけ」

「ええ、今日は大学から直帰するつもりだったんですが、やはり青磁が心配ですので、取りにきたんですよ」

「店長が、持ち帰るのを忘れそうだと思ったんですか？」

「持ち帰るのを忘れる程度なら、ここのセキュリティはしっかりしているので、それほど心配でもないんですが、落として割ってしまったらと」

「……ああ」と私は苦笑して相槌をうつ。

　先日も店長は価値のある茶碗を落としかけたことがあり、皆をひやひやさせている。

　そんなことから、オーナーもホームズさんも、店長に高価な品を触らせることを敬遠していた。

　店長自身も、そんな自分を自覚しているようで、先日ガラスケースの中に飾っている志し野のの茶碗を眺めて、

『この茶碗は父がもっとも大切にしている宝のひとつなんですが、わたしには危険だと言って触らせてくれないんですよ』と、遠い目を見せていたことが記憶に新しい。

　私が志野の茶碗に目を向けていると、柱時計が『ボーン』と音を立てた。

「そういえば、葵さんの学校はいつからですか？」

　私は、とカレンダーに目を向ける。

　今日は、四月八日だ。

「えっと、新学期は十一日からです」

　ホームズさんは、なるほど、と相槌をうつ。

「葵さんもいよいよ、三年生になるんですね」

「……はい」

　私は曖昧な笑みで、そっと頷いた。

『この春休みは、楽しく過ごし、新学期が始まり三年生になったら、ホームズさんに告白しよう』そう、決めていた。

　それもあって、自分がいよいよ三年生になるのかと思うと、緊張する。

　この『蔵』でのバイト生活を手離すことになる可能性の方が高いのだから……。

　そう思うと胸が詰まり、私は切なさに目を細めた。

「葵さん？」

　ホームズさんが、心配そうに顔を覗いたその時、再び『カラン』とドアベルが鳴り、店長が姿を現した。

「すみません、遅くなってしまいました。――ああ、清貴。今日は来ないかと」

　ホームズさんを見るなり、店長は驚いたように目を開く。

「思ったよりも早く終わったので来ました。ついでに『青磁』を持って帰ろうと思いまして」

「あ、いや、あれは、今日もここに置いといてほしいんだ。明日もお見せすることになっていて」

「明日も？」

　ホームズさんは不思議そうに首を傾げた。

「なんでも、高こう台だいの写真を撮り忘れてしまって、編集部に怒られてしまったそうで。どうしても写真におさめたい、と連絡が来てね」

「そうでしたか。高台の画像は必要でしょうね」

　骨董品にとって、『高台』――つまり、茶碗の胴や腰を乗せている台座の部分は、真贋を見極める上でも結構な重要ポイントだ。

　それが故に、高価な骨董品ほど、高台がどうなっているのか、という興味も強い。

　どうせ、青磁の写真を撮るならば、高台もという意図は理解できるような気がした。

　少し前の自分ならば、『どうしてそんなものを』と、理解できなかったことだろうな。

　自分も随分、『蔵』に染まってきたのだろう。

　ふと、カウンターに目を向けて、私は「あっ」と、店長を見た。

「そ、そういえば、店長が使われていたコーヒーカップがなくなってしまっていまして」

　すると、店長は「ああ」と頷いた。

「わたしが愛用しているカップを『作家の必須アイテム』として、お洒落な雰囲気で写真に撮りたいと仰ったので、お貸ししたんですよ。明日、返してくれるそうです」

「そうでしたか」

　私は、自分が失くしたわけではなかったんだ、とホッとして胸に手を当てた。
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　月が雲に隠れた闇夜というのは、悪わる巧だくみに最適かもしれない。

　円生は、黒い帽子にジャケットにジーンズと、然さ程ほどは怪あやしくない出で立ちで、ひと気のない裏道から商店街に入り、早足で骨董品店『蔵』へと向かう。

　店の裏手にまわり、表の扉とはうって変わった無機質な勝手口のドアの前で足を止めた。

「――着いたで」

　ぽつりと、小さく告げると、すぐに、イヤホンから音声が届く。

『了解。十二時ジャストになるまで、少し待ってと言ってるわ』

「分かった。せやけど、ほんま、ハッカーさんはたいしたもんやね」

　円生はニッと口角を上げて、その場にしゃがみ、『煙草吸いてぇ』と顔を上げた。

　……最新のセキュリティを施しても、それを打ち破るハッカーも現れる。

　まるで、いたちごっこや、と口角を上げる。

『開錠、十秒前よ。作業は十五分で終えて、二十分には撤収して』

「分かっとるわ。泥棒は十五分で撤退。世界の常識や」

『世界の常識って』

　耳元に届く笑い声に、円生も笑みを浮かべながら革手袋をはめる。

『いいわ、開錠されたって。一階カメラ、停止したわ』

「――ああ」

　円生は緊張を覚えながら、ゆっくりとドアノブを回す。

　キイィと開くドアに、少しホッとする。

　真っ暗な空間を覚悟していたものの、店内は豆電球に照らされている。

　仄暗い中、カチコチと響く柱時計の音。

　ずらりと並ぶ骨董品と、うすら笑みを浮かべる人形には、空恐ろしさを感じた。

　まるで、お化け屋敷やな、と苦笑しつつ、音を立てずに歩く。

「…………」

　この店の作りは、頭の中に入っている。

　棚の位置、カウンターの位置、ソファーの位置、そして階段の位置。

『二階カメラの一部が、セキュリティシステムと連携していないから、停止できないって』

「ま、映ってもええわ」

　円生は足音を立てないまま、素早く階段を上る。

　そこはダンボールが積まれた、まさに『倉庫』だった。

　他のものには見向きもせずに、奥へと向かうと、扉があった。

　カムフラージュなのか、ポーズなのか、ただ単に趣味なのか、じゃらじゃらとつけられた南京錠を含む様々な鍵。

　これらは、ちょっとした道具とコツで、簡単に開錠できた。

　そして指紋認証装置。

「さて」

　革手袋を脱いで、指サックをつけた親指を当てる。

　これは、家頭武史の指紋を貼り付けたものだ。

　すぐに『認証できました。暗証番号を入力してください』という文字が表示される。

　扉横の壁にはコンセントのふりをしたカバーがあり、そこを開くと数字盤があった。

　アラビア数字『１』から始まる三行四列で、一番下の列は『＊０＃』と、主に電話に見られる数字の配置だった。

　――ここからやな。

　十二桁の数字。

　円生は、すぅ、と息を吸い込む。

　ここに来るまで、何度も頭の中でシミュレーションした。

『もし、自分があいつだったら、どういう数字にするのか』

　日替わりで変えるという、数字。

　あの男のことだから、絶対に適当な数字を設定したりはせぇへん。

　この南京錠にしてもそうや。

　ほんまに泥棒が来たら、こんなん役に立たへんことを知っとる。

　ほんでも、これはあいつの美学みたいなもんなんやろう。

　大切な宝の扉に、アンティークな南京錠をつける――。

　それじゃあ、数字はどうやって決める？

　西暦と月日は入れないまでも、『その日』を彷ほう彿ふつとさせる数字にはしたはずや。

　十二時すぎて日も変わった今、今日の日付は、四月九日。ほんまに、あいつになりきってむちゃくちゃ考えて、出てきた結果、

『春を彷彿とさせる九番目の和歌』

　そう、百人一首、九番目がまさに春の歌。

　――花の色は うつりにけりな 悪戯に わが身世にふる ながめせしまに――

『桜の花の色は、むなしく衰え色褪せてしまった、春の長雨が降っている間に。ちょうど、私の美貌が衰えたように、恋や世間のもろもろのことに思い悩んでいるうちに』

　という、かつて絶世の美女と謳うたわれた『小お野のの小こ町まち』の自じ虐ぎゃくともいえる歌。

　これに、ヒントがあるに違いない。

「……最初の言葉やな」と円生は洩らす。

『花の色は――』は、何色なのか。

　いろいろな呼び方があるだろう。

　しかし、そこは、あいつのことや。色の名に『桜』が入っているはず。

　色褪せた桜を彷彿とさせる、『桜』という名が入った色の名前。

　該当したのは、ふたつ。

『桜さくら鼠ねず色』と『灰はい桜ざくら色』。

　どちらも色褪せた桜を彷彿とさせる。

　せやけど、あいつは『鼠』を選ばへん。

　かつての美女が、まるで今の自分のようだと詠った、花の色。

『桜鼠色』と『灰桜色』のどちらかだとするならば、『灰桜色』を選ぶだろう。

『灰桜色』のカラーコードは、『＃ｅ８ｄ３ｄ１』。

　アルファベットを順番に数えて、数字に変えたら、『５８４３４１』。

　せやけど、これやと、六桁しかあらへん。『＃』をつけても七桁や。

　いや、桁数はさておき、あいつがカラーコードをそのまま数字にして、暗号にするとは、あんまり考えられへん。

　となると、

「シーザーやろ」

　暗号の種類は数あれど、あいつはジュリアス・シーザーことユリウス・カエサルが好きそうや。暗号にも、自分の好きなもんを使うに違いない。

『ｅ８ｄ３ｄ１』をシーザー暗号化したなら、『ｈ１１ｇ６ｇ４』。

　これをすべて数字に変えたら、『８１１７６７４』。

　……七桁。

　ほんでも、その後に日付である

『０４０９』をシーザー暗号化させた『３７３１２』をつけたら十二桁。

　これでいけるやろ。おそらく日付が最初や。

　円生はごくりと息を飲み、『３７３１２８１１７６７４』と打ち込んだ。

『暗証番号が違います』

「……マジか」

　表示された文字を前に、円生は額に手を当てた。

　あいつになりきって考えて、絶対の自信があったんやけど、ショックやわ。

　ほんなら、和歌やないんやろうか。

　せやけど、あの歌やという、根拠のない確信みたいなものはある。

　何より、新たに考える時間もあらへん。

　こうなったら、和歌でいくしかあらへんのやけど。

　下手にシーザー暗号化なんてせんと、そのままで良かったんやろう。

　いや、ちゃう、それは絶対あらへん。

『桜鼠色』の方やったんやろか。

「桜鼠色のカラーコード教えてや」

　ぽつりと告げると、すぐに彼女がキーボードを叩く音が耳に届く。

『＃ｅ９ｄｆｅ５、よ』

「おおきに」

『＃ｅ９ｄｆｅ５』を同じようにシーザー暗号化していったら、『ｈ１２ｇｋｈ８』。

　それを数字にしたなら、『８１２７１１８８』。

「今度は八桁かいな。シーザー暗号化した日付を入れて十三桁」

　これは、多すぎやろ。十二桁ちゃうんか。

　それとも、日付だけは普通に『０４０９』でええとか。

　いや、日付はそのままって、それはちゃうわ。

　桁数は、変動するのかもしれへん。

『３７３１２８１２７１１８８』

　円生は新たな番号を打ち込むも、『暗証番号が違います』という文字がまた表示された。

「――あかん」

『その通りよ、あと一回間違ったら、おそらく作動中止になるから、時間内に操作できなくなるわ』

「分かっとるわ、黙っとけ」

　苛々する気持ちを抑えきれずに、円生は舌打ちして、頭に手を当てる。

　おそらく、『桜鼠色』やない。『灰桜色』の方でええんや。

　いや、ほんまにそうやろうか。時間があらへん、はよ考えんと。

「…………」

　見えないプレッシャーに、「ああ、もう」と、円生は舌打ちした。

　戦時中の暗号解読班になった気分や。

　円生はそこまで思い、ハッと目を開いた。

「――戦時中、せや、『エニグマ』や」

　せやけど、『エニグマ』だけやあらへん。

『ｅ８ｄ３ｄ１』をまずシーザー暗号化したなら、『ｈ１１ｇ６ｇ４』。

　これを数字に変えたら、『８１１７６７４』。

　これをまた、アルファベットに変えたら、『ｈａａｇｆｇｄ』。

「『ｈａａｇｆｇｄ』を『エニグマ』化してくれへん？」

『エニグマってレトロね、そんな端末ないわよ。ああ、でもソフトがあるみたい。ちょっと待ってね』

　少しの間のあと、『ｒｔｗｑｏｋｗ』と彼女は告げる。

「おおきに」

　ほんで、これを数字化すると、『１８２０２３１５１１２３』。

「これで、十二桁や。……できた」

　円生は、額に滲んだ汗を拭う。

『それでいけそう？』

「分からへん。でも、これでダメやったら、しゃあない」

　緊張なのか、武者震いなのか、震える指を抑えながら、慎重に十二桁の数字を打ち込んだ。

　すると……。

『認証いたしました』という文字とともに、『ガチャリ』と、とてつもなく重い鍵が開錠された音が、静かな部屋に響く。

　気が付くと、背中にびっしょりと汗をかいていた円生は、ふーっと、大きく息をついた。

『おめでとう、やったわね』

「ああ、ほんまや」

　――あいつに、勝った。

　円生は背筋を伸ばして、扉を開ける。

　窓のない真っ暗な空間。

　ポケットから小型の懐中電灯を取り出して、部屋を照らすなり、円生は足を止めた。

　まるで恐ろしい獣が潜む檻に入ったような、研ぎ澄まされた空気を感じ、それ以上動くことができなかった。

「こんばんは」

　穏やかな声が耳に届く。

　円生は生唾を飲み込みながら、部屋の中央を照らした。

　そこにはテーブルと、恐らく青磁が入っているであろう木箱。

　そして木刀を手に、にこやかに微笑む家頭清貴の姿があった。
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　……眠れない。

　私は何度も見ただろう壁掛け時計に目をやり、はぁ、と息を吐く。

　ベッドの上で膝を抱えたまま、徒いたずらに時が過すぎる。

　今時計の針は十二時を越していた。

　布団の中に入ることもできず、ベッドの上に座りながら、何度も今日の出来事を頭の中で反芻していた。

　女性編集者がカップを持ち帰ったことを知ったホームズさんは、すぐに立ち上がってパソコンを立ち上げ、電話を手にした。

『――お忙しいところ申し訳ありません。京都の骨董品店「蔵」の家頭といいます』

　ホームズさんが電話をかけたのは、Ｗｅｂサイト『ＪＣＮ』運営会社だった。

『ああ、そうでしたか、はい。分かりました、ありがとうございます。失礼いたしました』

　受話器を置くなり、ホームズさんは『やっぱりでしたね』と洩らして引き出しを開けて、トランシーバーのようなものを取り出した。

　すぐさま、それを手に、店内をかざして回る。

『清貴？』

『ホ、ホームズさん、どうされました？』

　戸惑う私たちに、ホームズさんは小さく息をついて、こちらを向く。

『……どうやら、盗聴器は仕掛けられていないようですね』

『盗聴器？』と、私と店長の声が揃う。

『ええ、これは盗聴器発見器なんです。遊び半分で買った物なんですが、まさか本当に使う日がくるとは思いませんでした』

　そう言ってホームズさんは、発見器をカウンターの上にコトンと置く。

『どうして、そんなものを……』

　店長は困惑した様子で、ホームズさんを見る。

『――今夜、良からぬ輩が、青磁を狙ってこの店にきます』

　強い眼差しで、きっぱりと言い放ったホームズさんに、私と店長は顔を見合わせた。

『よ、良からぬ輩って？』

『……おそらくですが、円生でしょうね』

　ホームズさんは顎に手を当てて、ふふふ、と微笑む。

　笑顔でありながら、全身から怒りが滲み出ていて、その迫力に気け圧おされる。

『せっかくなので、お迎えしたいと思います。お父さん、手伝っていただけませんか』

　――と、彼は、二階奥の部屋で、円生を迎え討うつ準備を始めた。

『葵さん、そんな顔をなさらないでください。心配なさらなくても大丈夫ですよ』

　ホームズさんはそう言って、優しく微笑んでくれた。

　……そんなふうに言われても、心配で仕方がない。

　あの窓のない部屋で円生を待ちながら、ホームズさんは今、どんな気持ちでいるのだろう？

　私は震える手をギュッと握り、クッションに顔を押し付けた。





◆　◆　◆






「――――っ！」

　部屋で待ち構えていた清貴を前に、円生は呼吸が止まるような気がしていた。

『蛇に睨まれた蛙』とは、このこと。

　まさにこいつは、穴倉で待ち構えていた蛇や、と息を呑む。

　そんな動けない円生を前に、清貴は愉しげに口角を上げる。

「そんな顔をしないでください。僕がここにいたことが、そんなにも意外でしたか？」

　そう言って、テーブルランプのスイッチを押した。

　パチン、と音がして、部屋に仄かな明かりが灯される。

　清貴はゆっくりと顔を上げて、にこりと目を細める。

「あなたの計画は一見自然なようで、どこか不自然でした」

「不自然？」

　円生は、自分の声が上ずりそうになったことに、ごくりと生唾を呑んだ。

「ええ、まず、父に、海外向けのｗｅｂ雑誌からインタビューの依頼が来たこと。

　まあ、父の作品は翻訳されて、海外の書店にも並んでいますから、そうした話が来たとしても不思議ではないのですが、正直言いまして『どうして父なんだろう？』とは思いました。もっと『海外受け』を意識していて、そうしたインタビューにも宣伝効果を期待して喜んで応えるだろう時代小説作家はたくさんいます。しかも、わざわざ京都まで来るなんて。ですが、編集者がファンだったと思えば、ありえるかもしれない」

　清貴はまるで独白するように話しながら、テーブルの周りをゆっくりと歩く。

「それで、そのサイトを確認しました。サイトは実在していましたが、今まで一度も作家のインタビューなど載せたことがなく、どちらかというと、日本の研究などを伝える理系寄り。とはいえ、これもまあ、新たな企画が持ち上がっても、おかしくはないわけです。ですが、その第一号に父を選んだということも、どこか不思議ですし、何かが引っ掛かる。

　また、家頭家には中国の『青磁』があるという噂を聞きつけ、ぜひとも、『青磁』の写真を撮りたいという申し出があったと聞いたときは、もしかして目的は父ではなく、『青磁』だったのではないかと思ってしまいました。それなら、父ではなく祖父に依頼したらよい話。祖父も海外で活躍していますし、『青磁』とともに、なかなか良い記事になる気がします。まぁ、『作家にインタビュー』と『青磁の写真』を載せたかったのかもしれない、とも思えるのですが、どうしても何かが引っ掛かる――」と清貴は、そっと肩をすくめる。

　円生は何も言わずに、その場に立ち尽くしていた。

「そして編集者は『撮影のため』と父の使っているカップを持って帰った。いつも使っているカップを撮るなら、店内のカウンターで良いではありませんか。『照明のしっかりしたところで、お洒落な写真を撮りたい』と言ったそうですが、『いつもの執筆スタイルを見たい』と、わざわざ『蔵』まで来ていながら、カップだけ別の場所で撮るなんて、コンセプトが、ブレていると思われませんか？　しかも、『洗わせるのは申し訳ないから、そのままでいい』と、洗っていないカップを持って帰ったとのこと。これも、言っていることは分かるようで、なんだか変ですよね。そして翌日も訪れて、撮り忘れた高台の写真を撮りたいという。高台の写真を撮りたいその気持ちは分からないでもないのですが、何かがおかしい。そう、何もかもが『理解できないでもないけれど、何かがおかしい』わけです」

　清貴は足を止めて、円生を見た。

「ですから、サイトの運営会社に電話をして確認してみました。そうしたら、そんな企画はないと。父の許を訪れた編集者と同名の女性はいるそうですが、今日……いえ、もう昨日ですね。昨日は一日東京のオフィスにいたそうで、京都には来ていないそうです。ちなみに年齢は四十代とのことでした。ニセモノの女性編集者が父の許を訪れて、偽のインタビューを行い、青磁を確認して、父のカップを持って帰り、今夜も青磁をここに留めておくように仕向けた。よくよく父に話を聞くと、インタビューの日を『できたら、四月九日か十二日に』と指定したそうなんです。その日は大学でイベントがあって、僕が店に出られない日なんですよ。もう、こうなったら疑いの余地はありません。良からぬ輩が青磁を狙って、ここに来るのだろうと。その輩は『うちの事情をよく知っている人間』に違いない――。僕の脳裏に、真っ先に浮かんだのは、あなたの顔でした」

　話し終えて、清貴は口角を上げる。目は鋭いまま。

　一瞬でも目を離したら斬られるような緊張感に、円生は視線をそらさずに拳を握った。

「なので、今日はこの部屋の扉の前で待機していようかと思いました。ですが僕も、タチが悪いですよね。あなたが、僕の設定した番号を解けるのか試したくなりまして、父の協力のもと、この部屋の中で待つことにしました。暗証番号も、あえて事前に用意しておいたままのナンバーにしたんです。あなたが解読できずに引き下がるなら、それで良いような気もしましてね。映像に残された、落胆して立ち去るあなたの姿を何度も観て楽しませてもらおう、と思っていました。……ですが、いや、たいしたものですね。まさか解読するとは。よほど、僕になりきって考えたのでしょう。あなたの模倣の能力が、遺い憾かんなく発揮されましたね」

　そう言って、ふふふ、と笑う清貴に、

「おおきに」

　円生は小さく息をついて、笑みを返した。

「――さて」

　清貴は木刀を持つ手に力を込めたかと思うと、円生の頭上に勢いよく振り落とした。

　パアン、という弾けたような音が部屋に響く。

　円生は、自分のすぐ頭の上で木刀を両手で受け止めながら、頬を引きつらせる。

「……ほんまに乱暴な子やな。これ、当たっとったら、俺は死ぬで、手がビリビリするわ」

「僕は、『店に押し入った暴漢』に立ち向かったまでです。その結果、暴漢がどうなろうと、自業自得なのではないでしょうか？」

「そないなこと言うて、俺が受け止めるのを確信しとったんやろ？」

「それは、否定はしませんが」

　にこり、と可愛らしく微笑む清貴に、円生は背筋が冷えるのを感じた。

「相変わらずやな。なんや、いつかも同じようなことがあったな」

「ええ、南なん禅ぜん寺じでのことですね」

「あんたに初めて会うた時やな。懐かしいわ」

「ほんまやね、円生はん」

　清貴は木刀を手にしたまま、足を上げて円生のみぞおちを蹴りつける。

「――――ッ」

　円生はその衝撃で後方に吹っ飛び、部屋から追い出されたかたちとなった。

「この部屋で暴れられて『青磁』に何かあっては大変ですからね」

　清貴はそのまま、ゆらりと部屋から出る。

「ほんま、本性現しおって、普段とは別人やな」

「本性だなんて……それよりも」

　清貴は木刀から手を離し、円生の胸倉をつかんだ。

「……円生、あんたは、一体何をしてん！」と叫ぶように言った清貴に、

「何て。見たら分かるやろ、コソ泥やで」と円生は、自嘲気味に嗤わらう。

　そんな円生を前に、胸倉をつかんだ清貴の右手がぶるりと震えた。

「僕はあなたが嫌いです。忌いま々いましいです。それでも僕はあなたを理解しているつもりでした。あなたが僕を毛嫌いする気持ちも、贋作を仕掛けてくるその心情も、腹立ちながらも、心のどこかであなたを理解していました。……そやけど、今回だけは、理解でけへん。何をやってんねん。どこまで、落ちるんや」

　手に力を込めて、さらに胸倉を締め上げる。

『どこまで、落ちるんや』

　その言葉に、何かが切れたのだろうか、円生は拳を振り上げて清貴の頬を殴りつけた。

「っ」

　清貴はよろけながらも、すぐに体勢を整え、切れて血が滲にじんだ口端を手の甲で拭ぬぐう。

「『どこまで、落ちるんや』て。ずっとこんなんや。ずっと底てい辺へんやで。何もかもに恵まれたピラミッドの頂点におるようなボンボンのあんたには、底辺におる俺の気持ちは分からへんやろ。酒乱の親父に殴られて機嫌窺って、ほんでもたった一人の身内や。気に入られるために、褒められるために、必死で生きるために贋作を作るしかなかった、俺の気持ちなんて分からへんやろ！」

　鼻先がつくほどに顔を近付けて叫ぶ円生に、清貴は顔を歪ませながら、その掌で押しやるように顔を離させる。

「分かりませんね。いつまでも、好んで底辺にいるあなたの気持ちなんて」

　再び円生が拳を振り上げるも、清貴はその腕を脇に挟んで、その体を床に叩き付け、バタンと大きな音が響く。

「ええ、分かりません。子どもの頃のことは仕方ないです。あなたは幼く非力で、そうするしかなかったことでしょう。子どもは、時に親の奴ど隷れいとなってしまうことがあります。

　――そやけど、今は違う。今のあなたはもう立派な大人や。もう、誰の奴隷になることもあらへん。自分のがんばりしだいで、底辺から抜けられる。そやのに、何をいじけて、いつまでも底辺におるんや！」

　倒れた円生の体に馬乗りになり、胸倉をつかんで叫ぶ。感情の昂たかぶりから、清貴の口調が途中から素のものへと変わっていた。

　円生は上体を起こして、胸倉をつかみ返す。

「それが、ピラミッドの頂点におる者の考え方や言うてんねん。底辺で生まれ育ったモンは、ずっと底辺や。抜け出すことがでけへん。『がんばりしだい』て、いかにもボンボンらしい、お気楽で手前勝手な言葉やわ。お前には、なんも分からへん」

「ええ、僕には本当に分かりません。あなたはどうしてそうなんですか」

「分からへん、って何回言うてんねん」

　鼻で嗤う円生に、清貴は奥歯を噛み締める。

「ほんまに分からへんのや！　僕は、僕にあなたほどの才能があるならて、何遍思ったか。あなたほどの才能を授かれるんやったら、僕は悪魔に魂を売ったって構わへん！　それほどの……それほどの才能を持ちながら、あんたはほんまに、何をやってんねん！」

　喉の奥から絞しぼり出すような、悲ひ痛つうともいえる清貴の叫びに、円生は言葉を失った。

「何を……」

　呆然と目を開き、円生は清貴を見返した。

　胸倉をつかんだ拳は震え、その目は真っ赤に充血している。

「さ、才能て」

　動揺から、円生の声が震える。

「……それも、手前勝手なボンボン発言や。ない物ねだりしとるだけやろ。興が削がれたわ、ほんま」

　円生は自嘲気味な笑みを浮かべたあと、力いっぱい清貴の体を突き飛ばして、勢いよく駆け出す。

『あなたほどの才能を授かれるんやったら、僕は悪魔に魂を売ったって構わへん！』

　その言葉を振り切るように、円生は舌打ちしながら、階段を駆け下りていった。




「…………」

　二階に残された清貴は、逃げ去った円生を追いかけようともせず、額に手を当てて大きく息をつく。

　今になってズキズキと痛み出す頬に、ほんの少し肩をすくめて立ち上がった。

　……自ら首を殴られる方向に向くことで、随分衝撃は逃せたものの、あの拳は凶器やな。

「ほんま、生臭坊主が」

　清貴は頬を冷やそうと、そのまま、ゆっくりと階段を下りる。

　一階に降り立ち、清貴はすぐに異変に気付いた。

「―――っ！」

　ガラスケースに保管した、もうひとつの家頭家の宝。

『志野の茶碗』が、なくなっていることに――。





◆　◆　◆






　時間は、四時を過ぎていた。

　もう真夜中を通り越して、早朝一歩前だ。

　本当に、円生は来たのだろうか？

　来なかったなら、取り越し苦労なら、それでいい。

　もし本当に円生が来て、二人が対たい峙じすることになったら……。

　二人はどんなことになってしまったのか。

　ホームズさんは、武道をやっていて強いかもしれない。

　それでも、あの体たい躯くの円生とまともにやり合って、無事で済む気がしない。

　血まみれになって床に倒れ込むホームズさんの姿が過り、私は頭を振った。

　緊迫した時に、メールなんてしたら駄目だろうと我慢していたけれど、心配で仕方ない。

　スマホを手に取り、震える指でメールを打つ。

『ホームズさん、大丈夫ですか？』

　送信しようかしまいか、迷った。

　このメールの着信音で、迷惑をかけてしまうことになったら。

　けれど、ホームズさんには、そんな迂う闊かつさはないだろう。

　きっと、電源を切るなり、音を消しているはずだ。

　そう自分に言い聞かせて、メールを送る。

「…………」

　メールを送り、数分。返事はない。

　円生が来なくて、寝てしまっているのだろうか？

　それとも、気絶しているような状態だったら……。

　嫌な予感に、指先が冷たくなる。

　その時、スマホがぶるると震えて、私の体もびくんと震えた。

『寝ていなかったんですね。心配をおかけしてすみません。大丈夫ですよ』

　彼からの返信に、安心して力が抜ける気がした。

『円生は、来なかったんですか？』と、すぐに返信する。

『来ました。青磁は守れましたが、志野の茶碗を盗られてしまいました。迂闊でしたね』

「っ！」

　その一文を目にするなり、私は勢いよく立ち上がり、『蔵』に向かう準備を始めた。

　家族を起こさないように、私は静かに家を出る。

　朝の四時半を過ぎた春の空は蒼い。

　それでも、もうすぐ日が昇ることを感じさせる。

　道に人の姿も、車の姿もない。

　まるで、町を貸し切ったかのような静けさの中、必死に自転車を漕こいだ。

　胸がドキドキと、嫌な音を立てている。

　あの短い一文で、彼がどんな思いをしているのか、手に取るように伝わってきた。

　円生への怒り、自分への怒り、そしてやりきれなさ。

　私が行って、何になるんだろう。

　そう思いながらも、黙ってはいられなかった。

　自転車を飛び降りて押しながら寺町商店街に入り、小走りで『蔵』へと向かう。

　いつもは賑やかな商店街も、異世界のように静かだ。

　骨董品店『蔵』は、カーテンが閉められていて中の様子は分からない。

　それでも、仄かな明かりが灯されていることだけは分かった。

　扉の前まで来て、自転車を停め、息を飲みながらドアノブに手をかける。

　鍵はかかっていなかった。

　ドキドキと心臓が嫌な音を立てる中、そっと扉を開ける。

『カラン』とドアベルが鳴ると同時に、カウンター前の椅子にうな垂れるように座っていたホームズさんが、顔を上げてこちらを見た。

「――葵さん」

　とても驚いたような目。テーブルランプの仄かな明かりから、ホームズさんの頬が赤黒く腫れ、口端が切れているのが見えて、私は口に手を当てた。

「ホームズさん、怪我を？」

「……ああ、たいしたことありませんよ。処置もしてます」

　微笑んで見せるも、その表情に力はない。

「わざわざ、来てくださったんですか？　こんな夜更けに危ないですよ」

「もう、朝です。ごめんなさい、どうしてもいてもたってもいられなくなって」

　店に入ると、空になったガラスケースが目の端に映り、言葉が詰まった。

　いつも、そこに当たり前のようにあった『志野の茶碗』。

　その茶碗を初めて見たのは、この店に初めて訪れた日。

　そう、私が初めて魅入った古美術。

　家頭家の宝であり、それは、私にとっても特別なものだった。

「…………」

　じわじわと、目に涙が滲んでくる。

　どうして、こんなことをするんだろう。

「……葵さん」

　ホームズさんは、そっと目を細め、額に手を当てて俯いた。

　訪れた沈黙。

　もしかして泣いているのだろうか。

　息苦しさに、言葉を発することができない。

「腹が立って仕方ないのか、悲しくて仕方ないのか、よく分かりません」

　ややあって、静かにそう洩らす。その声は、震えていた。

「……ホームズさん」

　私も手が震えるのを感じながら、そっと彼の肩に手を触れる。

　すると、彼の体がピクリと震えて、

「――すみません」

　彼は俯いたまま、私の手の甲に掌を乗せて、優しく包むように握る。

　小刻みに震える手から、怒りと悲しみが伝わってくるようで、私は何も言わずにその手を握り返した。





３






　朝も九時になる頃には、店にオーナーと店長が訪れて、今やもぬけの殻からとなったガラスケースを確認した。

「と、とりあえず、すぐに警察に」と、受話器を手にする店長に、

「武史、待て」と、オーナーが制するべく手をかざし、ホームズさんを見据える。

　ホームズさんは何も言わずに、オーナーを見詰め返した。

「……その傷は、生臭坊主にやられたんか」

　静かに尋ねるオーナーに、彼は「はい」と頷く。

「ほんで、お前は奴に、同じだけの手傷を負わせたんか」

　その問いに、彼は一瞬の間をおいて、「いえ」と首を振る。

「何やっとんじゃ、このボケナスが！　やられっぱなしやないか！」

　オーナーは店内はおろか、外にまで響き渡るのではないか、と思うほどの声で怒鳴る。

　その衝撃に、私の体がビクンと震えた。

「その通りです」

　しかしホームズさんは、少しも動じていない様子で頷く。

「どないすんねん、このまま負け犬か！」

「――いえ、円生は必ず僕にアクションを起こしてきます。志野の茶碗は、必ず、僕の手で取り返します」

「ほうか、ほんなら取り返すまで、家頭邸に足を踏み入れることを許さへん。先祖からの宝を守れへんかった今のお前には家頭家の敷居を跨またぐ資格があらへん。ええか、取り返せなかったら、破門やで」

　そう言うオーナーに、私は苦しさを感じギュッと拳を握り締める。

　――資格がないだなんて。

　ホームズさんは、あんなに健闘したというのに……。

　一瞬、思わず声を上げかけたものの、私はすぐに口を閉ざした。

　その目は真っ赤で、拳がぶるぶると震えている。オーナーがどれだけ悔しい思いをしているのかが、伝わってきた。志野の茶碗を奪われたことはもちろん、自慢の孫が出し抜かれたことが、悔しくてならないのだろう。

「ええ、とんでもない失態をいたしました。心よりお詫びいたします。この不始末のカタは、必ず僕がつけます」

　一言も弁解せずに深く頭を下げたホームズさんに、オーナーは小さく相槌をうつ。

「……お前にとって厄介な相手や。『鏡』と対決するようなもんやで、心せい」

「はい」

「武史、そういうことや、これは内々の問題。警察には連絡せんでええ。恥をさらすだけや」

　オーナーはそれだけ言って踵きびすを返し、店を後にした。

　静かになった店内で、店長は弱ったように額に手を当てて、うな垂れた。

「清貴、申し訳ない。わたしがまんまと騙されたりしたから……」

「いえ、お父さんは、何も悪くありませんよ。あいつらが悪いのです。何より、これは僕と円生の関係が招いたこと。巻き込んでしまって申し訳ございませんでした」

　ホームズさんはそう言って、店長の背を撫でる。

「……清貴」

「お父さんも、僕の身を案じて眠れなかったのでしょう？　どうか帰ってお休みになってください」

「それは、清貴こそだろう」

「僕は、まだまだ、若いですから。それに、いろいろ考えたいと思いまして」

　静かに告げたホームズさんに、店長はハッとした様子で頷く。

「あ、ああ、それは気が利かなくて申し訳ない。それでは失礼させてもらうよ。今日は店を休むといい。そんな顔をしているのだしね。頬だけじゃなく、顔色も悪い」

　そう言って、店を出ていった。

　店内には、私とホームズさんだけになり、静けさが襲った。

「葵さんもお疲れでしょう。帰って休んでください」

「いえ、大丈夫です。私も若いですから。あっ、でも、お邪魔でしたら、すぐに帰ります」

　ホームズさんと同じ言葉を返しつつ、慌てて付け足した私に、彼は表情を緩ませた。

「……ありがとうございます、葵さん」

「えっ？」

「今朝、あなたがここに来てくれて、僕は随分救われました」

「ホームズさん」

「いつも僕は、あなたに助けられている気がします」

「い、いえ、それは私の方です」

「葵さん……」

　ホームズさんが私に向かって手を伸ばしかけた、その時、店のファックスが、ピーと音を立てた。

　ドキンと、鼓動が跳ねあがる。

　届いたファックス用紙を手に、「やはり来ましたね」と彼は口角を上げる。

「……ホームズさん、それはどこからですか？」

「コンビニからです」

　そう言って、ファックスを私に見せた。




『京都寺町三条のホームズ様。

　家頭家の大切な品をお借りしております。

　ぜひ、わたくしのいる場所にお越しください』




　筆でそう書かれていた。見事と唸うならされるほどの達筆だ。

　水墨で描かれた桜の絵も添えられている。

　枝には、雀すずめだろうか、小さな鳥のシルエット。

「……これは、円生からですよね」

「そうです。相変わらず、見事なものですが、絵と文字に少し荒さが見えますね。おそらく事前に用意していたものではなく、今日書いたのでしょう」

　ファックスを眺めつつ、ホームズさんは顎に手を当てる。

「円生は、どこに来いと言っているのでしょう？」

「…………」

　彼は黙り込み、ジッとファックスを眺め、

「わたくしのいる場所、ですか……」

　眉間に皺を寄せつつ、静かに洩らした。





◆　◆　◆






　清貴は、葵が帰った後も店に留まり、ファックスを眺めていた。

　今、店内にはジャズも流れていない。

　静寂の中、柱時計の音だけが響いている。

　この一文に、居場所を示すヒントがあるはず、と清貴は腕を組んだ。

『京都寺町三条のホームズ様。

　家頭家の大切な品をお借りしております。

　ぜひ、わたくしのいる場所にお越しください』

「…………」

　桜、水墨画。雀なのか文鳥なのか、明確に特徴を描いていない小さな鳥。

　この桜は、どこの桜なのか、また、これほどの絵を描きながら、なぜ、鳥の特徴だけは、はっきりさせていないのか。

　何より、これらの絵は場所を示しているのか、心情を表しているのか。

「……場所やろうな」

　清貴はぽつりと零して、天井を仰ぐ。

　あの男と自分の間に、『桜』でつながるものがない。

　はじめて会ったのは、秋の南禅寺。

　二度目は、同じく秋の源げん光こう庵あん。

　そして年末、東山の家頭邸。

　先月の鷹峯にある斎藤邸――。

　あの男が、自分になりきって暗証番号を解読したように、自分も彼の心を探らなくてはならない。正直、気が進まないんやけど、清貴は背もたれに身を預ける。

『深しん淵えんをのぞく時、深淵もまたこちらをのぞいているのだ』とはよく言ったもの。深淵に触れることで、引きずり込まれることもある。

　清貴は頬杖をつき、今までのやりとりを思い返した。

　南禅寺での、あの男の言葉。

『自分よりも若いあんたが、わたしの贋作を見破り、「ホームズ」と異名を取るキレ者と知って、ちょっと挑戦したくなったというわけや』

　その後、嵐山、天てん龍りゅう寺じ近くの柳原邸で『迷える羊』の絵を仕掛け、源光庵へと導いた。

　円生は、謎掛けから自分の示す場所に導くことが好きな男といえる。

『ハッキリしたわ、やっぱ、あんたは気に入らん』

　その源光庵にて、扇子を喉元に突き付けながら、鋭い目を見せた。

　僕の何が気に入らないのかは、まさに、昨夜の言葉につながるのだろう。

『ピラミッドの頂点におるようなボンボンのあんたには、底辺におる俺の気持ちは分からへんやろ』

「……居場所は『ピラミッドの底辺』というわけか」

　では、その底辺はどこだ？

　この寺町三条を頂点と考えるのか。

　いや、違う、と清貴は頭を振って、京都市内の地図を取り出してカウンターに広げた。

　はじめて出会った東山の南禅寺、勝負を仕掛けてきた嵐山の天龍寺、源光庵と斎藤邸がある鷹峯。そして、銀ぎん閣かく寺じ近くの家頭邸。

　それらに印をつけて線で結ぶ。いびつだが、台形となる。

　見ようによっては、『四角錐』に見えなくもない。

　分かりやすく四角錐になるように線で結ぶ。

　やはり、いびつだが、ピラミッドが描かれた。

　では、その底辺には……。

「――なるほど、ここですか」

　まさに今、桜で満開。この鳥は雀でも文鳥でもなく、鶯うぐいすというわけか。

　パッと見て、すぐに鶯と分かったら、場所が特定しやすいから、あえて特徴を出さないようにした。

　居場所を特定してほしくない、けれど特定してほしい。

　この一文からは、あの男の贋作作りに似たものを感じさせる。

「ほんでも……」

　――居場所は、分かった。

　清貴はファックス用紙をカウンターに置き、ノートパソコンを開く。

　カチャカチャとキーボードを打っていると、『カラン』とドアベルが鳴り、清貴は驚いて顔を上げた。

「……秋人さん」

　そこには、様子を窺うような目でこちらを見ている梶原秋人の姿があり、清貴はぱちりと目を開いた。

「お、おう、ホームズ」

「すみません、今日は定休日でして、そして今取り込んでいまして」

　そっと立ち上がり申し訳なさそうに眉を下げると、秋人は「あー」と相槌をうつ。

「ま、まぁ、そうだろうな」

「えっ？」

「いや、思ったより元気そうじゃん。安心した」

　うんうん、と頷く秋人に、清貴は眉根を寄せた。

「……秋人さん、誰かに何か聞かれました？」

「いや、『言うな』って言われたんだけど、まあ、『清貴が落ち込んで大変やし、もし可能やったら元気つけたってや』って、あるじいさんから電話が来てよ」

「…………」

　清貴は、無言で額に手を当てた。

「『何があったんすか？』って聞いたら、『説明はめんどいから、葵ちゃんに聞いてくれ』って言われて、その後、葵ちゃんに電話して聞いたんだよ」

「それで、あなたはわざわざここまで？」

「おう、わざわざ来てやったんだよ。とはいえ大阪からだけどな。で、円生からのファックスで居場所は分かったのか？」

　秋人はそのまま店内に入り、ためらうことなく清貴の対面の椅子に腰を下ろす。

「……本当にすべて聞かれているんですね」

「ああ、葵ちゃんに『オーナーの許可をもらってるから、全部教えてくれ』って言ったんだ。あっ、オーナーって言っちまった」

　慌てて口に手を当てる秋人に、清貴は『やれやれ』と肩を上下させ、頬を緩ませる。

「分かりました。わざわざ、心配してきてくださってありがとうございます。とりあえず、コーヒーを淹れますね」

「おう、梅うめ田だのデパ地下で『クイニーアマン』を買ってきたんだよ。一緒に食おうぜ」

「いいですね、あなたにしては、気が利いてらっしゃる」

「『あなたにしては』って、なんだよ」

　面白くなさそうに腕を組む秋人を横目で見ながら、清貴は給湯室に入る。

　……思えば、朝から水以外、何も口にしていなかった。

　コーヒーさえも。

　急にコーヒーを飲みたくなっている自分に気付き、清貴はそっと口角を上げる。

『蔵』の店内に再びジャズが流れだすとともに、カウンターの上にコーヒーカップが並んだ。

　二人は、秋人の持参したクイニーアマンを手に、ファックス用紙に目を落とす。

「なるほど、『俺のいる場所に来い』ってわけだな」

　秋人はクイニーアマンを頬張りながら、『うんうん』と頷き、

「で、もちろん、お前は、場所を特定できたんだろ？」と横目で清貴を見た。

「……ええ」

「さすが、我らが『ホームズ』。そう来なくちゃだな。で、それはどこなんだ？」

「――ここですね」

　清貴は、先ほど使っていた地図のある位置に人差し指を立てる。

　秋人は「へえ」と相槌をうち、顔を上げた。

「いつ行くんだ？」

「明日の午後に」

「俺も行くよ」

　すかさずそう言った秋人に、清貴は露骨に顔をしかめる。

「きっと、葵ちゃんも行きたいと思うはずだって。お前、円生といるとブレーキが外れるところがあるからな。葵ちゃん、きっとすげー心配してる」

「……それは、分かってます」

　清貴は苦い表情で、コーヒーを口に運んだ。

「邪魔になりそうだったら、俺は、すぐに葵ちゃんを連れて撤退するから三人で行こうぜ。お前はずっと一人で、円生と戦ってきた気持ちかもしれねーけど、俺と葵ちゃんも同じように見守ってきたんだ。できる限り見届けさせろよ」

　秋人は視線をそらさずに、真っ直ぐな眼差しでそう言う。

　そんな秋人を前に、清貴は諦めたように息をつき、口許を綻ばせた。

「……円生も、ほんまに『羨ましい存在』は、僕なんかやあらへんのにな」

「えっ？」

「いえ、結局、他の誰よりも、あなたが羨ましいという話です」

「はっ？　なんだそれ、嫌味かよ」

　秋人は怪訝そうに眉根を寄せて、頬杖をついた。

「いえいえ、そんな。話を戻しまして、そうですね。……それでは、三人で行きましょう。何かありましたら、葵さんをどうかよろしくお願いいたします」

「おう、任せろ。お前の大切な人だもんな。しっかり守る」

「……ありがとうございます」

　清貴は切ないような笑みで、そっと頭を下げた。





４






　翌日、ホームズさんから連絡をもらった私は緊張と、やはり嬉しさを感じながら地下鉄の鞍くら馬ま口ぐち駅から烏からす丸ま線に乗り込んだ。

　烏丸御お池いけ駅で東西線の太うず秦まさ天てん神じん川がわ行きに乗り換える。

　最寄りの駅に下車し、出口から徒歩で、その目的地に着くことができた。

　巨大な櫓やぐら門もん『東ひがし大おお手て門』が見える。

　そこが、待ち合わせ場所だ。

　門の前には、すでにホームズさんと秋人さんの姿があり、私は小走りで駆け寄る。

「ホームズさん、秋人さん」

　すぐに私の姿に気付いた二人は、笑顔で手を上げた。

「葵さん」

「おう、葵ちゃん」

　いつも明るい秋人さんはもちろん、何よりホームズさんの顔が晴れやかで、私は心からほっとした。

　昨日までのピリピリと張り詰めた感じがなくなっている。

　嬉しくて目頭が熱くなる。

　彼の張り詰めた緊張感をほぐしたのは、きっと秋人さんなんだろう。

　意図せずとも、簡単にホームズさんの心を軽くさせることができる秋人さんに、少し悔しいような気持ちになったものの、やはり感謝の念が募る。

「――で、ホームズ、敵が示したのはこの場所なんだな」

　秋人さんは、振り返ってそう言った。

「ええ、『ピラミッドの底辺』がここというのは、実に彼らしい皮肉です」

「……ですね。まさか、『お城』だなんて」

　そう、円生が示した場所。そこは、『二に条じょう城じょう』だった。

「二条城なんて、小学校の頃以来だな」

　体を伸ばしながら言う秋人さんに、私は相槌をうった。

「私は中学の修学旅行で来ました。『キュッキュッ』と鳴る、ウグイス張りの廊下が有名ですよね」

「ええ、二条城は徳とく川がわ家いえ康やすが御所の守護と、上じょう洛らく時の滞在用に造営しました。見所は家康が建てた、桃山文化を代表する武ぶ家け風ふう書しょ院いん造りの二にの丸まる御ご殿てん。徳川慶よし喜のぶが大たい政せい奉ほう還かんを宣言した大広間。また、葵さんも仰ったように『ウグイス張り』の廊下でしょうか。そして……」

　歩きながら東大手門をくぐる。

　敷地に入ると、見えてくるのは、見事な桜の木々。

　私と秋人さんは、「わあ」と目を輝かせた。

「この二条城も、桜の名所として知られていますね。とはいえ、もう桜も終盤ですが」

「いやいや、立派じゃん、さすが『城』だなぁ」

　桜を仰ぎながら、二の丸御殿へと続く、『唐から門もん』へと向かう。

　荘厳かつ、美しいその『唐門』は、日光東とう照しょう宮ぐうを彷彿とさせた。

　徳川家はこうした雰囲気が好きなのかもしれない、などと考えながら私は金具に彩られた門をくぐる。二の丸御殿を前にし、ここに円生がいるのかもしれないと思うと、いやがうえにも緊張を覚えた。

　国宝である二の丸御殿は、ホームズさんが『武家風書院造り』と説明してくれたように、まさに立派な武家屋敷という出で立ちだ。

『車寄せ』と呼ばれる入口から入って、屋敷をゆっくりと見て回る。

　狩か野のう探たん幽ゆうの襖ふすま絵えや格天井が見事で、実際に大政奉還を宣言した大広間を前にした時は、歴史を肌で感じ、自然と背を正してしまった。

「すげーな、まさに『歴史に触れる』って感じだ」

　ぽつりと洩らす秋人さんに、私も頷く。

　廊下を歩き、キュッキュッと鳴ることに、私たちは頬を緩ませた。

「なあ、これって、忍者対策だったんだろ」

「ええ。ですが、構造上たまたまだったという話もありますね。それに当時の忍は、ウグイス張りなんてなんのその。音を立てずに歩いたそうですよ」

「マジで？　忍者すげぇな」

　ホームズさんは、ふふっ、と笑ったあと、『忍』という言葉から円生をあらためて思い出したのか、少し険しい顔を見せる。

「……ここには、いないようですね」

　低い声で言う彼に、秋人さんはぱちりと目を開いた。

「なんだよ、ここじゃなかったのか？　それとも時間が違ったとか」

「……時間は、十三時十九分二十秒かと思ったんですが」

「なんだよ、細けーな」

「ええ、そうですね」

「にしても、まぁ、いねぇもんは仕方ねーな。それより、庭で『花と書道展』ってのをやってるらしいぜ」

　秋人さんは入口でもらったチラシをホームズさんに見せて、

「せっかくだから、見てこーぜ」と軽快に歩き出す。

「…………」

　相変わらずマイペースな様子に、私とホームズさんは顔を見合わせて、思わず笑った。

　秋人さんの後を追うように、庭へと向かう。

　桜が咲き誇る下、白い衝立と白いクロスが掛けられたテーブルが並んでいる。

　テーブルの上には生けられた春の花々が、衝立には『書』が掛けられている。

　春にちなんだ和歌が多い。

『春はる霞がすみ たなびく山の 桜花 見れどもあかぬ 君にもあるかな』

　美しい花器に生けられた桜とともに掛けられた、見事な書に足が止まる。

「どうなさいました？」

「いえ、素敵だなと思いまして」

「ええ、紀きの友とも則のりですね。『春霞がたなびく山の桜花のように、いくら見ても飽きないあなたです』という歌です」

　そっと囁くホームズさんに、思わず私の頬が熱くなり、

『願わくは　花の下にて　春死なむ　そのきさらぎの　望月の頃』

　続いて西行法師の、その和歌を目にした時は、懐かしさに頬が緩んだ。

「いやぁ、なんだか、雅だなぁ」

　頭の後ろに手を組んで、へぇ、と洩らす秋人さん。

　その様子はあまり雅とは言えないのだけど、美しさを堪能しているのは伝わってきた。

　展示物は、全部で七十点を超しているとのことで、結構な見応えだ。

　ホームズさんは、ある『書』を見て、動きを止めた。

　そこには、緑の葉だけが生けられている。

　素っ気ないようなシンプルなものながらも、清涼で凛としていて美しい。

　そこに添えられた書は、

『草の葉ごとに　すがる白露』というもの。

「……これですね」

　彼は一歩近づいて、うん、と頷いた。

「これ、とは？」

「……円生からのメッセージです」

　ホームズさんは静かに告げて、そっと目を細める。

「こ、これは、もしかして、円生の作品なんですか？」

「ええ、これは、円生の作品です。一般の展示会です、忍び込ませるのは、あの男にとって容易なことでしょう。また、これは、入口から数えて五十二番目の展示物です」

　ちなみに、展示物に番号などついてはいない。

「『五十二番目』になんの意味があるんだよ」

　何もかも分からない様子で首をひねる秋人さん。私も同感だった。

「これは、単純な話なんです。あのファックスの文字数が、十三字、十九字、二十字の三行字、全部で五十二文字でした。最初は時間を示していると思ったのですが、展示物だったのでしょう。いや、もしかしたら、その両方だったのかもしれません」

　彼は、そう言って『書』に目を向けた。

「これで、円生は新たな場所を示してきました。おそらく今度こそ、そこにいるでしょう。そして、そこには、僕一人で行きます」

　強い眼差しで言うホームズさんに、私は言葉を詰まらせた。

「こ、これで、何が分かるんだ？　どこを指しているっていうんだよ」

「これも、西行法師の歌なんですよ」

「西行法師の？」

「ええ。――誰とても　とまるべきかは　あだし野の　草の葉ごとに　すがる白露」

　ホームズさんは静かに歌を詠み、私たちの方を向き、スッと頭を下げる。

「それでは、行ってきます」

「……ホームズさん」

　会釈をして、そのまま踵を返し、迷いのない足取りで歩き出す彼の背中を見送りながら、私の体が震えてくる。

　そんなことがあるはずないと、理性では思っているのに、『もしかしたら、この時を最後に、ホームズさんに会えなくなるのではないか』という、嫌な予感が付きまとう。

　遠ざかるホームズさんの背中に、私は思わず駆け出した。

「ホームズさん！」

　駆け寄って、ホームズさんの手をつかむと、彼は驚いたように振り返った。

「私、『蔵』で待ってますから！　何時になってもいいです、待ってますから」

　そう声を上げると、

「俺も今日一日オフだし、一緒に待ってるな！」

　少し離れたところで、秋人さんが声を上げた。

　するとホームズさんは顔をしかめて、腰に手を当てる。

「そんな長時間、店に二人きりでいなくても良いですよ」

「いや、店長もいるだろ」

　すかさずそう言った秋人さんに、ホームズさんは「ああ」と相槌をうつ。

「……分かりました。必ず、無事に帰りますので、待っていてください」

　晴れやかな笑顔を見せた彼に、鼻先がツンとした。

　不安から涙が出そうだけれど、グッと堪える。

　泣いてしまったら、『嫌な予感』が的中してしまいそうで……。

　私は涙を堪えながら、去っていくホームズさんの姿を、祈るような気持ちで見詰めていた。





◆　◆　◆






　――誰とても　とまるべきかは　あだし野の　草の葉ごとに　すがる白露――




　人は誰しも、この世に留まっていられるものだろうか。

　いや、そうではない。人は誰も生を終えるもの。

　あだし野の草の一葉ごとに、すがる白露のように儚はかない存在なのだろう。

　西行法師が、そう詠んだ『あだし野』。

『徒つれ然づれ草』においては、『あだし野の露消ゆるときなく、鳥とり部べ山やまの煙立ち去らでのみ、住み果つるならひならば、いかにもののあはれもなからん。世は定めなきこそいみじけれ』と、記されている。

　あだし野の露は消えるときがなく、鳥部山の煙も立ち去ることがない。

　そのように、もし人も永遠にこの世に住み続ける習わしがあるとするならば、それは、情緒というものがないでしょう。この世は、無常であるからこそ素晴らしいのです。

『あだし野』とは、『化野』と記す。仏教の言葉で『儚い、空むなしい』という意味があり、『化』の字により、『生』が化して『死』となり、この世に再び生まれることや、極楽浄土に往来する願いなどを意図しているといわれている。

　その『化野』といえば、嵯さ峨が野のにある念ねん仏ぶつ寺が、すぐに思い浮かぶ。

　かつては風ふう葬そうの地であり、空海が野ざらしになっていた遺い骸がいを埋まい葬そうし、供く養ようしたことに始まるとされる。

　その念仏寺は、約八千体もの石仏や石塔が境内を埋め尽くし、化野に葬りさられた者たちの墓とされている。




　二条城にて二人と別れた清貴は、そのまま車で嵯峨野に向かっていた。

　平日とはいえ、まだ春休み期間であり、桜の時期。

　京都市内はどこも賑わっているものの、午後を迎えた化野は、とても静かなものだった。

　かつて風葬の地として知られ、おびただしい石仏に埋め尽くされたその念仏寺には、様々な『謂いわれ』や『空恐ろしい噂』があり、遊び半分の観光客を寄せ付けない風情がある。

　化野の地に着き、清貴は駐車場に車を停めて、静かな参道を歩く。

　寺に続く参道らしい小路には、様々な土産物店が軒を連ねている。

　竹細工で作られた小物、そして眉毛が目を覆い、テーブルにつくほどに伸びている巨大なヒゲダルマ。取り残されたように置かれた人力車。

　静けさの中、くるくると風に回る風車が、カタカタと音を立てている。

　まるで、どこか別世界に紛れ込んだような、不思議な空気に包まれていた。

　境内へと続く石段を上る。

　門をくぐり、足を踏み入れると、それは色鮮やかな美しい桜が出迎えた。

　鐘楼前の枝垂れ桜が、この地の案内人のように控えめに頭を垂れている。

　花とともに目に映るのは、『西さ院いの河か原わら』と呼ばれる一面の石仏や石塔。

『最さい果はての地』とも呼ばれる。

『あの世』と呼ばれる地には、こんな光景が広がっているのかもしれないと思わせる。

　その光景の中心に、僧の姿があった。

　墨色の着流しをまとい、風に揺れる山の木々を眺めている。

　その姿を他の誰かが見たなら、間違いなくこの寺の僧だと信じて疑わないだろう。

　そもそも、この男は僧ではないというのに、そこに佇む姿は見事なほどに溶け込んでいた。

『西院の河原』に足を踏み入れる。

　その僧のような男――円生は、訪れた清貴に顔を向けて、にこりと微笑んで会釈をした。

「こんにちは、ホームズはん。ここが分かりましたか。あんたはほんまにさすがやな」

「……さすがだなんて、絶対に来ると思っていたでしょう？」

　清貴は歩みを進め、円生から五歩ほど離れた位置で足を止めた。

「ほんまやな」

「どうして、この『化野』に？」

「……せやな、俺はここが好きやねん。ここは決して、人を寄せ付けない寺や。遊び半分な気持ちで来たら、えらい目に遭うていう妙な噂が流れるのも分かる、『あの世』を思わせる最果ての地」

「なるほど、あなたのようですね」

　くすりと笑う清貴に、円生は満更でもないような顔を見せる。

「ですが、僕はここが決して『人を寄せ付けない地』だとは思わないんです」

　清貴はそう言って、無数の石仏を眺める。円生は何も言わずに、目を細めた。

「控えめですが、こんなに桜が美しい。また、この地で迎える秋は格別で本当に美しいです。桜というのは、自らの『生』のために花を咲かせ、その姿に人は魅了されます。しかし紅葉は違います。散る前に色付きます。それはなんのためでしょう？　桜や花々のように自分の『生』のためではありません。ただ、散りゆく前に見る者を魅了させるのです。僕は、秋にこの念仏寺を訪れた時に、ここは、とても寂しいのだろうと思いました。

　もちろん、遊び半分や心無い観光客には、訪れてほしくないでしょう。人を選ぶかもしれませんが、この地に敬意を持ち、ここに眠る魂を労わる心がある者には、来てもらいたいと思っている……そんな気がしたのです。人を拒絶しているようで、人を求めている。そんな悲しくも美しい寺なのではないか、と思いました」

　西院の河原を眺めながら静かに告げる。

　そんな清貴を前に、円生は大きく目を見開いた。

「……なんやそれ、俺がそうや言いたいんか」

「どう受け取ろうとあなたの勝手ですが、あなたがそう感じたということは、そうした部分があるのでしょう」

　円生は震える拳を握りしめて、舌打ちした。

「――ったく、ほんまに忌々しい。いつも余計なことばかり言いよって」

「ええ、僕もそう思います。こんなこと言わなければ良いのにと自分でも思っています。僕は大抵の人間に対して自分を偽れるというのに、あなたの前ではそうはいかない」

　そう、自分をコントロールできず、つい煽るようなことを言ってしまう。

　こんなふうに自分を偽れなくさせるのは、この男と、もう一人だけ……。

　清貴はもう一人の『その人物』の姿を思い浮かべ、そっと口許を綻ばせる。

　ささくれた気持ちが少し落ち着くのを感じ、さらに冷静になるべく呼吸を整えた。

「それで、茶碗はお返しいただけるのでしょうか」

「…………」

　円生は袖の中から、一枚の小さな紙を取り出して、清貴の方にスッと差し出す。

　それを受け取って開くと、簡単な手書きの地図が描かれていた。

　ここから徒歩圏内にある建物を示している。

「そこが俺のアトリエやねん。あんたの勝ちや、取りに行き」

「……また、僕を歩かせるのですね」

「まぁ、ええやろ。俺の気が変わらんうちに行ったらええ」

「そうさせていただきます」

　清貴はそのまま踵を返して、西院の河原を出る。

　河原の中心で佇む円生は、少し愉しげに手を振ったかと思うと、清貴の姿が見えなくなるなり、歪むような笑みを浮かべた。

　清貴は境内を出て、歩く。

　古い家々が並ぶ通りから、地図に従って山道を進んだ。

　風が強く、木々がざわめく中、二階建ての小さなアパートが見える。

　茶色の外壁で、外階段がついた古い建物だ。

　円生のメモには、部屋番号が記されていない。

「…………」

　生えっぱなしの雑草、錆びた階段。

　住んでいる人はいるんだろうか、と思うほどに、さびれている。

　アパートに歩み寄ると、

「こんにちは」

　建物の裏から、ベリーショートの女性が姿を現した。

　春物のトレンチコートを纏い、白いブラウス、短い黒いスカート、黒いストッキング姿に、気の強そうな瞳が印象的な、美しい二十代半ばの女性。

「こんにちは。……もしかして、あなたが、父のもとに訪れた『女性編集者』でしょうか」

　にこりと微笑んで尋ねた清貴に、彼女は驚いたように瞬く。

「驚いた、どうして分かったの？」

「あなたは見るからに、このアパートの住人ではありませんし、僕を待ち伏せしていた。ということは、あの男の仲間でしょう」

「仲間ってほどでもないわ。たまに必要があれば一緒に仕事をするだけ」

「良からぬ仕事ですね」

　柔らかく目を細める清貴に、彼女は肩をすくめる。

「嫌味な笑顔。世の中には、公おおやけにできない、良からぬお金や美術品もいっぱいあって、それを拝借するだけよ」

「言い訳なんてどうでも良いです。僕には関係のないことですから」

　顔を背けたその時、「鍵を預かってるの。持っていきなさいよ」と彼女は清貴のシャツをつまむようにつかんだ。

　清貴が何も言わずに振り返ると、彼女は短いスカートをそっと引き上げて、ガーターベルトを見せる。

「鍵は、太ももの内側……ストッキングのところに挟まってるの。取って？」

　頬を赤らめながら、恥じらうように言う彼女に、清貴は首を傾げる。

「……取ってもよろしいのでしょうか」

「ええ、お願い」

「それでは」

　清貴は躊ちゅう躇ちょもせずに、彼女の足首をつかんで引き上げて、太ももの内側のストッキングに挟まっている鍵を抜き取る。

　鍵には『２０５』とマジックで書かれていた。

「ありがとうございます、いただきました。それでは失礼いたします」

「……うぶなボンボンかと思えば、顔色も変えずに可愛くない。『ホームズ』を名乗る割に、女に弱くないんだ？」

　心底面白くなさそうに腕を組む彼女を前に、清貴は小さく笑う。

「とても弱いですよ。ですが、僕が弱いのは、『好きな女性』にだけです」

　清貴は胸に手を当てて、にこりと微笑む。

「っ！」彼女は言葉を詰まらせ、頬を赤らめた。

　そのまま錆びた階段を上る。カンカンと音が鳴る中、彼女が階下で声を上げた。

「ねぇ、イケメンは好物だから、大サービスよ。ひとつ忠告させて」

　清貴は何も言わずに、下に目を向ける。

「……いい、あまり意地を張っちゃだめよ」

「意地、ですか」と洩らし、彼女を見下ろす。

　見上げるその目はとても真剣で、清貴はなんとなく相槌をうった。

「良かった。それじゃあね」

　彼女は心からホッとしたように息をつき、すぐにその場を後にする。

　まるで、逃げるような足取りが印象的に映った。

　鍵をドアノブに差し込んで回すと、カチャリと開いた。

　少し警戒しながら、扉を開ける。

　開けた瞬間、絵の具と画布の匂いに包まれ、清貴はそっと目を細める。

　少しかび臭くもあるが、絵の具の匂いは嫌いではなかった。

　中途半端に開いている遮光カーテンの隙間から西日が差し込んで、部屋を照らしている。

　床は、まさに足の踏み場もない状態。

　様々なパレットや絵の具、筆が床に散乱し、壁際には色褪せたキャンバスが並んでいる。

　十七世紀や十九世紀のものと思われる絵画も、床を転がっていた。

　この扱いを見る限り、おそらく絵の具を削ぎ落とすために海外で購入したのだろう。

　そしてこのアトリエは、随分使われていない。

　絵の具を踏まないように部屋に足を踏み入れると、突然固定電話が鳴った。

「…………」

　電話はしばし音を立てたかと思うと、留守番電話に切り替わった。

『ホームズはん、俺や。電話に出てくれへん』

　その声に、清貴は眉根を寄せながら子機を手にする。

「――はい」

『ようこそ、俺のアトリエへ。ほんで、茶碗はその部屋の奥や。カーテンの向こうやねん』

「…………」

　清貴は部屋を遮るカーテンを開けて、目を見開く。

　座卓の上にアクリルケースがあり、その中に、志野の茶碗があった。

　ホッとすると同時に、そのケースに幾重もの鍵がつけられていることに顔をしかめる。

　また、そのアクリルボードのすぐ後ろには、昭和を思わせる旧式のデスクトップパソコンのディスプレイ。

　ケースの前には、キーボードが置かれている。

「この鍵は？」

『ロックを解除するには、暗証番号が必要やねん』

　忌々しい、という顔で清貴は小さく舌打ちをした。

『あんたの真似させてもろたんやで。せやけどこれは十六文字の英字や。タイムリミットは十五分。賢いあんたやから、ミスなしの一回こっきりのチャンスやで。スタート十秒前や』

　円生がそう言った瞬間、ディスプレイに⑩、⑨、⑧、⑦、とカウントダウンの数字が表示される。

「で、リミット内に解読できなかったら？」

『……爆発すんで』

　ディスプレイに『ＳＴＡＲＴ』という文字とともに『１４：５９』とタイマーが表示された。

「――爆発？」

　清貴は、眉間に皺を寄せる。

『その古いデスクトップに爆弾仕込んでもろてん。ほんまは映画でよくある青い線、赤い線、どっちか切るいうのをやりたかったんやけど、あんなん無理や言われたわ』

　笑いながら言う円生に、清貴は頬を引きつらせる。

「何を悪い冗談を……」

『冗談やあらへん』

「あなたは、こないなことで人を殺める気ですか？」

『殺めるて、別に逃げたらええねん。その部屋が吹っ飛ぶ程度の威力や、茶碗がなくなるだけやろ。あかん思うたら、一分前には逃げなあかんで』

　くっくと笑う円生に、『いい、あまり意地を張っちゃだめよ』と真剣な目で告げた彼女の真顔が脳裏を過る。

「――ほんま、狂ってはるわ」

　清貴は、呆然と額に手を当てた。

『ええから、時間ないで、ギリギリまでチャレンジし。ええ音聞かせてや、ホームズはん』

「…………」

　清貴はとりあえず子機をオンフックにしてテーブルの上に置き、座卓の前に座って、キーボードに目を落とす。

　――あんたの真似、というからには、僕のやり方で暗号を決めたのだろう。

　十六文字の英字。

『ああ、一回こっきり言うんわ、間違うたら一分後に爆発や。これもがんばって逃げなあかんで』

「一回きりとは、なかなかの手厳しさですね」

　口角を上げた清貴に、円生も笑うような声を上げる。

『そら、相手がホームズはんやし。ま、でも厳しいのはたしかやな。ヒントはあげとくわ。数字は入らへん、大文字の英字のみや。で、打ち終わったら、エンターでフィニッシュ。エンターキーを押さんかぎりは、なんぼ打ち込んでも大丈夫やで』

「……英字のみ。単語ですか？　それとも大文字のみですし、ローマ字？」

『それは言わへん。シーや』まるで子どもに話すように茶化して言う円生に、「シーって」と清貴は小さく舌打ちした。

　今日は、四月十日。

　前回の自分のやり方でいくと、百人一首十番目の和歌。十番目は、『これやこの 行くも帰るも 別れては 知るも知らぬも 逢おう坂さかの関せき』という蝉せみ丸まるの歌。

　――これが噂に聞く、京の町から出て行く人も帰る人も、知り合いも知らない人も、皆ここで別れ、そしてここで出会うという、逢坂の関。

　逢坂の関。山やま城しろ国と近江おうみ国の国境となっていた関所。

　近江国は現在の滋賀県で、山城国は、現在の京都市内。平城京から見て『奈良山のうしろ』にあたる地域といわれている。

　それでは、その緯度と経度から暗号を作るのか。

　また、同じように『逢坂の関』を歌に詠んでいるのは、清せい少しょう納な言ごん。

　考えていくうちに、胸に言葉にできない違和感が広がり、

「…………いや、違う」と清貴は頭を振った。

　真似といっても、ここまでやり方を真似はしないだろう。

　おそらく、和歌ではない。

　……考えろ。

　円生なら、どんな暗号を作るのか。

　ちらりとディスプレイに目を向けると、表示されているタイマーが、『１０：０９』と、もう十分をきるところまできていた。

「…………」

　自分の真似をするとしても、日付からの派生くらいなものだろう。

　そのまま、真似をするのは嫌だと思うはず。

　清貴が腕を組むと、受話器から楽しそうな笑い声が聞こえてくる。

『ええわ、カメラつけといて、ほんま良かった。ええ顔しとる』

「――ほんま、悪趣味やね」

　清貴は小さく息をつき、前髪をかき上げた。

　円生は、自ら『ピラミッドの底辺』と言い、そこから、場所を指定してきた。

　今回も、もしかしたら、そうなのかもしれない。

『自分の発した言葉をヒントとする』

　それでは円生は自分に、なんて言葉を投げかけてきただろうか。

「…………」

　思えば、何か少し不自然なことを言った気がする。

　ええ音聞かせてや、ホームズはん――。

「…………」

　あの言葉は、なんだろう。

　あの時は、爆発音のことかと思ったのだけど、そうではないのかもしれない。

　とりあえず、四月十日。何があったか――。

「…………」

　ルイ三世が西フランク王に即位、タイタニック号が出航、当時の皇太子・明仁親王と美智子さんの結婚……あかん、このくらいしか、出て来ぃひん。

　不本意ながらもネットで調べよう、と清貴はスマホを取り出そうとして、手を止めた。

「……あ」

　そうだ、四月十日、イギリス国会議事堂の時計塔に大時鐘が完成した日。

　工事責任者のベンジャミン・ホール卿にちなみ『ビッグ・ベン』と命名。

　そうか、『ええ音聞かせてや』というのは、ビッグ・ベンの音色。

　ビッグ・ベンは、毎日正午にチャイムが鳴る。

　それは、『ウェストミンスターの鐘』と呼ばれて、日本においては学校のチャイムの音として愛着があるもの。

　とすると、十六文字は――

『WESTMINSTERCHIMEウェストミンスターチャイム』

　清貴はキーボードに打ち込み、エンターキーに手をかけて、止めた。

　いや、このままなわけがない。こんなストレートなはずあらへん。

　タイマーに目を向けると、『０１：２９』と、残りはもう一分三十秒を切っている。

『そろそろ、ほんまに逃げたらどうや』

「いえ、逃げません」

　そう言いながらも、額に汗がにじむ。

『意地っ張りやな、ほんまに死ぬで』

「黙っていてください」

『思い残すことはないんかいな』

「そんなん、いっぱいあるわ」

　そう、思い残していることは山ほどある。

　だけど、一番は……。

「あの娘に伝えなあかんことがあんねん、このままで死ねるか」

　ムキになる清貴に、円生はプッと笑った。

『ええわ、青春やね。今のあんた、好きやで』

「僕は嫌いや」

　間違った答えを打ち込んだなら、一分後に爆発。

　すぐに逃げて命は助かっても、茶碗は粉砕する。

「…………」

　この分野は得意ではない。スタートは『Ｃ』、もしくは『Ｆ』だろうか。『Ｅ』という可能性もある。

『００：５９』

　もう、一分を切った。どっちに転んでも打ち込むしかない。

　正解はさておき、円生が何を選ぶかだ。

　その時、清貴の脳裏に『シーや』という円生の言葉が過った。

　清貴は息を止めて、キーボードを叩き出す。

『ＣＥＤＧＧＤＥＣＥＣＤＧＧＤＥＣ』

　そう打ち込んでエンターを強く叩きつけた瞬間、ドンッと破裂音がした。
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　――落ち着かない。

　私は、骨董品店『蔵』の椅子に座り、何度も何度も柱時計に目を向ける。

　コチコチと針を進める柱時計は、もう夕方六時を過ぎていた。

「おいおい、葵ちゃん、随分落ち着かねぇな。どっしりと構えろよ」

　そう言う秋人さんは、黙って椅子に座っていられないようで、店内をうろつきまわっている。

　店内に先ほどまでは店長もいたのだが、やはりどうにも落ち着かないようで、『ちょっと外の空気を吸いに』と散歩に行ってしまった。

「……あ、秋人さんこそ、少しは落ち着いたらどうですか？」

「あー、いや、マジでそうだよな。あいつ、大丈夫なんだろうか」

　まるで椅子取りゲームの音楽が突然止まったかのように、椅子にどっかりと腰を下ろす。

「……大丈夫ですよ」

　私は、自分に言い聞かせるようにそう呟いた。

「だよな。大丈夫だよな。もうすぐ帰ってくるよな。俺、ちょっと迎えに行ってくるな」

　やはり、ジッとしていられないのだろう。

　秋人さんは勢いよく立ち上がって、そのまま店を出ていった。

　急に誰もいなくなり、店内に柱時計の音が響く。

　閉店中のこの店には、音楽も流れていない。

　店内に一人残された私は、カウンターに肘をつく。

　祈るように手を組み、ギュッと目を瞑った。

『大丈夫』と思いながらも、どうにも拭い去ることができない不安に、息苦しさすら感じる。

　円生は一体、どこに呼び出したのか。何をしようとしているのか。

　滅多なことなんてあるはずがない。

　そう思うのに円生はその『滅多なこと』をやりかねない男であることも、私は感じていた。

　嫌な予感がしていたんだ。

　斎藤家での円生のあの様子、憎悪と言っても過言ではない、あの目を見た時から――。

　そう、ホームズさんへの感情が、本格的な憎しみに移行したと感じた。

　だとしても、これまでは自らが制作した贋作で勝負を仕掛けてきた円生が、今回は、なぜこんな暴挙に出たのか。

　どんなかたちでも、ホームズさんを出し抜きたいと思ったのか？

　それとも、なりふり構わないほどに、円生は憎しみを募らせてしまったのだろうか？

　ホームズさんに何かあったら……。

　心臓がばくばく嫌な音を立てる。

　指先がかじかむほどに冷たくなるのを感じて、ギュッと拳を握ったその時、『カラン』とドアベルが鳴った。

　店長か秋人さんが帰ってきたのだろうか、と振り返り、目を見開いた。

「……ホームズさん？」

　ホームズさんがそこにいて、私の肩が震える。

「葵さん、ただいま帰りました」

　ホームズさんは、まるでちょっとしたお遣いから帰ってきたかのように、にこりと微笑む。

「ホ、ホームズさん、良かった」

　私は勢いよく立ち上がって、ホームズさんの許に駆け寄った。

「ご心配おかけして申し訳ありません。この通り茶碗も無事ですよ」と、彼は茶碗が入った木箱を見せて、カウンターの上に置く。

「ちゃ、茶碗もそうですけど、何よりホームズさんがご無事で、良かったです」

　変わらない様子のホームズさんを前に、安堵から目に涙が滲む。

　あまりに変わらなさすぎて、私は今、『ホームズさんが無事に帰ってきた夢』を見ているのだろうかと思うほど。

「わ、私、ホームズさんの身に何かあったらって……」

　ホームズさんの身に何かがあったら、本当にどうしようかと思っていた。

　私は今まで単純に、彼のことが好きで、恋をしていると思っていた。

　それはもちろんそうだけど、そうした甘い感情だけじゃなく、こんなにも彼が大切な存在だったことに強く自覚した。

　想いなんて通じ合わなくても、失恋して二度と会えなくなっても、ホームズさんが無事でさえいてくれるならそれで良い、って心から思ったんだ。乱暴な考え方かもしれないけれど、自分の中にある恋愛感情をすべて取っ払ったとしても、私にとって、ホームズさんはとても大切な人だと気付かされた。

「良かった。本当に良かったです」

「ええ、大丈夫ですよ。と言っても、一瞬死ぬかと思いましたが」

　ホームズさんはそう言って、肩をすくめる。

「し、死ぬかもしれないって、どういうことですか、何があったんですか？」

　私は弾かれたように顔を上げて、勢いよく身を乗り出した。

「いえいえ、本当に大丈夫ですよ、この通り、僕も茶碗も無事でしたから。ただ、生まれて初めて腰を抜かしてしまいましたが」

　彼はそう言って、少し愉しげに微笑む。

「腰を？　い、一体何があったんですか？」

「――実は……」と彼は腰に手を当てた。





◆　◆　◆






　円生のアジトにて、清貴は十六字の英字を打ち込み、エンターキーを叩き付けた瞬間、

『ドンッ』と爆発音が響いた。

　その直後、『Congratulationsコングラッチュレーション!』という文字とともに、ディスプレイに花火の映像が流れ、キーンコーンカーンコーン、とウェストミンスターの鐘の音が流れる。

　そして、ガチャリと鍵が開錠された。

『おめでとう、ホームズはん。せや、ＣＥＤＧＧＤＥＣＥＣＤＧＧＤＥＣ、ウェストミンスターの鐘の音符や。さすがやね』

　清貴はハーッと大きく息をつき、額に手を当てた。

「……ところで、本当に、爆弾を仕掛けていたのでしょうか？」

『さあ、どやろ。しっかし、あんたがそないに意地っ張りと思わへんかったわ』

「ええ、あなたは僕をどう思っているか分かりませんが、僕は意地だけで生きてきました」

　清貴はそう言って立ち上がろうとして、顔をしかめる。

『何してん』

「……いえ、なんでもないです」

『なんや、爆発音に腰を抜かしたんか。ゆっくり休んでってや』

　円生はブッと吹き出した。

「結構ですよ」

　清貴は大きく息をついて、腕に力を込めて立ち上がり、志野の茶碗を確保する。

　自分の手に戻ってきた茶碗の感触。

　異常が何もないことに、心から安堵した。

『ほんま、意地っ張りやね。ほんまはあんたが半べそかいて逃げ出す姿を見たかってんけど、やっぱ一筋縄ではいかへんな』

「それは、ご期待に添えず申し訳ありません」

『ほんで、あんたはなんで俺がこないなことをしたんか、分からへんのやろ』

　少し自嘲気味な言い方をする円生に、清貴は目を細める。

「分かっていますよ。……いや、今になって分かりました」

　今回、なぜこんなことを仕掛けてきたのか。

　円生は何も言わず、電話の向こうで小さく笑った。

『ホームズはん、ほなまた』

「『また』はいらないですよ。ほな、さいなら」

　清貴は冷ややかにそう言って、茶碗を入れた木箱を手に、そのまま部屋を後にした。





◆　◆　◆






「――こういうわけでして」

　ホームズさんはそこまで話して、にこやかに目を細める。

　すべてを聞き終えた私は想像以上の出来事に、目を見開いた。

「そ、そんなに、危険な目に遭っていたんですか？」

「……言うほど、危険ではありませんよ。いざとなったら逃げることもできましたし、そもそも、実際に爆弾が設置されていたかも分かりませんし」

「でも、ホームズさんは爆弾がそこに設置されていることを肌で感じたんですよね。だから腰を抜かすようなことになったんですよね？　本当に爆発するかどうかは分からなくても、きっとそこに爆弾はあったから、だからホームズさんは！」

　ムキになって詰め寄ると、「……そうかもしれませんね」と彼は苦笑する。

「お願いですから、そんな無茶しないでください。私、本当に心配でたまらなかったんですから。私だけじゃないです、店長も秋人さんも、きっとオーナーも心配で心配でたまらなかったんです。まさか、そんなことになっていたなんて」

　一歩間違えば、どんなことになっていたのか。

　そう思うと、全身が震えて、先ほどとは違う種類の涙が滲む。

　そんな私を見下ろして、ホームズさんは切なげに目を細めた。

「――かんにん、葵さん」

「ホームズさん……」

　こんな危ない目に遭い、こうして無事に戻ってきてくれた彼を前に気持ちの昂たかぶりが抑えられず、私はギュッとホームズさんのシャツをつかんだ。

「ホ、ホームズさん、あの……」

　彼は何も言わずに私を見詰め返す。

「すみません、どうしても言わずにはいられなくて」

　ばくばくと心臓がうるさい。

　春休みが終わって、自分が三年生になったら伝えようと思っていた。

　だけど、もういい。

　今、伝えたい。

「わ、私……あの、ずっと、ホームズさんのことを……」

　――好きです。

　そこまで言いかけた時、「葵さん」と彼が遮るように声を上げ、私は体を強張らせた。

「それ以上は、もう言わないでください」

　ぴしゃりと言い切られ、胸を苦しさが襲う。

「す、すみません」と私は慌てて頭を下げ、そのまま俯いた。

　やっぱり、迷惑だったんだ。

　気持ちを受け入れてもらえる、なんて思っていたわけじゃない。

　ただ、どうしても言いたくなっただけだ。

　だけど、それも許してもらえないなんて。

　せめて、言わせてほしかった。

　目頭が熱くなり目に涙が滲んだその時、「葵さん」とホームズさんが優しい口調で言う。

　顔を上げたその時、そっと彼の腕が伸びて、

「――好きや」

　気が付くと、彼の腕の中。

　私は、強く抱き締められていた。

「そこまで言わせてもうて、かんにん。ほんまは、僕がちゃんと言うべきやね。僕は葵さんが好きや」

　私は何が起こったか分からず、ただその腕の中で目を見開いていた。

　カタカタと小刻みに震える体。

　困惑しながら顔を上げると、視線が絡み合う。

　いつもは優しい色を見せている彼の瞳が今はとても熱っぽく、目眩めまいを覚えた。

「本当、ですか？」

「ええ、本当です」

「う、嘘ですよ」

「嘘やないです」

　ホームズさんは少しムキになったように言う。

「だって、ホームズさんは『彼女にしたい子ができた』って……」

「……それは、あなたのことですよ。僕はもうずっと、あなたを想っていました」

　私は、信じられない、とその場に立ち尽くした。

　今までのホームズさんの様々な言動が、まるで走馬灯のように頭の中を駆け巡る。

「そんな……いつから、ですか？」

「いつからなのかは、正直、自分でもよく分からないんです。本当に気付いたら、あなたを好きになっていました」

　少し弱ったように言うホームズさんに、胸が詰まって何も言えない。

「ですが、きっかけは、あの祇園祭かもしれません。その時はまったく自覚していませんでしたが」

「……祇園祭？」

「ええ、あの夜、あなたは元彼とかつての親友に会うかもしれないと出ていったでしょう？」

　その言葉に、言葉が詰まった。

　そう、祇園祭宵々山のあの夜、周りを友人で固められた中、私は元彼と親友に謝られ、針の筵にいた。そこに颯爽と現れて、救い出してくれたのがホームズさんだった。

「あの時、僕は、あなたがもしかしたら泣いているかもしれないと思ったら、いてもたってもいられなくなりました。守ってあげたいと、そう思ったんです」

　まっすぐに見詰めて言うホームズさんに目眩がする。

「ですけど、先ほども言いましたが、その時は自覚していませんでした。『もしかしたら、あなたのことが好きなのかもしれない』と思ったのは、源光庵で円生とやりあったあとです。思わず口にしそうになったところを秋人さんに止められ、我に返ったんですが」

「――――っ」

　私は驚きに、思わず口に手を当てる。

　源光庵のあの時、ホームズさんは私の手を引いて、『葵さん、僕は……』と言いかけた。

　それは、自分の気持ちに気付くなり、『もしかしたら、あなたのことが好きなのかもしれません』と言いかけていたということ。

　こんなこと、素直に信じられるものではない。

　だけど思えば、あの夏の祇園祭に、バレンタインの真古館の夜、そして鑑定士が集まった斎藤家においてもそうだ。

　彼は、いつも私を助けてくれた。

　いつだって私を守ってくれたんだ。

　時にさりげなく、時に前に出て、さらには、身を挺ていしてまで……。

「――――っ」

　胸に熱いものがこみ上げて、ぼろぼろと涙が零れ落ちる。

　ホームズさんはいつものようにポケットからハンカチを取り出して、優しく私の涙を拭ってくれる。

「驚かせてすみません。しばらく自分の気持ちを伝えるつもりはなかったんですが……」

「どうして……ですか？」

　震える声で尋ねた私に、ホームズさんは困ったような表情を浮かべる。

「あなたは、まだ十七歳の高校生ですから……。僕が自分の気持ちに気付いた時、『あなたが卒業したら』と思っていました。ですが側にいればいるほどに、『そんな悠長なことでええんやろか』と不安にもなってきました。何より、どんどん自分の気持ちも膨らんでいきましたし。ですから、『せめて十八歳になるまでは』とも思っていたんです。ですが今回、『もしかしたら死ぬかもしれない』と思った時、一番に思ったのは『あなたに気持ちを伝えたかった』ということでした。ですから、帰ったら絶対に……」

　彼の言葉に涙が止まらない。

　肩に大きな手が触れて、ゆっくりと彼の顔が近付く。

「好きやで、葵……」

　ホームズさんが無事に戻ってきたという安堵と、ずっと好きだったホームズさんと気持ちが通じ合えたということ、何より、今キスをされそうになっているという事実に、混乱して頭の中が真っ白になる。

　すべての音が消えて、心臓の音だけが体中に響く。

　鼻先が触れ合うような距離まで顔が近付いたかと思うと、ホームズさんは小さく息をついて、上体を起こした。

「……残念ながら、邪魔が入ってくるようです」と苦笑して肩をすくめる。

「じゃ、邪魔が？」

　戸惑いつつ振り返ると、勢いよくドアベルが音を立てた。

「清貴っ！」と店長が店に飛び込んできた。

「ホームズ、帰ったか！」

「清貴が帰ってきたか！」

　続いて入って来たのは、秋人さんとオーナー。

　邪魔とはこのことか。良かった、危なかった、と私は真っ赤な顔を隠すように背けて、人知れず胸を撫で下ろす。

「ご心配おかけしました」

　ホームズさんは皆を前に、深く頭を下げた。

「清貴……」

　オーナーは、ホームズさんの姿を上から下まで確認し、怪我などがないことが分かったのか、ほっとした様子で表情を緩ませる。

「――ほんで、お前、茶碗はどないしてん！　取り返してきたんやろな」

　しかし、すぐに厳しい口調で、鋭い眼差しを向けた。

「ええ、こちらに」とホームズさんは右手で、カウンターの上の木箱を指した。

　オーナーは「お、おお」と洩らして中を確認して、今度は堪えきれない様子で、嬉しそうに顔をくしゃくしゃにさせる。

　茶碗が無事なのはもちろん、ホームズさんが無傷で茶碗を取り返してきたことが、嬉しくてたまらないのだろう。

「本当に、申し訳ございませんでした」

　今一度頭を下げるホームズさんに、

「……よくやった」

　オーナーは、一言だけそう告げて、すぐに踵を返し、そのまま店を出ていく。

「な、なんだぁ？　どうしていなくなっちまったんだ？」

　秋人さんは、解せないのか首を捻っていたが、私にはその理由が分かるような気がした。

　オーナーの目は、涙で潤んでいた。

　それはきっと、安堵と、喜びと、誇らしさからくる涙。

　おそらく、見られたくなかったのだろう。

「しかし、秋人さんも、本当に今までここにいらしていたんですね。店にいなかったので、帰られたかと」

「って、ひでーな、心配してたのによ」

「ええ、分かってます。ありがとうございます。今回、あなたには感謝していますよ」

「お、おう。素直に礼を言われると、気持ち悪ぃな」

「気持ち悪いとか言わないでください」

　ホームズさんは冷ややかにそう言って、あらためて、という様子で私たちを見る。

「葵さん、お父さん、秋人さん、この度は、ご心配とご迷惑をおかけしました」

「いいんですよ。あなたが無事で良かった」と店長は優しく目を細め、

「おう、今度奢おごれよ」と秋人さんが声を上げる。

「そうですね、お詫びと言ってはなんですが、これから、そこの『三み嶋しま亭てい』で夕食をご馳走しますよ」

　ホームズさんは胸に手を当てて、にこりと微笑んだ。

「やった、三嶋亭って、たしか高級すき焼き、しゃぶしゃぶの店だよな。俺、もう腹ぺこ」

「わ、私もそういえば」

　思えば昨日から、ろくに食べられていなかった。

「いえいえ、清貴、わたしがご馳走しますよ」

　そう言う店長に、ホームズさんは「いいんですよ」と笑って、店の扉を開く。

『カラン』と鳴るドアベル。

　皆が外に出たことを確認して、ホームズさんはしっかりと鍵を閉める。

　先に三嶋亭まで歩き出す秋人さんと店長の後ろ姿を、なんとなく眺めていると、

「あの……」とホームズさんが静かに洩らした。

「はい」と私は顔を上げる。

「……その、手を、つないでも良いですか？」

　気恥ずかしいのか、目をそらしながらそう尋ねるホームズさんに、全身に電流が走る。

「……は、はい、大丈夫、です」

　私も恥ずかしくて、俯いたまま頷くと、

「それでは、失礼いたします」と、手を握られた。

　しっかりと握られた手に、今度は体中の血が沸騰するような気がした。

　思えば手をつなぐのは、初めてではないのに。

　そっとホームズさんを見上げると、口を手で覆っている。

「あかん、失敗や」

「えっ、何がですか？」

「せっかく手をつなげたのに、なんで、すぐそこの三嶋亭にしたんやろ。もっと遠くの店にしといたら良かった」

「ホ、ホームズさん……」

　ホームズさんの白い肌が見て分かるくらいに赤くなっていて、私の頬もさらに熱くなる。

　二人揃って手をつないだまま、『蔵』の店先から一歩も動けずにいると、先を歩いていた秋人さんが足を止めて振り返り、心底呆れたような顔を見せた。

「……なんだあれ」

「秋人くん、おそらく、あなたよりわたしの方が動揺していますよ。あんな清貴を見るのは初めてですから。……でも、本当に良かった。清貴も普通の子だったんですね」

「『普通の子』って、自分の息子っすよね」

「ええ、それはもちろんそうなんですが。……まぁ、秋人くん、わたしたちは先に行ってましょうか」

「そっすね。ったく、免罪符がどうのってドヤ顔でぼやきながら、たかが手つないだくらいで大喜びって、小学生かよ」

「免罪符？」

「あー、いや、こっちの話で」

　秋人さんと店長が少し笑いながら三嶋亭に入っていく姿を遠巻きに眺めながら、私たちはバツの悪いような気持ちで顔を見合わせる。

「……葵さん」

「はい」

「これから、よろしくお願いします」

　優しくもしっかりと目を合わせて言うホームズさんに、

「はい、こちらこそ」と、私は頭を下げた。

　その時、ふわりと爽やかな風が吹き抜ける。

　新緑の香りを含んだ春の風だ。

　春休みは今日で終わり。明日から新たな生活が始まる。

　これからはじまる素敵な日々の予感に、胸が弾んでならない。




　――だけど、この時の私は、まだ気付いていなかった。

　結構な変わり者で、時々いけず。気遣い屋だけど、マイペースで少し自分勝手。

　なおかつ少し腹黒いという、決して、一筋縄ではいかないこの彼と手をつなげたことで、私はうんと翻弄され、そして、さらにこれから様々な事件に巻き込まれていってしまうことを――。

　だけどそれは、少し先のお話。

「いきましょう」

「あ、はい」

　茜色の空の下、ぎゅっと、つないだ手に力を込めて、ホームズさんと歩き出す。

　それは私たちが、新たな一歩を踏み出した、特別な日。












あとがき








　二〇一六年二月二十一日。私は大阪市内のとあるホテルを訪れていました。

　ホール入口には、『日本シャーロック・ホームズ・クラブ 関西支部 ２２１記念定例会』の文字。

　そう、『京都寺町三条のホームズ』などという恐れ多いタイトルをつけたご縁から、日本シャーロック・ホームズ・クラブ（以下ＪＳＨＣ）の会員様からお声をかけていただき、記念の式典に呼んでいただけたのです。

　実行委員が元京大ミステリー研究会所属、現弁護士のＯ先生（大河原先生のモデル）で、彼は綾辻行人先生の先輩。ということから、ゲストに綾辻先生も来られていました。

　会員は、弁護士、教授、医者と『先生』が目白押しなものの、シャーロキアンということからか、皆さん瞳は少年のようで、ユーモアと遊び心に溢れていました。

　作中でもお伝えしましたが、シャーロキアンにとって、２２１というのは特別な数字。

　２２１回目の定例会を二月二十一日に開催できるという奇跡的なことに喜び、また２２１という数字を車のナンバーや暗証番号の一部にしているという話や、皆さんの熱いホームズ愛を大変興味深く拝見し、「この会のことを小説に書きたい！」と強く、それはもう疼くように思いました。

　そうして、それから二ヶ月後の四月、私にとって二回目の定例会に参加させていただき、この旨を伝えたところ、「それはもう喜んで！　正式な名称などを変えてくれたならそれで良いですよ」と本当に快く了承してくださいました。

　２２１回目の定例会について執筆するにあたり、モデルになってくれる方を募り、用意していたアンケート用紙を配ったところ、杉浦さん役の方、東間さん役の方、明石さん役の方、西澤さん役の方、大河原さん役の方、指原さん役の方、松田さん役の方、真壁さん役の方、内海ご夫妻役の方、そして平岡会長役の方が、ご回答＆立候補してくださり、お言葉に甘えて登場人物とさせていただきました　（※ちなみにマダムは架空の人物です）。

　モデルになってくださった会員さまも原稿をチェックしてくださり、私自身今までにない緊張をしつつの執筆でしたが、楽しく書くことができました。

　職業やエピソードなどは、ほとんどそのままなんです（二月二十二日がお子さんの誕生日だった話なども）。関西ＪＳＨＣの皆さんが、とても寛容寛大で、知的でユーモアと遊び心に溢れた方々で、とても感激でした。心より感謝申し上げます。

　関西ＪＳＨＣの皆さま、ありがとうございました。

　また、今回は、プロサッカーチーム『京都サンガＦ．Ｃ．』様とコラボさせていただくことになりまして、大変恐縮に思っております。

　お話をいただいたとき、『清貴は、蹴りは得意でも、サッカーはしなさそうだ』と思ったのですが、彼は絶対に地元チームを愛しているという確信はありました。

　このコラボ短編を書く前に、実際に西京極スタジアムを訪れて、試合観戦をしたのですが、やはりホームグラウンドでの観戦は本当に良いもので、作中の早川先生同様、私もハマッてしまいそうです。

　京都サンガＦ．Ｃ．様、ありがとうございました。

　そして、西京極といえば『小川珈琲』。このシリーズの四巻が発売された時に、ある書店の店長様と小川珈琲でランチを食べる機会に恵まれました。王道の喫茶店とカフェを混合させたような雰囲気、美味しいコーヒーとランチに感激しまして、小川珈琲様にお願いをし、拙作にちらりとですが掲載する許可をいただくことができました。

　小川珈琲様、ありがとうございました。

　こうして書くと、この五巻はコラボレーションな一冊だったようにも思えます。

　早春に出会った葵と清貴が一年を経て、春休みが舞台となった今巻。

　ええ、盛りだくさんな春休みだったと思います。

　ようやく、一歩前進した二人。ですが今後も訪れるであろう、ちょっとした事件をこれからも温かく見守っていただけると嬉しいです。

　あらためまして、私と本作品をとりまく、すべてのご縁に心より感謝申し上げます。

　本当にありがとうございました。


望月麻衣
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